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第１ 市政一般に対する質問

○稲 田議 長 そ れで は 、日程 第１ 、市 政一般 に対 する質 問を 行い

ます。

本 日は 、先日 に引 き 続き、 会派 によ る代表 質問 を行っ てい ただ

きます。

自由創政、戸田議員。

○戸 田議 員（登 壇） 皆さん 、改 めま してお はよ うござ いま す。

会派自由創政の戸田隆次でございます。

初 めに 、能登 半島 地 震につ いて 、被 災者の 方々 に対し まし て衷

心よ り哀 悼の意 を表 す ととも に、 お見 舞いを 申し 上げま す。 早期

の復旧、復興を心より御祈念申し上げます。

３ 月定 例会に 当た り まして 、会 派自 由創政 を代 表いた しま して、

伊木 市長 が推進 され ま す諸施 策に つい て質問 して まいり たい と存

じます。明快なる答弁をされることを期待しております。

初めに、伊木市長の施政方針について伺います。

コロ ナ 禍が ある 程 度収 束し た 感が感 じ られ ると こ ろであ り ます。

本市 にお いては 昨年 、 がいな ロー ドも 供用開 始さ れたと ころ であ

り、 新た な米子 市像 を 形成し てい く必 要があ りま す。本 年は 、た

つ年 であ り、大 きく 成 長し、 形を 整え る年で あり ます。 人生 の充

実感 や生 きる喜 びを 感 じられ る、 住ん で楽し いま ちが実 現す るよ

う、 ひた むきに 駆け 抜 ける１ 年と する べきで あり ます。 どの よう

な施 策を 講じ、 米子 市 の形を 整え てい かれる か伺 います 。あ わせ

て、施策方針の骨格について伺います。

次に、中期財政見通しについて伺います。



令和 ４ 年度 決算 に おい て、 歳 入では 、 地方 税（ 市 民税、 法 人税、

固定 資産 税）が 増と な ったも のの 、感 染対策 に係 る国・ 県の 支出

金は 減で ありま した 。 一方、 歳出 にお いては 、小 学校整 備事 業等

の増 があ りまし たが 、 全体で ３％ の減 であり ます 。今後 につ いて

は、 国際 情勢の 不安 定 化、長 引く 物価 高騰、 人口 減少化 、少 子高

齢化 、昨 今の激 甚化 等 社会情 勢は 不確 実性で あり ます。 市民 の安

心・ 安全 確保及 び財 政 の健全 性の 観点 から、 財政 基盤の 安定 化が

求め られ るとこ ろで ご ざいま す。 今後 の財政 に係 る中期 見通 しに

ついて伺います。

次に、予算編成方針について伺います。

予算 編 成方 針に つ いて は、 市 民の安 心 ・安 全確 保 に資す べ きこ

とが 基本 と解し てお り ます。 歳入 につ いては 、国 ・県の 補助 メニ

ュー を十 分に探 求さ れ 、有効 活用 を図 るべき であ ります 。歳 出に

つい ては 、選択 と集 中 を基本 とし 、事 業の必 要性 、継続 性に つい

て十 分に しんし ゃく さ れるべ きで あり ます。 市民 生活の 安心 ・安

全に 寄与 すべく 、的 確 で適正 な予 算編 成をす べき である と考 えま

す。市長の見解を伺います。

次に、シティプロモーション推進について伺います。

本市 の 魅力 や資 源 につ いて 、 市内外 に 効果 的に 発 信し、 認 知度

や地 元へ の愛着 の向 上 化をさ らに 図る ととも に、 ふるさ と納 税促

進の 観点 から、 積極 的 なアク ショ ンを 講ずべ きと 考えま す。 さら

には 、本 市のア ピー ル 度が薄 いと 感じ られる とこ ろであ りま す。

市長の見解を伺います。

次に、自治体ＤＸの推進について伺います。

住民 の 利便 性、 業 務の 効率 化 、人的 資 源の 再配 置 による 行 政サ



ービ スの さらな る向 上 を目的 に、 本市 のデジ タル 社会の 構築 が求

めら れて いると ころ で ありま すが 、そ の進捗 状況 につい て伺 いま

す。 また 、デジ タル 技 術に対 応で きる 人材の 育成 が急務 と思 考し

ます が、 その対 応状 況 につい て伺 いま す。さ らに 、デジ タル 技術

を活 用し 、業務 の効 率 化を図 る一 方、 住民サ ービ スの向 上化 が求

められるところでございます。その対応方針について伺います。

次に、働く女性のヘルスケアに係る体制について伺います。

女性 特 有の ヘル ス ケア に対 応 した相 談 体制 の構 築 や職場 全 体で

の女 性特 有の健 康問 題 の認識 共有 、サ ポート 体制 の充実 強化 を図

るこ と、 誰にと って も 働きや すい 職場 づくり が求 められ てい ると

ころでございます。その対応状況について伺います。

次に、ごみ処理システムについて伺います。

米子 市 一般 廃棄 物 処理 基本 計 画に基 づ き、 令和 ６ 年度よ り 家庭

系ご みの 収集区 分の 一 部変更 が実 施さ れます が、 市民に 対し 、十

分に 説明 、理解 が得 ら れてい るか 伺い ます。 また 、福祉 制度 を利

用す る高 齢者、 障が い 者の方 々へ の対 応状況 につ いても 伺い ます。

ごみ 処理 システ ムの 構 築につ いて は、 ４Ｒの 推進 、リフ ュー ズ、

リデ ュー ス、リ ユー ス 、リサ イク ルを 原則と し、 市民の 理解 、協

力が 不可 欠であ り、 そ の周知 、啓 発対 応につ いて 伺いま す。 また、

鳥取 県西 部広域 行政 管 理組合 が建 設予 定であ りま す処理 施設 の処

理フローと整合性が図られているか伺います。

次 に、 地球温 暖化 防 止対策 及び 環境 意識の 向上 につい て伺 いま

す。

２０ ５ ０年 のカ ー ボン ニュ ー トラル が 叫ば れて い るとこ ろ であ

りますが、市民、事業者、行政等の協働を促進し、市域のＣＯ ２の



排出 減の 取組が 薄い と 感じら れた とこ ろであ りま す。庁 内に 脱炭

素推 進チ ームを 設置 し 、積極 的に 同事 務を推 進す べきと 考え ます。

見解を伺います。

中 海一 斉清掃 、み ん なでき れい ！Ｅ ｎｊｏ ｙよ なご等 によ り、

環境 保全 に取り 組ん で おられ ます が、 市民に 対す る普及 啓発 が不

足と 思考 してお りま す 。普及 啓発 の推 進によ り、 個々の 環境 意識

の向上化を図るべきであると考えます。市長の見解を伺います。

次 に、 市税、 国民 健 康保険 税、 保険 料等の 徴収 率の向 上に つい

て伺います。

市民 税 、国 民健 康 保険 料の 徴 収事務 に つい ては 、 滞納、 滞 納繰

越分 が散 見され ます 。 かねて より 、そ の対応 につ いては 、議 会よ

り指 摘さ れてお りま す が、文 書に よる 早期催 促、 電話に よる 早期

折衝 等に より納 付意 識 の高揚 、徹 底し た進行 管理 による 厳正 な滞

納処 分の 対応を すべ き である と考 えま す。見 解を 伺いま す。 また、

徴収 困難 事案の 処理 体 制につ いて 、事 務量、 職員 の育成 等に つい

て、十分に検証すべきであります。見解を伺います。

次 に、 妊娠期 から 学 齢期ま での 切れ 目のな い支 援体制 につ いて

伺います。

妊娠 期 から 全て の 妊婦 、子 育 て世代 に 対し 、一 貫 して身 近 で相

談に 応じ る伴走 型支 援 、さら には 、就 園、就 学に おける ライ フス

テー ジで の途切 れな い 支援の 構築 が急 務であ りま す。そ れら の対

応について充実を図るべきと考えます。見解を伺います。

次に、こども計画の策定について伺います。

国に お いて は、 こ ども 大綱 を 策定さ れ たと ころ で ありま す 。本

市に おい ても、 それ に 呼応し たこ ども 計画を 策定 すべき と考 えま



す。 その 策定に 当た っ ては、 市民 の意 見を十 分に 反映さ れた いと

考えます。見解を伺います。

次に、公立保育所の統廃合・建て替え推進について伺います。

公立 保 育所 の統 廃 合・ 建て 替 えにつ い ては 、同 建 て替え 構 想に

基づ き実 施され てお ら れます が、 少子 化、施 設の 老朽化 、施 設の

背景 を十 分に把 握さ れ 、適切 に事 務を 推進さ れた いと考 えま す。

見解を伺います。

次に、いじめ・不登校について伺います。

いじ め ・不 登校 に つい ては 社 会問題 化 して おり 、 その対 応 につ

いて は喫 緊の課 題と 認 識する とこ ろで ござい ます 。安心 ・安 全な

集団 づく り、児 童生 徒 の状況 のア セス メント によ り不登 校の 未然

防止 や支 援の充 実を 図 ってい ると のこ とであ りま すが、 その 成果

について伺います。また、今後の対応方針について伺います。

次に、学校施設の長寿命化等改修事業について伺います。

児童 生 徒の 安心 ・ 安全 な教 育 環境を 確 保す るた め 、トイ レ の洋

式化 、外 壁補修 、屋 上 防水改 修、 バリ アフリ ー化 及び体 育館 への

エア コン 設置に つい て 、実施 、対 応す べきと 考え ますが 、見 解を

伺います。

次に、企業誘致及び地域産業の振興について伺います。

社会 状 況及 び経 済 状況 の変 化 に呼応 し 、地 域経 済 の活性 化 、若

年層 の流 出防止 の観 点 から、 企業 誘致 は必須 であ ります 。県 及び

関係 機関 と連携 し、 ネ ットワ ーク のさ らなる 拡充 を図り 、そ の事

務推 進を 積極的 に推 進 すべき であ りま す。市 長の 見解を 伺い ます。

次に、商店街振興策の推進について伺います。

歩い て 楽し いま ち づく りを 踏 まえれ ば 、中 心市 街 地、商 店 街等



にお いて 、美観 的セ ン スが乏 しい と感 じます 。観 光客の 誘導 、市

民が 楽し く歩い てい た だく仕 掛け づく りも必 要と 思考し ます 。え

る・ もー る、元 町通 り 等の環 境整 備も 急務で あり 、その 対応 方針

について伺います。

次に、ふるさと納税について伺います。

令和 ５ 年度 末見 込 額に つい て は約１ ９ 億円 との こ とであ り ます

が、 返礼 品につ いて 、 寄附者 のニ ーズ に合っ た新 たな開 拓を 推進

すべ きで ありま す。 ふ るさと 納税 基金 につい ては 、米子 市政 に呼

応した活用をすべきであると考えております。見解を伺います。

次に、米子アリーナの整備について伺います。

市民 が 待望 する 米 子ア リー ナ につい て 、整 備計 画 中であ り ます

が、 今後 の整備 スケ ジ ュール につ いて 伺いま す。 また、 同ア リー

ナに接続する道路の整備方針について伺います。

次に、皆生温泉まちづくりについて伺います。

皆生 温 泉の まち づ くり につ い ては、 皆 生温 泉エ リ ア経営 実 行委

員会 を中 心に推 進さ れ ておら れま すが 、市民 の意 見が十 分に 反映

され てい るか伺 いま す 。また 、今 後の 取組ス ケジ ュール につ いて

伺います。

次に、荒廃農地対策について伺います。

本市 に おい ては 、 荒廃 農地 が 多数散 見 され ます 。 その要 因 につ

いて どの ように 検証 、 分析さ れた か伺 います 。今 後、荒 廃農 地の

発生 抑制 対策と して 、 担い手 の農 地集 積及び 規模 拡大等 の対 応が

想定されますが、今後の対応方針について伺います。

次に、中海・錦海かわまちづくり計画について伺います。

米子 港 を本 市の ウ オー ター フ ロント の 中心 地と し て再整 備 を行



うこ とで 、河川 空間 、 まち空 間の にぎ わいを 融合 させ、 川と 街が

一体 とな った地 域活 性 化に取 り組 むと してお り、 シンボ リッ クな

水辺 空間 を形成 する と のこと であ りま すが、 事業 の進捗 状況 につ

いて伺います。

次に、農業者の後継者不足について伺います。

農業 者 の高 齢化 、 後継 者不 足 により 、 農業 政策 の 衰退は 否 めな

いと ころ であり ます 。 中間管 理機 構の 利活用 によ り、耕 作面 積が

ある 程度 確保さ れて お られま すが 、今 後、農 業者 の確保 がさ らに

難し くな ると推 察し ま す。各 実行 組合 等との 意見 交換を 緊密 に開

き、 意見 調整を 図り 、 地域の 特性 、背 景を加 味し た地域 計画 の策

定をすべきであると考えます。見解を伺います。

次 に、 米子－ 境港 間 の高規 格道 路の 整備促 進に ついて 伺い ます。

米子 － 境港 間の 高 規格 道路 の 整備に つ いて は、 早 期事業 化 に向

け、 米子 －境港 間を 結 ぶ高規 格道 路建 設推進 議員 連盟を 設立 し、

早期 事業 実施に 向け 、 要望活 動を して るとこ ろで ありま すが 、機

運の醸成等今後の対応方針について伺います。

空き家対策について伺います。

空き 家 等の 発生 予 防に つい て は、建 物 所有 者へ の 情報提 供 を行

うと とも に、空 き家 の 相続人 等へ 向け た意識 啓発 や耐震 化を 促す

こと 、適 切な管 理、 利 活用の 促進 が米 子市空 家等 対策計 画の 要旨

であ りま すが、 その 取 組状況 につ いて 伺いま す。 特定空 家等 も増

加傾 向で あり、 今後 、 実効性 の対 策が 求めら れま す。そ の方 向性

について伺います。

次に、日野橋の在り方について伺います。

日野 橋 につ いて は 、有 識者 で 構成す る 第三 者検 討 委員会 を 立ち



上げ 、廃 棄を含 めた 議 論をす べき であ ると考 えま す。見 解を 伺い

ます 。ま た、同 橋の Ｐ ＣＢ除 去作 業の スケジ ュー ル感に つい て伺

います。

次に、下水道施設の再構築について伺います。

下水 道 の主 要施 設 であ る内 浜 処理場 及 び皆 生処 理 場は、 供 用開

始後 ５０ 年経過 し、 老 朽化が 顕著 であ ります 。昨 今は、 人口 減少

化社 会で あり、 また 節 水化が 促進 され 、下水 道使 用料収 入は 減収

が想 定さ れます 。こ れ らの動 向を 踏ま えた施 設の 更新が 求め られ

ると ころ であり ます 。 令和６ 年度 中に おいて 多角 的に検 討さ れ、

基本設計等に着手すべきであります。見解を伺います。

次に、米子市下水道事業会計について伺います。

同事 業 会計 にお け る令 和４ 年 度決算 に つい ては 、 営業収 益 ３３

億円 、純 利益約 １億 6,６ ０ ０ 万 円 で あ り 、 負 債 総 額 は 約 ７ ９ ４億

円で あり ます。 下水 道 の面整 備、 雨水 公費、 汚水 私費の 原則 は理

解で きま すが、 財政 面 につい ても 十分 な検討 が必 要であ り、 同事

業に係る今後の経営方針について伺っておきたいと思います。

次に、淀江地域の地域資源の活用等について伺います。

淀江 平 野に は、 国 史跡 を含 む 貴重な 歴 史及 び文 化 資源、 豊 かな

自然 等が ありま すが 、 その魅 力に 係る 情報発 信が 乏しい と感 じま

す。 淀江 の四季 フォ ト コンテ スト 等の イベン トを 開催し てお りま

すが 、認 知度が 薄い と 感じま す。 機運 の醸成 を図 り、広 報、 ＰＲ

に尽力すべきであると考えます。見解を伺います。

次に、伯耆古代の丘エリアのにぎわい創出について伺います。

伯耆 古 代の 丘エ リ アに つい て は魅力 発 信と とも に 、同地 に 来て

いた だく 仕掛け づく り が急務 と考 えま す。淀 江支 所内に プロ ジェ



クト チー ムを設 置し 、 多角的 に検 討す べきと 考え ますが 、見 解を

伺います。

次に、水道広域連携の推進について伺います。

昨今 、 水道 の広 域 連携 が叫 ば れてお り 、情 報、 知 識、技 術 の共

有化 が提 唱され てお り 、米子 市水 道局 として 今後 の方向 性を どの

ように想定されているか伺います。

次に、水道施設の計画的更新について伺います。

水道 事 業に つい て は、 適正 口 径を考 慮 した ダウ ン サイジ ン グな

ど将 来の 水需要 を踏 ま えた施 設の 更新 が求め られ ており ます 。ま

た、 ライ フライ ンの 安 心・安 全の 確保 は必須 であ り、今 後の 水道

施設 の計 画更新 の方 向 性につ いて 伺い ます。 また 、石州 府水 源地

水質管理棟の整備計画について伺います。

次に、水道事業会計について伺います。

水道 事 業会 計に つ いて は、 令 和４年 度 決算 にお い て、営 業 利益

約３ ０億 円弱、 当年 度 純利益 約３ 億 5,０ ０ ０ 万 円 弱 で あ り ま す 。

利 益 率 は １ ２ ％ であ り 、長期 前受 金が 年３億 3,０ ０ ０ 万 円 で あ り

ま す 。 大 型 投 資 事 業 も 落ち着 いた と思 料しま すが 、今後 の経 営方

針について伺います。

次に、伯備新幹線整備について伺います。

伯備 新 幹線 につ い ては 、中 海 ・宍道 湖 ・大 山圏 域 市長会 、 各市

議会 、本 市議会 にお い ても議 員連 盟を 設立し 、他 市議会 とも 軌を

一に 国に 対し要 望活 動 をして いる とこ ろであ りま す。伊 木市 長に

おい て、 本案件 につ い ての意 気込 みに ついて 伺い ます。 また 、本

案件についての今後どのように要望活動されるのか伺います。

次に、道路照明灯の整備について伺います。



中学 校 の通 学路 に おい ては 照 明灯も な く、 また 周 辺の明 か りも

ない 状況 下が散 見さ れ 、特に 冬場 等に おいて 、午 後５時 過ぎ は真

っ暗 で、 通学下 校時 に ついて は危 険と 感ずる 箇所 が多数 あり ます。

昨今 は、 社会が 殺伐 化 してき てお り、 また不 審者 の出没 事例 も多

数発 生し てるこ とを 仄 聞いた しま す。 身の安 全確 保が叫 ばれ る状

況下 、通 学路の 安全 確 保につ いて は、 放置さ れて いる感 が否 めな

いと 考え ます。 市は 、 市民の 身体 、生 命、財 産を 守る責 務が あり

ます 。そ れらの 状況 を 鑑み、 道路 照明 灯の整 備を 図るべ きと 強く

市長に求めたいと思います。市長の見解を伺います。

次に、内陸型工業団地について伺います。

雇用 の 創出 、確 保 、若 年層 の 市外流 出 対策 は、 本 市にお い て喫

緊の 課題 であり ます 。 その対 策に は、 企業誘 致が 必須と 考え ます。

しか しな がら、 企業 誘 致につ いて は工 業用地 の提 供が必 要で あり、

工業 団地 の整備 が必 要 不可欠 と考 えま す。現 在、 米子イ ンタ ー西

工業 団地 は整備 中で あ ります が、 完売 とのこ とで ありま す。 米子

市都 市計 画マス ター プ ランに おけ る市 街化調 整区 域の土 地利 用方

針で は、 必要に 応じ て インタ ーチ ェン ジ周辺 での 地域に 新た な工

業団 地の 確保に つい て 検討し ます との ことで あり 、早急 に新 たな

工業 団地 整備事 務に つ いて検 討さ れる べきと 考え ます。 市長 の見

解を伺います。

次 に、 子ども ・子 育 て支援 （子 ども 貧困対 策） につい て伺 いま

す。

米子 市 子ど も・ 子 育て 支援 事 業計画 の 改定 があ り 、その 基 本的

な考 え方 は、安 心し て 子ども が産 み育 てられ 、子 どもが 心豊 かに

伸び 伸び と成長 でき る まち米 子と され 、重点 目標 は、妊 娠期 から



学齢 期に わたり 切れ 目 なく子 育て 世代 を支援 する とあり ます 。そ

の取 組に ついて は、 切 れ目の ない 支援 体制の 構築 、運用 、発 達支

援体 制の 強化で あり 、 伊木市 政に なり 、こど も総 合相談 窓口 の開

設、 運営 、５歳 児健 診 等の実 施が 平成 ３０年 度よ り対応 実施 され

てお りま すが、 一方 、 世論に おい て注 視され てい る子ど も貧 困に

つい ては 、７人 に１ 人 が子ど も貧 困と されて おり ます。 この 子ど

も貧 困対 策につ いて は 、今後 どの よう に施策 展開 される か、 考え

方を伺います。

次に、米子市都市計画マスタープランについて伺います。

米子 市 都市 計画 マ スタ ープ ラ ンにお け る都 市づ く り理念 は 、に

ぎわ いと 活力を 生み 出 すまち づく り、 歴史と 自然 を活か した まち

づく り、 人にや さし い まちづ くり 、交 通基盤 が充 実した まち づく

り、 災害 に強く 、快 適 なまち づく りで ありま す。 まちづ くり につ

いて は、 土地利 用の 実 現が必 要で あり 、本市 の計 画では 、土 地利

用は 長期 的な視 点に 立 って自 然と 都市 が共生 する 土地利 用を 基本

に地 域性 を生か し、 総 合的に 計画 的に 行いま すと のこと です 。し

かし なが ら、時 節は 刻 々と変 化し 、社 会情勢 もス ピーデ ィー に変

貌し てい る中で 、将 来 ビジョ ンや 方針 が具体 的に 示唆さ れて いな

いと 感じ ます。 本計 画 は、米 子市 にお ける都 市づ くりの 将来 ビジ

ョン や地 域のま ちづ く りの方 針等 を定 めるこ とと してお りま すが、

土地 利用 の規制 緩和 の 方策、 地区 計画 の作成 、規 制緩和 措置 、都

市計 画道 路整備 促進 等 の具現 化が もっ と積極 的に 示唆さ れる べき

と考えます。市長の見解を伺います。

次に、都市計画道路の整備実施について伺います。

米子 市 の幹 線道 路 は、 主要 幹 線であ る 一般 国道 ９ 号及び 山 陰道、



米子 道が 市内を 通過 し ており 、中 国横 断自動 車道 岡山－ 米子 線、

一般 国道 １８０ 号及 び 同１８ １号 が延 び、境 港方 面は、 国道 ４３

１号 が延 びてお り、 米 子市の 道路 体系 は、主 要な 道路が 米子 市を

起点 に放 射状に 走り 、 ネット ワー クを 形成し てい る現状 下で あり

ます 。道 路網を 分析 す ると、 一般 国道 ４３１ 号の ように 、慢 性的

渋滞 が見 られ、 通過 交 通と集 客施 設の 立地に よる 集中交 通が 混在

する ため 、交通 混雑 度 が高い 路線 では 、解消 に向 けた道 路整 備が

必要であります。

一 方、 本市の 都市 計 画道路 は、 ４８ 路線、 延長 １３ 2.５ キ ロ メ

ー ト ル が 都 市 計 画 決 定 さ れ てお り、改良 率は８ ７％ 、延長１ １ 5.

９ キ ロ で あ り ま す 。 渋 滞 緩 和 を 視 野 に 、幹線 道路 を補完 する 観点、

さら には 都市形 成の 誘 導を鑑 み、 都市 計画道 路の 早期整 備を 図ら

れる とと もに、 新た な 都市計 画道 路に ついて 計画 、立案 、実 施す

べき と考 えます 。ま た 、都市 計画 道路 の整備 に当 たり、 県と の連

携調整は十分に図られているか、併せて伺います。

次に、国土強靱化対策について伺います。

米子 市 国土 強靱 化 地域 計画 が 策定さ れ たと ころ で ありま す が、

基本 目標 は、１ 、人 命 の保護 が最 大限 図られ るこ と、２ 、米 子市

及び 社会 の機能 が致 命 的な障 害を 受け ず維持 され ること 、３ 、市

民の 財産 及び公 共施 設 に係る 被害 の最 小化、 ４、 迅速な 復旧 ・復

興と し、 国土強 靱化 の 進め方 につ いて は、ハ ード 、ソフ トの 取組

を効 果的 に組み 合わ せ 、バラ ンス のあ る防災 ・減 災の対 策を 進め

る、 既存 のスト ック を 最大限 に活 用し て取組 を推 進する 、国 、県、

市町村、民間等の関係者が連携して取組を推進するとあります。

本 市の 課題は 、１ 、 インフ ラの 老朽 化、劣 化に よる機 能支 障、



維持 管理 費の増 大、 メ ンテナ ンス 技術 開発、 技術 者の確 保、 ２、

急速 に進 む人口 減少 、 地域コ ミュ ニテ ィの衰 退、 避難行 動要 支援

者増 加、 産業の 担い 手 の減少 、農 地、 森林等 の荒 廃と考 えま す。

本計画の検証、分析について伺います。

次に、中海架橋の整備促進について伺います。

中海 ・ 宍道 湖・ 大 山圏 域は 、 約６６ 万 人の 人口 集 積があ り 、日

本海 側で は、新 潟市 圏 域約１ １３ 万人 、金沢 都市 圏が約 ７４ 万人

に次 ぐ第 ３位の 人口 集 積地で あり ます 。農業 、工 業、水 産業 、商

業、 観光 など、 国内 で も優れ た圏 域で ありま す。 近年で は、 境港

を拠 点と した北 東ア ジ アの貿 易、 大型 クルー ジン グ船の 入港 、米

子空 港の 国際拡 充等 と 、貿易 実績 や外 国人観 光客 は著し く増 加傾

向に あり ます。 それ ら の情勢 を鑑 みた 本圏域 の地 域経済 活性 化を

図る 観点 ととも に、 イ ンバウ ンド 対策 におい て、 中海架 橋の 整備

実現 は必 要と考 えま す 。また 、県 境周 辺の道 路現 状下に つい ては、

交通 渋滞 が恒常 的に 発 生して おり 、こ の実態 は、 圏域に おけ る経

済活 動の 損失で あり 、 その抜 本的 解消 は図る べき であり ます 。中

海架 橋の 実現に つい て 、伊木 市長 は、 鳥取県 、島 根県両 知事 に対

し、 同事 業の促 進に つ いて強 く要 望す べきと 考え ます。 市長 の見

解を伺います。

次に、グルメプラザの利活用について伺います。

米子 駅 に隣 接す る グル メプ ラ ザの利 活 用に つい て 、耐震 的 構造

もあ ると のこと であ り ます。 本市 は鉄 道のま ちと して栄 えた とこ

ろで あり 、グル メプ ラ ザを鉄 道資 料館 として 整備 したら どう か、

市長の見解を伺います。

次に、米子市の公共交通ビジョンについて伺います。



米子 市 の公 共交 通 の現 状は 、 山陰本 線 、伯 備線 、 境港各 鉄 道、

ＪＲ 米子 駅を起 点と し た路線 バス 、本 市の中 心部 、淀江 地区 を運

行す るコ ミュニ ティ バ ス、乗 合タ クシ ーの公 共交 通サー ビス が提

供さ れ、 公共交 通が 利 用可能 なカ バー 率は８ ８％ のこと であ りま

す。 しか し、公 共交 通 の利用 者は 年々 減少を 続け ており 、そ れが

交通 事業 者の収 入の 減 少によ る採 算性 の悪化 を招 き、実 態と して、

路線 バス の減便 など 、 公共交 通サ ービ ス水準 の低 下を招 き、 さら

なる 利用 者の減 少を 引 き起こ すと いう 悪循環 に陥 ってい る現 状と

推察 しま す。そ れら の 現状を 鑑み 、今 後は、 持続 可能な 交通 体系

の構 築が 急務と 考え ま す。路 線バ ス、 だんだ んバ ス、ど んぐ りコ

ロコロに係る今後の方向性について伺います。

次に、米子市文化ホールについて伺います。

米子 市 文化 ホー ル につ いて は 、平成 ３ ０年 度当 初 予算に お いて、

音響 設備 等の修 繕を 措 置した が、 他の 修繕と の調 整を図 るこ とか

ら見 送っ た経緯 があ り ますが 、今 後の 修繕計 画に ついて 伺い ます。

市民 にお いて、 文化 ホ ールは 必要 なの でしょ うか という よう な声

も多 数聞 かれま すが 、 同ホー ルに つい て、今 後の 方向性 につ いて

伺います。

次に、中海に係る湖沼水質保全計画について伺います。

中海 に 係る 湖沼 水 質保 全計 画 につい て は、 流入 汚 濁負荷 の 一層

の削 減、 ２、自 然浄 化 機能の 回復 、３ 、モニ タリ ングの 充実 と科

学的 知見 に基づ く対 策 の検討 、４ 、親 しみや すく 快適と 感じ られ

る水 循環 を目指 した 指 標の設 定と 、施 策目標 を掲 げてお られ ます。

浅場造成の効果及び水質等の改善が図られたのか伺います。

次に、拉致問題について伺います。



拉致 問 題に つい て は、 私た ち にとっ て 悲し い出 来 事であ り 、今

後絶 対あ っては なら な い事案 と考 えま す。本 市に おいて も、 政府

認定 の拉 致被害 者、 松 本京子 さん をは じめ、 拉致 の可能 性を 排除

でき ない 失踪者 が２ 人 おられ 、救 済に ついて 、一 刻も早 く実 現さ

れる よう 、心か ら念 ず るもの であ りま す。松 本京 子さん たち がい

つで も早 く、い っと き でも早 く、 救済 、帰国 され るよう 、救 済活

動に 頑張 りたい と考 え ます。 市長 にお かれま して も、知 事及 び国

と連 携さ れ、こ の問 題 の早期 解決 に向 け尽力 願い たいと 考え ます。

次に、児童虐待防止について伺います。

２０ ０ ４年 に児 童 虐待 防止 法 が改正 さ れ、 同法 第 ２条に お いて、

１８ 歳に 満たな い者 を 児童と し、 保護 者が行 う以 下の行 為、 １、

身体 の暴 行、２ 、児 童 へのわ いせ つ行 為とわ いせ つ行為 をさ せる

こと 、３ 、心身 の正 常 な発達 を妨 げる 減食、 長時 間の放 置、 ４、

著し い暴 言、拒 絶的 対 応、著 しい 心理 的外傷 を与 える言 動を 行う

こと 等が 児童虐 待と 定 義され 、同 法第 ５条に おい て、学 校、 病院

等の 教職 員、医 師、 保 健師、 弁護 士等 は、児 童虐 待に関 して 早期

発見 に努 めなけ れば な らない とし てあ ります 。児 童虐待 の予 防及

び早 期発 見等は 国及 び 地方公 共団 体の 責務で あり ますが 、本 市に

おい て、 これら に関 す る施策 はど のよ うに講 じて おられ ます か伺

います。

次に、人権政策について伺います。

人権 問 題に つい て は、 同和 差 別問題 、 障が い者 差 別問題 、 ヘイ

トス ピー チ問題 等多 岐 にわた って おり ます。 その 問題対 応に つい

ては 、啓 発活動 、人 権 教育が 最重 要と 考えま す。 人権教 育の 推進

につ いて は、学 校、 家 庭、地 域社 会が 一丸と なり 取り組 む必 要が



あり ます 。本市 のこ れ らに対 する 施策 対応状 況に ついて 伺い ます。

また 、各 差別事 例を 仄 聞する が、 差別 のない 社会 に資す るキ ーワ

ードは何か、市長に伺っておきたいと思います。

次に、道の駅について伺います。

道の 駅 につ いて は 、県 内で １ ７か所 目 の道 の駅 が 整備中 で あり

ます 。米 子－境 港間 の 高速道 路が 計画 中であ り、 完成し た場 合本

市の 素通 り感が 否め な いと考 える とこ ろであ りま す。道 の駅 を整

備し 、観 光客の 誘導 、 農産物 の販 売促 進を図 るべ きであ りま す。

また 、道 の駅か ら市 内 観光、 例え ば米 子城跡 等を してい ただ く観

光ル ート の拡充 を図 る べきと 考え ます が、市 長の 見解を 伺い ます。

次に、上水道、下水道事業の統合について伺います。

昨今 は 、激 甚災 害 が発 生し て おり、 そ の防 災・ 減 災が提 唱 され

てい ると ころで あり ま す。さ きの 能登 半島地 震に おいて もラ イフ

ライ ンの 復旧が 急務 で ありま した 。常 時維持 管理 、災害 発生 対応

につ いて は、情 報の 共 有化が 最優 先さ れると ころ であり ます 。情

報の 共有 、職員 の意 識 改革、 イニ シャ ルコス ト、 ランニ ング コス

トの 軽減 、将来 ビジ ョ ンにお いて 、上 下水道 の事 務統合 を図 られ

るべ きで ありま す。 県 税、市 民税 の連 携、糀 町庁 舎での 県・ 市都

市整 備部 の連携 を実 施 される とこ ろで ありま す。 それら を教 訓と

して 、事 務統合 を図 ら れるべ きで あり ます。 市長 の見解 を伺 いま

す。

次に、能登半島地震に係る復旧状況について伺います。

本年 １ 月１ 日に 能 登半 島地 震 が発生 し まし たが 、 その被 害 は甚

大で 、多 くのラ イフ ラ インが 破壊 され ていま す。 いまだ に復 旧の

めど が立 ってい ませ ん 。特に 水道 の復 旧は困 難を 極め、 数年 の期



間が 必要 と言わ れて い るとこ ろで あり ます。 地震 に強い とさ れる

耐震 管の 適合率 は４ 1.２ ％ で す が 、 現 在 の 米 子 市 の 耐 震 適 合 率は

どうなっているのか伺います。

次に、弓浜地区の生活排水対策について伺います。

弓浜 地 区の 生活 排 水対 策は 、 下水道 整 備で なく 、 水洗化 を する

場合 は合 併処理 浄化 槽 に補助 を適 用し 、その 事務 を進め るこ とと

し、 現在 、その 進め 方 につい て地 元説 明会を 実施 してお りま す。

どの よう な説明 を行 い 、地元 住民 から このこ とに 対する どの よう

な意見等があったのか伺います。

次に、家庭ごみの戸別収集について伺います。

現在 、 米子 市の 家 庭ご みの 収 集は、 一 般的 に決 め られた 集 積場

所に 市民 が持っ てい く ことと なっ てい ます。 高齢 化が進 む現 在、

その 集積 場所に 持っ て いくこ とが 困難 な市民 も多 くなっ てい ます。

市は 戸別 収集も 行っ て います が、 その 基準と 、現 在の状 況に つい

て伺っておきます。

次 に、 新商都 米子 の まちづ くり ２０ ２３の 進捗 状況に つい て伺

います。

本市 は 古く から 交 通の 要衝 と 叫ばれ た 地の 利を 生 かし、 人 々が

進取 の精 神で物 事に 挑 戦し、 開放 的な 市民性 とと もに、 商都 米子

を築 いて まいり まし た 。新商 都米 子の まちづ くり ２０２ ３で は、

町な かと 郊外の 一体 的 な発展 を目 指し てとの 目標 を掲げ 、様 々な

施策 を展 開され てい ま す。が いな ロー ドの開 通や 、駅南 広場 の開

設な ど、 長年、 米子 市 民が待 ち望 んだ 事業が 完了 したと ころ であ

りま す。 歩いて 楽し い まちづ くり の第 一歩で あっ たと思 いま す。

そこ で、 米子駅 周辺 、 角盤町 周辺 、米 子港周 辺、 皆生温 泉周 辺そ



れぞれの歩いて楽しいまちづくりの進捗状況について伺います。

次 に、 コンパ クト ・ プラス ・ネ ット ワーク のま ちづく りに つい

て伺います。

米子 市 の中 心部 や 皆生 温泉 な ど、町 な かの にぎ わ いを創 出 して

いる が、 さらに 充実 し た交通 基盤 を活 用して 郊外 の住宅 地や 工業

団地 など を有機 的に 結 びつけ 、市 域全 体の一 体的 発展を 目指 すべ

きで あり ます。 一方 で 、将来 の人 口減 少、少 子高 齢化の 進展 など

社会 情勢 の変化 に呼 応 した都 市の リノ ベーシ ョン を図る 必要 があ

りま す。 都市機 能と 居 住の誘 導を 行う ことで 、コ ンパク ト・ プラ

ス・ ネッ トワー クの 視 点を踏 まえ たま ちづく りに ついて 進め られ

ているが、その進捗状況について伺います。

次に、公民館を拠点とした地域づくりについて伺います。

令和 ４ 年度 から 地 域振 興課 と 生涯学 習 課を 連携 さ せて事 業 に取

り組 み、 その効 果が 発 揮され るこ とを 期待さ れて いると ころ であ

りま す。 特に地 域づ く りに関 する 施策 として 、地 域防災 力の 向上、

フレ イル 対策、 子育 て 支援を 掲げ てい ますが 、ど ういっ た活 動が

実際 に行 われて いる か を発信 すべ きで ありま す。 見解を 伺い ます。

また 、そ れらの 活動 に 本市職 員の 積極 的な参 加が 望まれ ます が、

その 促進 のため に本 市 として 新た な取 組を実 施す べきで ある と考

えます。併せて見解を伺います。

次に、サイクルツーリズムについて伺います。

令和 ５ 年１ １月 に 開催 され た 米子市 、 米子 市議 会 、米子 日 吉津

商工 会の 三者に よる 行 政懇談 会に おい て、同 商工 会より 、サ イク

ルツ ーリ ズムの 醸成 を 目的と した サイ クルリ スト 聖地化 に関 する

事業 が提 唱され まし た 。サイ クル ツー リズム によ る国内 マー ケッ



トが 約 1,３ １ ５ 億 円 と 推 計 さ れ て お り ま す 。 １人 １回当 たり の消

費額 が約 ３万 7,０ ０ ０ 円 、 外 国 人 で あ れ ば 、 約 ６ 万 円と いう 背景

があ りま す。こ れら の 観光需 要を 取り 込むた め、 ハード 及び ソフ

ト面 にお いて本 市と し て積極 的に 取り 組むべ きと 考えま す。 見解

を伺います。

次 に、 ねんり んピ ッ クはば たけ 鳥取 ２０２ ４に ついて 伺い ます。

本年 １ ０月 １９ 日 から ２２ 日 におい て 、鳥 取県 で ねんり ん ピッ

クが 開催 予定と なっ て おりま す。 県内 １９市 町村 におい て２ ９種

目が 実施 され、 総勢 約 １万人 の選 手、 役員等 の参 加が見 込ま れて

いま す。 本市に おい て は７種 目の 実施 に加え 、健 康づく り教 室な

どが 開催 される とこ ろ であり ます 。本 市の取 組及 び準備 状況 につ

いて 伺い ます。 また 、 ねんり んピ ック を盛り 上げ 、地域 活性 化の

好機 の観 点から 、ね ん りんピ ック に参 加され る方 との交 流、 おも

てな しに ついて 計画 さ れてい るか 、さ らに、 観光 、宿泊 にど うつ

なげていくのか、見解を伺います。

次に、本通り商店街の在り方について伺います。

現在 、 老朽 化が 著 しか った 本 通り商 店 街の アー ケ ードの 完 全撤

去が 終了 し、本 通り 商 店街の 活性 化に 向けて の整 備が次 のス テー

ジへ と進 みつつ あり ま す。そ こで 、イ ンフラ 整備 、特に 今後 の下

水道 整備 、道路 の美 装 化につ いて 伺い ます。 また 、まち なか ウォ

ーカ ブル を推進 する 観 点から 、本 通り 商店街 の位 置づけ や役 割、

今後 の本 通り商 店街 の 在り方 につ いて 、どの よう な考え 方を お持

ちなのか伺います。

次 に、 令和１ ０年 度 開校予 定の 美保 中学校 区義 務教育 学校 の開

校について伺います。



新た に 開校 予定 の 義務 教育 学 校は、 児 童生 徒に と ってよ り よい

教育 環境 を実現 する も のでな けれ ばな りませ ん。 この観 点を 踏ま

えて 、本 年度は 開校 準 備委員 会が 設置 され、 開校 に向け ての 調査、

検討 が行 われる と仄 聞 します 。そ こで 、現在 の開 校委員 会で の審

査検 討状 況、ま た今 後 のスケ ジュ ール につい て伺 います 。ま た、

重要 課題 の一つ であ り ます通 学路 、通 学方法 の検 討状況 につ いて

も伺います。

次に、狭隘道路解消事業について伺います。

本市 に は現 在も 狭 隘道 路が 残 ってお り ます 。そ の 多くは 、 木造

住宅 密集 地域に 存在 す ること から 、防 災上の 観点 からも 早期 解消

が求 めら れてい ると こ ろであ りま す。 空き家 解消 、防災 ・減 災の

観点 から 、地域 活性 化 の有効 策と して も大胆 に解 消策を 進め るべ

きと考えます。当局の見解を伺います。

次に、働き方改革について伺います。

本市 に おい ても 少 子高 齢化 が 進行し 、 労働 力の 確 保が深 刻 な状

況に 、課 題にな ると 予 想され ます 。当 局はそ の問 題解決 のた め、

生産 性向 上を図 りつ つ 、働き やす い職 場をつ くっ ていか なけ れば

なりません。そこで、現在の本市における取組状況を伺います。

次に、米子市中小企業振興条例について伺います。

令和 ２ 年３ 月に 米 子市 中小 企 業振興 条 例は 、地 域 に根差 し た地

場産 業の 持続的 な発 展 を図り 、当 地の 中小企 業者 、小規 模企 業者

の経 営基 盤を強 化し 、 そのこ とを もっ て賃金 の上 昇を含 む市 民の

暮ら しを 向上さ せる と いう目 的を 地元 事業者 及び 市民と 共有 し、

施策 を総 合的に 推進 す るため に制 定さ れまし た。 そこで 、現 在ま

での本市の取組状況について伺います。



次に、中心市街地活性化について伺います。

中心 市 街地 活性 化 につ いて は 、以前 か ら多 様な 議 論、取 組 が行

われ てき ました 。行 政 のみな らず 、民 間事業 者に おいて も様 々な

取組 が行 われて いま す 。そこ で、 本市 が今後 予定 してい る主 な事

業について伺います。

次に、米子城跡の整備とマネタイズについて伺います。

国史 跡 であ りま す 米子 城跡 は 、米子 城 跡整 備基 本 計画に 基 づき

整備 の進 捗が図 られ て います が、 本市 の経済 に寄 与する マネ タイ

ズに つい ては、 いま だ 具体的 な計 画が 示され てい ません 。史 跡公

園整 備す れば人 が来 て くれる だろ うと いう期 待で はなく 、整 備ゾ

ーン への 入り込 み者 数 や１人 当た り消 費額の 目標 設定、 また バス

周遊 ツア ー、旅 行社 へ のセー ルス や国 内外へ の積 極的な 情報 発信

によ る来 訪客の 誘致 な どと並 行し て、 どこで 何を 買って もら うの

か、 観光 客の購 買意 欲 に応え る官 民一 体とな った 具体的 な取 組が

必要 と考 えます 。本 市 の見解 を伺 いま す。ま た、 絶景の 城を 標榜

する 米子 城は、 先日 発 表され た、 お城 ファン が実 際に訪 れた 日本

のお 城ラ ンキン グ２ ０ ２３に おい て１ １９位 であ り、ま だま だ知

名度 が低 く、伸 び代 が あるこ とか ら、 今後、 積極 的な広 報戦 略が

必要と考えますが、併せて見解を伺います。

次に、米子空港の増便化について伺います。

昨年 の ソウ ル便 の 再就 航後 、 平均９ ０ ％と いう 搭 乗率に 支 えら

れ、 さら なる増 便や デ イリー 化な どが 期待さ れて います 。一 方、

米子 －香 港便に つい て は、約 ６０ ％と いう厳 しい 状況が 続い てお

りま す。 今後の 本格 的 な再就 航に はま だ課題 が残 ってい る状 況が

あり ます 。また 、周 辺 では、 出雲 空港 のベト ナム 便誘致 や鳥 取空



港の 台湾 便誘致 など 、 現在の とこ ろ、 山陰唯 一の 国際定 期便 の就

航地 米子 空港と して は 、イン バウ ンド 、アウ トバ ウンド 需要 が広

く分 散さ れる懸 念が あ ること から 、ソ ウル便 の増 便はも ちろ ん、

上海 便の 再就航 化、 香 港便の 搭乗 率向 上、新 たな 路線開 設に 向け

た取 組な どが必 要に な ります 。鳥 取県 任せで はな く、立 地自 治体

とし て主 体的な 動き が 求めら れる と思 います 。本 市の見 解を 伺い

ます。

次に、子育て環境（産後ケア）について伺います。

本市 で は、 産後 ケ ア事 業と し て、デ イ サー ビス 、 デイケ ア 、シ

ョー トス テイに 取り 組 んでお りま す。 一方、 国で は予算 につ いて

増額 をし 、アウ トリ ー チ型も 推進 して おり、 県内 自治体 では 産後

ケア 事業 のアウ トリ ー チ型サ ービ スも 展開し てお り、そ の重 要度

と有 用性 がうか がえ ま す。本 市に おい ても従 来型 のサー ビス に加

え、 国や 民間と 連携 し 、アウ トリ ーチ 型の産 後ケ アサー ビス を実

施すべきと考えますが、所見を伺います。

次に、公有財産利活用について伺います。

本市 で は、 人口 減 少に 伴う 保 育所統 合 、義 務教 育 学校新 設 等に

よる 廃止 後の遊 休公 共 施設が 発生 する 見込み であ ります 。美 保地

区に おけ る学校 跡地 に ついて は、 サウ ンディ ング 型調査 を実 施さ

れて いる が、今 後の 遊 休公共 施設 等に ついて この ような 利活 用も

視野 に入 れ、地 域や 民 間事業 者の 活性 化や地 域コ ミュニ ティ の醸

成を図るべきと考えます。見解を伺います。

次に、米子駅南側開発について伺います。

令和 ５ 年度 米子 駅 南北 自由 通 路開通 に 伴い 、駅 南 の活性 化 に期

待が 高ま ってい ます 。 駅北広 場は もち ろんの こと 、今後 の米 子駅



周辺 利便 性向上 に伴 う 活性化 が期 待さ れます 。先 般、会 派で 視察

に伺 った 大分市 では 、 米子市 と同 じく 、駅の 南北 が長き にわ たり

分断 され た状態 が続 い たそう であ りま すが、 鋭意 努力さ れ、 ２０

年か けて 駅南側 の区 画 整理を はじ め、 駅周辺 の交 通の利 便性 を向

上さ せ、 現在は 駅前 の 民間投 資や 人口 増加、 地価 の上昇 等に よる

市税 収入 の増等 の側 面 的な効 果も 出て きてい ると 伺いま した 。今

後の 米子 駅周辺 につ い ては、 ウォ ーカ ブル推 進事 業に取 り組 んで

おら れま すが、 大分 市 のよう に市 民の 利便性 を大 きく向 上す るよ

うな 駅周 辺をド ラス チ ックに 再開 発す る事業 の準 備に入 るべ きと

考えます。市長の見解を伺います。

次に、地域コミュニティについて伺います。

米子 市 まち づく り ビジ ョン に おいて 、 公民 館を 拠 点とし た 地域

まち づく りの推 進を 目 標に掲 げて いま す。各 公民 館や地 域と 協働

し、 具体 策を練 って い る最中 と考 えま すが、 現在 までの 取組 及び

その 成果 につい て伺 い ます。 また 、人 的支援 、金 銭的支 援に つい

ての考え方も伺っておきたいと思います。

次に、平和教育について伺います。

戦後 ８ ０年 が間 近 とな り、 戦 時中の 実 情を 知る 人 が減少 し 、国

内で は、 当時の 様子 を 見聞き する 機会 が減り 、戦 争の爪 痕が 風化

する 中で 海外に 目を 向 けると 、今 でも 各地で 戦争 が起こ って おり

ます 。国 におい ては 、 来年度 より 平和 の語り 部事 業の支 援に つい

て予 算審 査中で ある と 伺って おり ます 。本市 にお ける平 和教 育の

現状 、ま た国や 県と 連 動した 事業 、戦 後８０ 周年 に向け ての 考え

方を伺っておきたいと思います。

次に、中学校部活地域移行について伺います。



中学 校 部活 地域 移 行に つい て は、文 部 科学 省よ り 通達が あ り、

議会 でも 度々話 題と な ってい ます が、 本市に おい ても段 階的 に取

り組 むべ く、国 の動 き が注視 され てい ます。 来年 度は改 革集 中期

間３ か年 の折り 返し と なりま す。 米子 市立及 び組 合立中 学校 にお

ける今後の展望について伺います。

次 に、 アフタ ーコ ロ ナにお ける 経済 ・観光 戦略 につい て伺 いま

す。

令和 ５ 年は 、新 型 コロ ナウ イ ルス感 染 症が ５類 感 染症へ 移 行し、

米子 市で も日常 を取 り 戻しつ つあ りま す。米 子市 議会で は、 コロ

ナ禍 にお いて複 数回 緊 急提言 を行 った ところ であ ります が、 アフ

ター コロ ナにお ける 地 域活性 化策 、観 光Ｖ字 回復 に対し 、本 年度

どの よう に取り 組ま れ たか、 また 令和 ６年度 にお いても 市と して

積極的に取り組むべきと思料します。見解を伺います。

次に、障がい者の生活環境について伺います。

障が い 者の 生活 環 境の 中で 、 福祉用 具 が不 足し て いると 声 が多

数あ りま す。障 がい 者 保険制 度で 購入 できる もの とでき ない もの

があ りま す。障 がい 者 がより 安全 で安 心した 生活 環境を 整え るた

めに は、 病状や 成長 に 応じた 福祉 用具 を利用 する 本人が 負荷 を感

じる こと なく整 えな け ればな りま せん 。こう した 現状を 本市 は把

握し つつ 、新た な施 策 を講じ るべ きで あると 考え ます。 見解 を伺

います。

次に、防災・減災について伺います。

１９ ９ ５年 、阪 神 ・淡 路大 震 災、２ ０ ００ 年、 鳥 取県西 部 地震、

２０ １１ 年、東 日本 大 震災、 ２０ ２４ 年元旦 、能 登半島 地震 、い

つど こで 天災が 起こ る か分か りま せん 。ライ フラ インが 復旧 した



中、 協力 し、助 け合 っ て生活 を送 って おられ る。 こうし た現 実を

直視 し、 改めて 本市 の 防災・ 減災 を強 化しな けれ ばいけ ない と考

えます。今後の本市の防災・減災についての考え方を伺います。

次に、浜橋の架け替え工事について伺います。

浜橋 の 架け 替え 工 事に つい て は、令 和 ４年 ７月 定 例会に お いて、

都市 整備 部長は 令和 ５ 年から 仮設 道路 の築造 工事 に着手 する 旨の

答弁 をさ れまし たが 、 関係住 民の 方々 から、 説明 が遅い 、い つに

なっ たら 道路工 事が 始 まるの 等の 声が 多数寄 せら れます 。第 一に、

住民 の不 安解消 が先 決 であり ます 。地 元住民 との 信頼関 係の 構築

を図 られ 、安全 的な 工 事につ いて 推進 すべき と考 えます 。見 解を

伺います。

次に、災害時のペットの避難所について伺います。

元旦 に 能登 半島 地 震が 発生 し たとこ ろ であ りま す が、石 川 県に

より ます と、今 回の 地 震で被 災し た人 たちの 中に は、避 難所 にペ

ット を連 れてい けず 、 自宅に とど まっ たり、 車中 泊を続 けた りす

るケ ース がある との こ とであ りま す。 被災さ れた 方々の スト レス

は計 り知 れず、 ペッ ト を避難 所に 入れ るのも 難し く、多 岐的 判断

が求 めら れると のこ と であり ます 。本 市は、 災害 時にペ ット と一

緒に 避難 所へ行 く際 は 、ペッ トは 屋外 、人は 屋内 が基本 の同 行避

難に なり ますが 、自 宅 にとど まっ たり 、逃げ 遅れ のゼロ を目 指す

には 、一 般の被 災者 と ペット を飼 って いる被 災者 、被災 家族 との

すみ 分け ができ るペ ッ ト同伴 専用 避難 所体制 の構 築を図 って いく

必要があります。見解を伺います。

次に、スケートボード環境について伺います。

東京 オ リン ピッ ク にお いて 正 式種目 に なっ たス ケ ートボ ー ドに



つい てで すが、 近年 、 日本人 選手 は、 世界大 会で も表彰 台を 独占

する など 、活躍 は顕 著 なとこ ろで あり ます。 全国 の多く の子 ども

たち がス ケート ボー ド で遊ぶ よう にな りまし た。 本市で は、 弓ヶ

浜公 園に スケー トボ ー ド施設 があ りま すが、 これ らスケ ート ボー

ドや ホイ ールス ポー ツ を始め よう とし ている 初心 者が練 習す る場

所が あり ません 。本 年 はパリ オリ ンピ ックも 開催 される とこ ろで

あり 、ス ケート ボー ド 人気は 高く 、ス ポーツ 振興 課に市 民か らス

ケー トボ ードに 関す る 要望が なさ れる と思料 しま す。新 体育 館を

含め、今後の本市のスケートボード環境について伺います。

次に、米子ハイツ体育館の有効活用について伺います。

米子 ハ イツ 体育 館 につ いて は 、老朽 化 が著 しく 、 体育館 の 機能

は果 たし ており ませ ん 。放置 して る感 が否め ない ところ であ りま

す。 昨今 は、激 甚災 害 の発生 が散 見さ れると ころ であり 、同 体育

館は 避難 場所と して 適 した場 所に 立地 してお り、 避難場 所と して

指定し、機能の充実を図るべきと考えます。見解を伺います。

次に、石州府工業団地について伺います。

石州 府 工業 団地 に つい ては 工 業用地 の 拡充 が図 ら れたと こ ろで

あり ます が、一 部の 残 地が見 受け られ るとこ ろで ありま す。 懸案

事項 であ る一部 の残 地 につい て、 早期 に売却 すべ きと考 えま す。

また 、一 部の残 地の 状 況及び 売却 方法 の方向 性に ついて どの よう

に取り組んでおられるか伺います。

次に、除雪対応について伺います。

１月 中 に大 雪警 報 が発 令さ れ ました が 、市 民か ら は除雪 に 来な

い旨 の相 談が寄 せら れ るとこ ろで あり ます。 雪に よりラ イフ ライ

ンで ある 道路が 寸断 さ れ、救 急車 、消 防車の 運行 の妨げ にな って



はな らな いこと が思 料 されま す。 除雪 対応の 在り 方につ いて 伺い

ます。

以上で壇上においての質問は終わります。

なお、質問席に着いて再質問をいたしたいと存じます。

ま た、 関連質 問に つ きまし て、 会派 同僚議 員が いたし ます ので、

よろしくお願いいたします。

○稲田議長 伊木市長。

○伊 木市 長（登 壇） 会派自 由創 政、 戸田議 員か らの代 表質 問に

対し まし て、私 が所 管 をして いる 部分 につき まし て答弁 をさ せて

いただきます。

最 初に 、施政 方針 に ついて のお 尋ね でござ いま す。コ ロナ 禍が

明け まし て、今 後ど の ような 施策 を講 じ、米 子市 の形を 整え てい

くの か、 またそ の施 政 方針の 骨格 につ いてで ござ います 。こ れま

で、 住ん で楽し いま ち 米子の 具現 化に 向けま して 、米子 市ま ちづ

くり ビジ ョンに 掲げ ま した７ つの 柱に 沿って 様々 な取組 を進 めて

きた とこ ろでご ざい ま す。ビ ジョ ン策 定後に コロ ナ禍が 発生 をい

たし まし て、政 策遂 行 が一部 停滞 をい たしま した が、コ ロナ 禍が

明け てか らは、 議員 御 指摘の がい なロ ードの 開通 など、 新た なま

ちづ くり のスタ ート を 切るこ とが でき たと思 いま す。ま ちづ くり

ビジ ョン につき まし て は、令 和６ 年度 が最終 年度 でござ いま すこ

とか ら、 歩いて 楽し い まちづ くり や子 ども・ 子育 て政策 の充 実、

フレ イル 対策な ど、 こ れまで の取 組の 成果が 少し でも実 感で きる

よう に施 策を講 じて ま いりま す。 施策 方針の 骨格 としま して は、

急速 に進 行する 少子 化 への対 応や 各地 で相次 ぎま した大 規模 な災

害へ の対 応、物 価上 昇 などに よる 地域 経済へ の影 響にし っか りと



向き 合い 、未来 を見 据 えなが ら地 域の 社会や 経済 を再構 築す るよ

うな施策を展開してまいります。

次 に、 中期財 政見 通 しにつ いて でご ざいま す。 まず、 歳入 につ

きま して は、令 和４ 年 度決算 にお ける 税収は 増加 してお りま すも

のの 、今 後の人 口減 少 を考慮 いた しま すと、 中長 期的に は大 きな

伸び は見 込めな い状 況 でござ いま す。 歳出に つき まして は、 高齢

化に よる 扶助費 が増 加 傾向に あり ます ほか、 この たびの 当初 予算

案に つき まして も計 上 してお りま す新 体育館 や市 民球場 をは じめ

とす る老 朽化施 設の 改 築や改 修、 ある いは義 務教 育学校 の整 備な

どと いっ た投資 的経 費 が高い 水準 で推 移する こと により まし て、

公債 費が 高止ま りす る など、 財政 需要 の大き な伸 びが見 込ま れる

状況 にご ざいま す。 こ れらの 財政 需要 に加え まし て、昨 今の 物価

高騰 対策 や激甚 化す る 災害対 応な ど、 突発的 に発 生する 財政 出動

に柔 軟に 対応す るた め に、国 や県 に必 要な財 源手 当を求 めて いく

一方 で、 財政調 整基 金 などの 機動 的な 活用も 念頭 に置き 、各 種施

策の 進捗 に影響 を及 ぼ すこと のな いよ う、持 続可 能な財 政運 営に

努めてまいります。

続 きま して、 予算 編 成の方 針に つい てでご ざい ますが 、議 員御

指摘 のと おり、 予算 編 成にお きま して は、ま ず、 市民の 安心 ・安

全を 念頭 に置い た施 策 が基本 であ りま して、 そこ に優先 的に 予算

を配 分す ること が重 要 である と考 えて おりま す。 例えば 、近 年の

災害 の激 甚化を 教訓 と いたし まし た防 災・減 災対 策や公 共施 設、

イン フラ の長寿 命化 な ど、将 来の 財政 運営へ の影 響が見 込ま れる

課題 は山 積して おり ま すが、 これ らの 実施に 当た りまし ては 、国

や県 の補 助メニ ュー を 活用し て進 捗を 図る一 方で 、それ でも なお



不足 して いる部 分に つ きまし ては 、積 極的に 要望 活動を 行う など、

さら なる 財源確 保に 努 めるこ とと して おりま す。 また、 歳出 につ

きま して は、事 務事 業 の選択 と集 中を 進め、 見直 すべき とこ ろは

徹底 的に 見直す こと に よりま して 、重 点施策 の一 層の進 捗と 財政

健全化との両立に努めてまいります。

次 に、 シティ プロ モ ーショ ンの 推進 とふる さと 納税の 推進 につ

いて でご ざいま すが 、 本市の 魅力 や地 域資源 を各 種ＳＮ Ｓや マス

コミ へ情 報提供 する な ど様々 な媒 体で 効果的 に発 信する こと で、

認知 度や 地元へ の愛 着 の向上 を図 って いると ころ でござ いま す。

また 、ふ るさと メー ル マガジ ンな どを 通じま して 、米子 の観 光や

就職 情報 、移住 定住 情 報や地 域の ニュ ース、 また ふるさ と納 税の

最新 情報 などを 定期 的 に発信 しま すこ とによ り、 米子へ の観 光来

訪や ふる さと納 税な ど の関係 性の 構築 につな げて おりま す。 こう

した 取組 により 、例 え ば、米 子城 跡に つきま して は市の 内外 から

の認 知度 が深ま り、 ま たふる さと 納税 につき まし ては本 年度 過去

最高 額を 記録す るな ど 、シテ ィプ ロモ ーショ ンの 効果は 着実 に現

れ始 めて いると 実感 し ており ます 。し たがい まし て、今 後も 様々

な手 法を 駆使い たし ま して、 市の 内外 への効 果的 な情報 発信 を行

い、 本市 の認知 度向 上 やふる さと 納税 の促進 など に取り 組ん でま

いります。

続 きま して、 自治 体 ＤＸの 進捗 状況 でござ いま す。本 市で は、

令和 ３年 度にデ ジタ ル トラン スフ ォー メーシ ョン 推進計 画を 策定

しま して 、住民 の利 便 性の向 上や 業務 効率化 など を図る こと を基

本方 針に 掲げ、 取組 を 進めて おり 、令 和６年 度で は、基 幹業 務シ

ステムの標準化に向けて本格的に取り組むこととしております。



ま た、 デジタ ル技 術 に対応 でき る人 材の育 成に ついて でご ざい

ます が、 令和３ 年度 か ら、管 理職 及び 実務担 当者 を対象 とし ます

研修 を毎 年実施 して お ります 。ま た、 本市職 員の 中から 任命 をし

まし たＤ Ｘ推進 員や Ｄ Ｘ推進 委員 サポ ーター が各 所属で の実 践を

通じてスキルアップに努めているところでございます。

さ らに 業務の 効率 化 と住民 サー ビス の向上 に向 けた対 応方 針に

つい てで ござい ます が 、自治 体Ｄ Ｘの 推進は 、業 務の効 率化 と併

せま して 市民の 利便 性 が向上 する よう に取り 組む ことが 必要 と考

えて おり ます。 また 、 その恩 恵を 全て の市民 の方 が享受 して いた

だけ るよ う、デ ジタ ル ディバ イド 対策 にもし っか りと取 り組 んで

いくことが必要と考えております。

続 きま して、 女性 の ヘルス ケア に係 る体制 の対 応状況 につ いて

でご ざい ます。 女性 の ヘルス ケア につ きまし ては 、単に 女性 のた

めの 視点 だけで はな く て、組 織全 体の パフォ ーマ ンスを 上げ てい

くと いう 観点か ら、 今 年度取 組を 始め たとこ ろで ござい ます 。具

体的 には 、職員 の現 状 や課題 を把 握す るため に座 談会を 実施 いた

しま した ほか、 女性 の 健康課 題の 知識 向上や 意識 啓発の ため の研

修会 を実 施をし たり 、 女性特 有の 健康 上の悩 みな どを相 談で きる

窓口 の設 置を行 いま し て、組 織全 体で サポー トで きる体 制づ くり

を進めているところでございます。

続 きま して、 ごみ 処 理シス テム につ いて、 家庭 系ごみ の収 集区

分の 一部 変更に つい て のお尋 ねで ござ います 。今 年の４ 月か ら、

ごみ 収集 体制の 効率 化 に向け まし て、 牛乳パ ック は古紙 類と して、

再利 用瓶 は缶・ 瓶類 と して収 集す るな ど、家 庭ご みの収 集区 分と

収集 方法 を一部 見直 す ことと して おり ます。 実施 に当た りま して



は、 市の ホーム ペー ジ やよな ごみ 通信 、また 広報 よなご ３月 号の

ほか 、令 和６年 度の ご み分別 収集 カレ ンダー に掲 載をす るな ど、

様々 な媒 体を活 用し た 広報の ほか 、自 治連合 会会 長会や 自治 会長

会で の説 明会の 開催 な どを行 って おり まして 、混 乱なく 確実 に実

施できるよう、引き続き丁寧な周知に努めてまいります。

ま た、 福祉制 度等 を 利用す る高 齢者 や障が い者 の方々 への ごみ

だし 支援 につい てで ご ざいま すが 、既 存の福 祉制 度の活 用を 基本

とし てお ります が、 現 況を踏 まえ まし て、既 存の ツール を改 善、

活用 いた します とと も に、介 護保 険や 障がい 福祉 サービ スの 活用

に向 けた 環境整 備を 行 うなど 、よ り多 角的な 支援 を図っ てい く考

えで ござ います 。具 体 的には 、福 祉保 健部局 と環 境部局 から 成る

庁内 組織 で検討 を行 い 、見や すい 簡易 版ごみ カレ ンダー の作 成や

ごみ 資源 分別ア プリ の 利用促 進、 介護 保険と 障が い福祉 サー ビス

の活 用に 向けた 時間 の 制約な く持 ち込 めるご み集 積所設 置の 実証

事業 など を進め てお り まして 、引 き続 き実情 に応 じた施 策の 検討

を進めてまいりたいと考えております。

ま た、 ４Ｒの 推進 に ついて の周 知・ 啓発に つい てでご ざい ます。

米子 市一 般廃棄 物処 理 基本計 画の 基本 方針に ４Ｒ を掲げ ます とと

もに 、ご み分別 収集 カ レンダ ーや 市の ホーム ペー ジ、ユ ーチ ュー

ブの 「よ なご環 境チ ャ ンネル 」、 ごみ 資源分 別ア プリ「 さん あ～

る」 を使 いまし て、 周 知・啓 発を 図っ ており ます ほか、 ふれ あい

説明 会の 実施な ども 行 ってお りま して 、引き 続き 様々な 媒体 や機

会を活用して、周知・啓発に努めてまいりたいと思います。

新 たな ごみ処 理施 設 の処理 フロ ーと の整合 性に ついて のお 尋ね

でご ざい ます。 鳥取 県 西部広 域行 政管 理組合 が令 和１４ 年度 の供



用開 始に 向けて 整備 を 進めて おり ます 新しい ごみ 処理施 設の 処理

フロ ーに つきま して は 、各構 成市 町村 で検討 を進 めてお りま して、

本市 とい たしま して も 新施設 の稼 働時 におき まし て、効 率的 かつ

持続 可能 な処理 体系 と なるよ う、 整合 性を図 って いく考 えで ござ

います。

続 きま して、 地球 温 暖化防 止対 策の 推進に つい てでご ざい ます。

本市 は、 令和３ 年２ 月 にゼロ カー ボン シティ を表 明いた しま して、

令和 ４年 ３月に 市民 と 業者、 行政 など の共同 で、 脱炭素 化を 推進

する 実行 計画で あり ま すゼロ カー ボン よなご アク ション プラ ンを

策定 をし 、国か ら選 定 を受け た脱 炭素 先行地 域と して各 種の 取組

を進 めて いると ころ で ござい ます 。脱 炭素チ ーム の設置 につ きま

して は、 副市長 をト ッ プとし まし て庁 議メン バー が構成 員と なり

ます 米子 市脱炭 素社 会 実現推 進委 員会 を設置 して おりま して 、本

市の 脱炭 素社会 実現 に 向けた ビジ ョン や具体 的な 施策を 一丸 とな

って進めているところでございます。

ま た、 環境保 全の 取 組の普 及啓 発に ついて でご ざいま す。 令和

３年 ２月 に第２ 次米 子 市環境 基本 計画 を策定 しま して、 米子 市の

環境 ３Ｓ （すき ・す て き・す ばら しい ）のＰ Ｒや イベン トな どで

の小 学生 向けリ ーフ レ ットの 配布 、ま た高校 生が 作成し まし た啓

発チ ラシ やポス ター 、 さらに は加 茂川 の環境 美化 、啓発 看板 の活

用に より ます若 者へ の 啓発活 動、 市内 の中学 校や 高校や 水鳥 公園

にお けま す環境 学習 な どを通 じま して 、環境 意識 の醸成 を図 って

いる とこ ろでご ざい ま す。ま た、 中海 ・宍道 湖一 斉清掃 やク リー

ンア ップ 弓ヶ浜 など 、 周辺自 治体 や地 域住民 、鳥 取大学 医学 部の

学生 、あ るいは 環境 美 化団体 など と連 携をし まし た清掃 ボラ ンテ



ィア 活動 など広 く市 民 の環境 意識 の向 上を図 って おりま す。 昨年

度か らは 、ユー チュ ー ブに環 境チ ャン ネルを 開設 いたし まし て、

動画 によ る啓発 も始 め ており まし て、 引き続 き、 環境意 識の 向上

に努めてまいりたいと考えております。

続 きま して、 市税 や 国民健 康保 険料 の徴収 事務 に係る 対応 につ

いて でご ざいま す。 適 正かつ 公平 な税 負担の 観点 から、 徹底 した

進行 管理 の下、 現年 度 分を中 心に 早期 の催告 や財 産調査 の早 期着

手な どを 行いな がら 、 適正な 滞納 整理 を進め てい くこと が重 要で

ある と考 えてお りま す 。また 、公 金収 納の徴 収困 難事案 の処 理体

制に つき まして は、 来 年度は 試行 期間 と位置 づけ まして 、債 権の

徴収 困難 案件を 数件 、 収納推 進課 に移 管した 上で 実務経 験を 重ね

るこ とと いたし まし て 、事務 の流 れや 事務量 など 、その 検証 を行

いながら、職員の育成に努めることとしております。

続 きま して、 妊娠 期 から学 齢期 まで の切れ 目の ない支 援体 制に

つい ての お尋ね でご ざ います が、 その 充実策 でご ざいま す。 本市

では 、平 成３０ 年度 に こども 総合 相談 窓口を 設置 いたし まし て、

さら に、 令和３ 年度 に は、教 育部 門と 福祉保 健部 門を一 体化 した

こど も総 本部を 創設 い たしま して 、妊 娠期か らの 早期支 援の 開始

や就 園、 就学に 向け て 切れ目 のな い支 援の充 実に 努めて まい りま

した 。そ れぞれ の成 長 段階が 変わ りま しても 支援 が途切 れる こと

のな いよ う、情 報を 正 しく引 き継 ぐ仕 組みを 整備 いたし ます とと

もに 、家 庭や学 校、 そ して地 域で 一層 力を合 わせ て、子 ども の成

長過程を一貫して支援をしてまいりたいと思います。

ま た、 こども 計画 の 策定に つい てで ござい ます が、子 ども に関

する 施策 を総合 的に 推 進いた しま すた め、国 のこ ども大 綱と 今年



度中 に策 定され ます 見 込みの 県の こど も計画 を勘 案しま して 、令

和６ 年度 中に本 市の こ ども計 画を 策定 する予 定で ござい ます 。こ

ども 計画 の策定 に当 た りまし ては 、特 に子ど もや 子育て の当 事者

を中 心と した市 民の 意 見を聞 いて 計画 に反映 させ てまい りた いと

思います。

続 きま して、 公立 の 保育所 の統 合・ 建て替 えに ついて でご ざい

ます 。公 立保育 所に つ きまし ては 、保 育需要 の動 向や多 様な 保育

ニー ズな ど現代 的な 保 育課題 への 対応 、施設 の耐 用年数 など の諸

条件 を勘 案しな がら 、 計画に 沿っ て順 次、統 合・ 建て替 えを 進め

てまいります。

続 きま して、 企業 誘 致を積 極的 に推 進すべ きと のお尋 ねで ござ

いま す。 御指摘 のと お り、地 域経 済の 活性化 や人 口減少 対策 など、

地方 の諸 課題の 解決 の ため、 企業 誘致 は欠か せな い施策 の一 つと

考え てお ります 。新 規 の誘致 に限 らず 、例え ば、 ニッポ ン高 度紙

工業 さん や源吉 兆庵 さ んなど 、進 出済 みの企 業の 事業拡 大に つき

まし ても 積極的 に支 援 を行っ てい ると ころで ござ います 。今 後も

引き 続き 、企業 誘致 や 進出企 業の さら なる事 業拡 大の支 援に 取り

組んでまいりたいと思います。

続 きま して、 商店 街 振興施 策の 推進 につい てで ござい ます が、

町な かを 市民や 観光 客 が楽し く歩 いて いただ く仕 掛けづ くり につ

いて でご ざいま す。 え る・も ーる につ きまし ては 、アー ケー ドの

リニ ュー アルが 終了 い たしま して 、令 和６年 度か ら路面 の美 装化

に着 手す る予定 でご ざ います 。ま た、 元町通 りに おきま して は、

パテ ィオ 広場に 屋根 や 電気設 備を 整備 いたし ます ほか、 駅前 通り

から 商店 街の入 り口 を 視認し やす くな るよう に、 茶町側 の路 面の



美装 化を 予定し てお り ます。 これ らに よりま して 、引き 続き 商店

街振 興組 合や地 元関 係 者と連 携を 図り つつ、 必要 な商業 環境 整備

をしながら、歩いて楽しいまちづくりを推進してまいります。

続 きま して、 ふる さ と納税 につ いて でござ いま すが、 寄附 者の

ニー ズに 合った 新た な ふるさ と納 税の 返礼品 の開 拓につ いて 、ま

たふ るさ と納税 の基 金 につい て、 米子 市政に 呼応 した活 用に つい

ての お尋 ねでご ざい ま す。今 後も 総務 省が示 され るふる さと 納税

に係 る指 定基準 に合 致 する返 礼品 を事 業者や 経済 団体な どと 連携

しな がら 積極的 に開 拓 し、米 子の 地場 産品を 全国 にＰＲ して まい

ります。

ふ るさ と納税 を積 み 立てて おり ます がいな よな ご応援 基金 の活

用方 法に つきま して は 、がい なよ なご 応援基 金条 例に５ つの 使い

道が 規定 されて おり ま して、 この 活用 方法に 沿っ た施策 の中 から

充当する施策を決定しているところでございます。

続 きま して、 米子 ア リーナ の整 備に ついて 、今 後の整 備ス ケジ

ュー ルに ついて のお 尋 ねでご ざい ます 。先般 、選 考委員 会に より

ます 審査 結果を 踏ま え まして 、優 先交 渉権者 を決 定した とこ ろで

あり まし て、今 議会 で 本契約 締結 の議 案を御 承認 いただ けれ ば、

４月 から 事業に 着手 を し、６ 月に は米 子市民 体育 館の解 体に 取り

かか り、 現時点 にお き まして は、 令和 ９年３ 月に 米子ア リー ナの

供用を開始する予定でございます。

米 子ア リーナ の周 辺 道路の 整備 方針 につい てで ござい ます が、

米子 アリ ーナの 整備 後 につき まし ては 、ＪＲ 米子 駅の南 側か らの

歩行 者が 増加す るこ と が想定 され ます ので、 現在 、市道 昭和 町大

谷町 １号 線から 市道 昭 和町東 福原 線を 通るル ート を主な ルー トと



しつ つ、 加茂川 放水 路 沿いを 通る ルー トなど につ いても 、歩 行者

が安 全に 通行で きる よ う整備 内容 を検 討して いる ところ でご ざい

ます。

続 きま して、 皆生 温 泉のま ちづ くり につい てで ござい ます が、

市民 意見 の反映 と今 後 の取組 スケ ジュ ールに つい てでご ざい ます。

皆生 温泉 エリア 経営 実 行委員 会に おき まして 、地 域住民 など の関

係者 の意 見やニ ーズ を 取り入 れる こと を目的 とし まして 、年 に数

回、 住民 参加の ワー ク ショッ プを 行っ ており まし て、多 様な 人々

の意 見を 聞きな がら ま ちづく りを 推進 してお りま す。今 後も 引き

続き 、地 域住民 や事 業 者の参 画を 進め るため のワ ークシ ョッ プや

まち 歩き の社会 実験 、 ぐるぐ るか いけ の開催 や、 空き不 動産 への

新規 出店 者の誘 致、 ま たＫＡ ＩＫ Ｅ ＰＲＥ ＳＳ による 情報 発信

など を行 い、観 光客 や 地域住 民に 訪れ てもら える まちづ くり を進

めたいと考えております。

続 きま して、 荒廃 農 地対策 につ いて の御質 問で ござい ます 。荒

廃農 地の 発生要 因の 検 証につ いて でご ざいま すが 、主な 要因 とし

まし ては 、農業 者の 高 齢化と 後継 者の 担い手 不足 がござ いま す。

その ほか の要因 とい た しまし ては 、農 作物の 価格 低迷や 資材 の高

騰な どに よりま して 、 農業経 営が 厳し くなっ てい ること が後 継者

不足 を招 き、ひ いて は 耕作放 棄に つな がって るこ となど が上 げら

れま す。 荒廃農 地の 発 生抑制 対策 の今 後の方 針で ござい ます が、

地域 計画 を策定 いた し まして 、１ ０年 後の農 業を どうい うふ うに

して いき たいか を地 域 で話し 合い なが ら、持 続可 能な農 業を 推進

してまいります。

続 きま して、 中海 ・ 錦海・ かわ まち づくり 計画 の進捗 状況 でご



ざい ます 。かわ まち エ リアの 整備 につ きまし ては 、令和 ４年 度に

県に よる 桟橋の 整備 が 終了い たし まし て、現 在、 国の親 水護 岸整

備が 実施 されて おり ま して、 本市 の施 工箇所 につ きまし ては 、用

地買 収が 完了し たと こ ろでご ざい ます 。国の 親水 護岸整 備の 完了

後に 、本 市の施 工を 開 始する こと とし ており ます ので、 令和 ６年

度末 の整 備完了 を予 定 してお りま した が、資 材入 荷の遅 れに より

ます 国の 工期変 更に 伴 いまし て本 市の 工事も 工期 延伸と なり 、完

成は 令和 ７年度 末に な る見込 みで あり まして 、引 き続き 、国 や県

と連携をし、取り組んでまいります。

続 きま して、 農業 者 の後継 者不 足対 策につ いて でござ いま す。

本市 の地 域計画 の策 定 につい ての お尋 ねでご ざい ます。 春日 、巌

地区 を皮 切りに 、各 実 行組合 や地 域の 核とな る認 定農業 者の 方や

ＪＡ 鳥取 西部、 農地 中 間管理 機構 及び 鳥取県 など の機関 が集 まり、

農家 の皆 さんが 主役 と なる地 域の 実情 に即し た計 画を策 定す るよ

うに取り組んでおります。

続 きま して、 米子 － 境港間 の高 規格 道路の 整備 促進の 今後 の対

応方 針に ついて でご ざ います 。今 年度 新たな 動き といた しま して

は、 令和 ５年８ 月に 中 海・宍 道湖 ８の 字ルー ト整 備推進 会議 が設

立を され まして 、ま た １１月 には 鳥取 県、島 根県 の両県 知事 がそ

ろっ て中 海・宍 道湖 ・ 大山圏 域市 長会 のメン バー と一緒 に、 斉藤

国土 交通 大臣に 直接 要 望活動 を行 うな ど、要 望活 動の一 層の 充実

を図 るこ とがで きま し た。今 後も 鳥取 県や境 港市 及び日 吉津 村の

ほか 、中 国横断 道岡 山 米子線 整備 促進 期成同 盟会 の構成 団体 や米

子－ 境港 間を結 ぶ高 規 格道路 建設 推進 議員連 盟、 また中 海・ 宍道

湖８ の字 ルート 整備 推 進会議 と連 携を いたし まし て、例 年東 京で



開催 して おりま す期 成 同盟会 の総 決起 大会や 要望 活動を 継続 して

行い、整備促進に取り組んでいきたいと考えております。

続 きま して、 空き 家 対策に つい てで ござい ます 。空き 家な どの

発生 予防 などの 取組 状 況につ いて でご ざいま す。 発生予 防に つき

まし ては 、空き 家相 談 会の実 施や 固定 資産税 納税 通知書 への チラ

シの 同封 などに より ま す所有 者へ の意 識啓発 に取 り組ん でる とこ

ろで ござ います 。ま た 、住宅 耐震 化を 促進す るた めの補 助制 度も

実施 をし ており ます 。 管理が 不十 分な 空き家 につ きまし ては 、所

有者 を特 定しま して 、 通知を 行う こと などで 適切 な管理 を促 進し

てお りま すほか 、管 理 が難し い方 につ きまし ては 、民間 の事 業者

を紹 介す る制度 を実 施 してお りま す。 また、 空き 家・空 き地 バン

クの 運営 や、空 き家 の リフォ ーム 補助 の実施 によ りまし て、 利活

用と流通促進に取り組んでおります。

ま た、 特定空 家等 の 対策の 方向 性に ついて でご ざいま すが 、特

定空 家に つきま して は 、本年 １月 末の 時点で ２９ 件認定 をし てお

りま して 、所有 者自 ら による 除却 を促 すため 、引 き続き 除却 費補

助制 度を 実施し ます と ともに 、長 期に わたっ て改 善され ない 特定

空家 につ きまし ては 、 行政代 執行 の検 討も進 めて まいり ます 。ま

た、 特定 空家の 増加 を 防ぐた めに 、管 理不全 空家 に対す る指 導を

行い、特定空家化を防いでまいります。

続 きま して、 日野 橋 の在り 方に つい てでご ざい ます。 日野 橋の

今後 の議 論につ いて で ござい ます が、 学識経 験者 や行政 関係 者、

地元 関係 者など から 成 ります 日野 橋の 在り方 検討 委員会 を設 置い

たし まし て、今 後の 在 り方に つい て議 論をし てい きたい と考 えて

おり ます 。また 、Ｐ Ｃ Ｂの除 去作 業の スケジ ュー ルでご ざい ます



が、 令和 ６年度 に調 査 、設計 業務 を行 いまし て、 令和７ 年か ら８

年度 でＰ ＣＢ除 去を 行 う修繕 工事 を実 施する 予定 として おり ます。

続 きま して、 下水 道 につい て、 内浜 処理場 や皆 生処理 場な どの

主要 施設 の更新 につ い てのお 尋ね でご ざいま す。 今後の 人口 減少

を踏 まえ まして 、下 水 道施設 につ きま しては 、一 層の効 率化 が必

要で あり 、機能 集約 や 規模縮 小を 伴う 施設の 最適 化を含 む再 構築

を行 うた めの下 水道 施 設全体 最適 計画 の今年 度末 までの 作成 に合

わせまして、多角的に検討を行ってまいります。

内 浜処 理場に つき ま しては 、隣 接い たしま す米 子浄化 場と の機

能集 約を 前提に いた し まして 、バ イオ マスエ ネル ギーの 回収 によ

る使 用電 力の低 減な ど 、施設 の効 率化 を図る 計画 に基づ き、 来年

度に 基本 設計に 着手 す る予定 でご ざい ます。 また 、皆生 処理 場に

つき まし ては、 脱炭 素 の視点 から 、省 エネル ギー 化設備 への 更新

を前 提と しまし て、 耐 震と耐 津波 の診 断調査 を実 施をし 、長 寿命

化を図ることとしております。

続 きま して、 下水 道 事業の 今後 の経 営方針 につ いてで ござ いま

す。 安心 ・安全 で快 適 な市民 生活 を支 えるの が下 水道事 業で ござ

いま すの で、必 要な 投 資と収 支の 均衡 の両立 を図 りなが ら、 持続

可能 な経 営を行 うこ と が重要 と考 えて おりま す。 令和４ 年度 決算

にお けま す負債 総額 の うち、 有利 子負 債とな る企 業債は 約４ １４

億円 であ りまし て、 令 和９年 度以 降は 国の概 成方 針に従 いま して、

新規 整備 量は縮 減す る 一方で 、老 朽化 した施 設の 改築や 更新 投資

が増 加い たしま すこ と から、 企業 債の 発行を 伴う 建設改 良費 の支

出は 引き 続き高 い水 準 で推移 する 見込 みでご ざい ます。 その 際に

は、 施設 の機能 集約 や 規模縮 小を 伴い ます施 設の 最適化 によ る建



設改 良費 の縮減 や国 や 県の財 源の 確保 、また 条件 の有利 な起 債の

発行 など により まし て 、財務 上の 負担 軽減を 図る ことと して おり

ます 。そ れとと もに 、 使用料 と税 によ る財政 負担 の在り 方に も留

意をして、収支均衡を図りつつ、持続可能な経営を目指します。

続 きま して、 淀江 の 地域資 源の 活用 につい ての お尋ね でご ざい

ます 。現 在、そ の一 環 といた しま して 、淀江 の四 季フォ トコ ンテ

スト や秋 麗ウォ ーク 、 壷瓶山 初日 の出 ウォー クな どイベ ント を実

施し てい るとこ ろで ご ざいま す。 また 、令和 ６年 度に淀 江振 興課

にお きま して、 「や り すぎ淀 江伝 説」 の続編 の発 行や東 大人 文・

淀江 プロ ジェク トへ の 支援を 行う など 、淀江 の歴 史が持 つ魅 力を

深掘 りす る事業 にも 着 手する こと とし ており ます 。広報 につ きま

して は、 淀江地 域の 公 民館だ より やフ ェイス ブッ クよど えパ ラダ

イス など も活用 して お りまし て、 地域 内への 周知 にも努 めて おり

ます 。ま た、最 近、 淀 江地域 では 、温 泉排水 を活 用して 育成 する

トラ フグ 事業が 注目 を 浴びて おり ます が、そ の情 報発信 と併 せて

さらなるにぎわいづくりにつながる広報に努めたいと思います。

次 に、 伯耆古 代の 丘 エリア のに ぎわ い創出 につ いてで ござ いま

す。 淀江 振興課 が主 体 となっ てお りま して、 各種 イベン ト開 催時

など には 、淀江 支所 内 の地域 生活 課や 地籍調 査課 にも協 力を 仰ぐ

など して 、支所 全体 で 連携を して 取り 組んで おり ます。 また 、淀

江の 地域 が潜在 的に 持 ってい る魅 力を 生かし た地 域づく りの 推進

を図 るた めに、 部局 横 断的に 連携 を図 るべく 、本 庁組織 とし て設

置さ れた のが淀 江振 興 本部で あり まし て、地 域の にぎわ いづ くり

に向 けて 文化振 興課 や 観光課 など とも 積極的 に連 携を行 い、 意識

の共有や機運の醸成に努めてまいります。



続 きま して、 伯備 新 幹線の 整備 促進 につい ての お尋ね でご ざい

ます 。ま ず、私 の意 気 込みに つい ての お尋ね でご ざいま すが 、現

在、 次期 整備計 画が 検 討され てお りま す重要 な時 期であ ると 認識

して おり まして 、伯 備 新幹線 整備 推進 会議に おい て、よ り効 果的

なア プロ ーチが ない か 検討を して いる ところ でご ざいま す。 少し

でも 前進 できる よう 、 しっか りと 取り 組んで まい りたい と思 いま

す。

今 後の 要望活 動に つ いてで ござ いま すが、 国へ の直接 の要 望を

行い ます ととも に、 地 域の機 運醸 成を 図って いく ことも 重要 でご

ざい ます ので、 先般 、 議員連 盟に よる 要望活 動を 実施さ れた と伺

って おり ますが 、議 連 の皆様 をは じめ 、様々 な団 体とも 連携 をし

なが ら、 地域全 体の 機 運が高 まっ てい くよう 取り 組んで まい りた

いと思います。

続 きま して、 道路 照 明灯の 整備 につ いての お尋 ねでご ざい ます。

これ まで も市有 街路 灯 の設置 や防 犯灯 の設置 を支 援して 進め てき

たと ころ でござ いま す が、地 域に おき まして は、 特に通 学路 など

にお きま して、 照明 の 設置を 強く 求め る声が あり ますこ とか ら、

この たび 、自治 連合 会 ととも に地 域の 中で点 検調 査を行 いま して、

必要 とさ れる箇 所に つ いて安 全を 確保 する観 点な どから 、具 体的

な対策について検討を始めることといたします。

続 きま して、 内陸 型 工業団 地に つい てでご ざい ます。 新た な工

業団 地整 備事務 につ い てでご ざい ます が、米 子イ ンター チェ ンジ

の隣 接地 に整備 しま し た米子 イン ター 周辺工 業用 地と米 子イ ンタ

ー西 産業 用地は 既に 売 却済み か、 また は売却 先が 決定を して おり

ます 。企 業誘致 や地 元 企業の 事業 拡大 のため 、産 業用地 の確 保は



必要 と考 えてお りま し て、現 在、 次期 産業用 地の 整備に つい て検

討を行っているところでございます。

続 きま して、 子ど も ・子育 て、 子ど もの貧 困対 策につ いて でご

ざい ます 。今後 の施 策 につい てで ござ います が、 現在、 米子 市子

ども 貧困 対策推 進計 画 を策定 をし 、子 どもの 貧困 に対す る支 援事

業を 総合 的に展 開し て いると ころ でご ざいま すが 、今後 、来 年度

に策 定予 定の米 子市 こ ども計 画に おい て、子 ども の貧困 対策 推進

計画 を含 めた子 ども に 関する 計画 を一 元的に 定め ること とし てお

りま して 、その 中で 子 育て支 援施 策の 充実を 図り 、展開 して いく

こととしております。

続 きま して、 米子 市 都市計 画マ スタ ープラ ンと その具 体策 につ

いて でご ざいま す。 ま ず、都 市計 画マ スター プラ ンにつ きま して

は、 基本 的な方 針を 示 すもの であ りま して、 おお むね２ ０年 後を

目標 年次 として おり ま すこと から 、あ る程度 具体 的な見 通し が立

って いる ものを 除き ま して、 やや 抽象 的な記 述が 中心と なっ てご

ざい ます 。土地 利用 の 規制誘 導の 方策 や都市 計画 道路の 整備 など

の個 別具 体な案 件に つ きまし ては 、必 要に応 じて 検討し てお りま

して 、特 に町な かと 郊 外の一 体的 な発 展に寄 与す る具体 的な 事業

につ きま しては 、新 商 都米子 のま ちづ くりの 中で お示し をし てい

るところでございます。

都 市計 画道路 の整 備 実施に つい ての お尋ね でご ざいま すが 、ま

ず、 早期 整備に つい て でござ いま す。 将来の 都市 像に応 じて 推進

する べき ものと 認識 し ており まし て、 鳥取県 と連 携をし て、 早期

整備に向けて努力をしたいと考えております。

ま た、 新たな 都市 計 画道路 の計 画立 案につ きま しては 、鳥 取県



が平 成２ ７年３ 月に 策 定しま した 都市 計画区 域マ スター プラ ンに

おけ る主 要な道 路の 配 置方針 にお いて 、米子 と境 港を結 ぶ主 要な

幹線 道路 と県道 東福 原 樋口線 から 日吉 津村を 経由 して国 道９ 号を

結ぶ 幹線 道路に つき ま して配 置を 検討 する構 想路 線と位 置づ けて

おり ます 。米子 市都 市 計画マ スタ ープ ランに おき まして もこ れら

の道 路の 配置な どに つ いて検 討す るこ ととし てお ります 。ま た、

その 他の 路線に つき ま しては 、交 通量 や施設 の立 地状況 など を踏

まえまして、必要に応じて検討をしてまいります。

ま た、 鳥取県 との 連 携調整 でご ざい ますが 、鳥 取県が 米子 市内

にお ける 交通網 の円 滑 化を検 討す る業 務を行 って おりま して 、本

市もその協議に参画するなど、適時連携を図っております。

続 きま して、 国土 強 靱化対 策に つい てでご ざい ますが 、国 土強

靱化 対策 におけ る本 市 の課題 や本 計画 の検証 、分 析につ いて でご

ざい ます 。まず 、イ ン フラの 老朽 化に つきま して は、長 寿命 化計

画に 基づ きまし て、 橋 梁補修 をは じめ とした 施設 の修繕 、改 築工

事を 順次 実施し てお り ます。 耐震 化工 事につ きま しても 現在 全て

の公 立保 育園や 小中 学 校で完 了し てお りまし て、 上下水 道の 重要

管渠 につ きまし ても 順 次行っ てい ると ころで ござ います 。各 事業

とも おお むね計 画に 沿 って進 捗し てい るとこ ろで ありま して 、今

後も 有利 な起債 や国 の 補助を 活用 しな がら予 算を 確保し 、計 画的

に対策を実施するように努力してまいります。

ま た、 議員御 指摘 の とおり 、急 速に 進む人 口減 少がも たら しま

す地 域コ ミュニ ティ の 衰退や 避難 行動 要支援 者の 増加な どの 現象

につ きま しては 、本 市 の課題 であ ると 認識し てお りまし て、 人口

減少 を食 い止め る施 策 はもち ろん のこ と、民 間事 業者や 地域 間の



連携 強化 、地域 活動 や 地域防 災力 向上 の促進 など ハード 面と 合わ

せてソフト面での一層の取組が必要と考えております。

続 きま して、 中海 架 橋にお ける 整備 促進に つい てでご ざい ます。

中海 架橋 の実現 に向 け ました 鳥取 県、 島根県 両県 知事に 対す る事

業促 進の 要望に つい て でござ いま すが 、中海 架橋 には、 渋滞 緩和

や物 流、 人流の 円滑 化 、産業 や観 光振 興など に効 果をも たら し、

災害 時の 避難路 や輸 送 路とし ての 機能 も期待 され ており まし て、

圏域 の発 展にと って 重 要な道 路ネ ット ワーク の一 部と認 識し てお

り、 これ を推進 する た めに中 海架 橋建 設連絡 協議 会を開 催し てい

ただ くよ う、安 来市 と の連携 の中 で引 き続き 両県 に要望 をし てま

いります。

続 きま して、 米子 グ ルメプ ラザ の利 活用に つい てのお 尋ね でご

ざい ます 。米子 グル メ プラザ を鉄 道資 料館と して 整備す るこ とに

つい ての 所見で ござ い ます。 現在 、グ ルメプ ラザ は、米 子市 開発

公社 の所 有によ る賃 貸 物件と して 運営 されて おり まして 、入 居者

がい らっ しゃる 現時 点 におき まし ては 、その 利活 用を検 討す るこ

とは 考え ており ませ ん が、今 後、 一定 規模の 空床 が発生 した 場合

です とか 、建物 の老 朽 化が進 んだ 場合 などに おき まして は、 その

後の 在り 方とし まし て 、鉄道 資料 館と しての 整備 も含め 、公 社と

その利活用策を考えることはあり得ることだと思っております。

続 きま して、 米子 市 公共交 通の ビジ ョンに つい て、バ ス路 線の

今後 の方 向性に つい て でござ いま す。 持続可 能な 交通体 系を 構築

する ため に、路 線バ ス につき まし ては 、より 効率 的な運 行と なり

ます よう 、地域 公共 交 通計画 に基 づき 、路線 再編 の作業 を進 めて

いる とこ ろでご ざい ま す。ま た、 だん だんバ スや どんぐ りコ ロコ



ロの コミ ュニテ ィバ ス につき まし ても 、必要 に応 じてル ート の見

直し を行 うなど 、利 便 性の向 上を 引き 続き図 って まいり たい と思

います。

続 きま して、 文化 ホ ールの 今後 の修 繕計画 と必 要性、 方向 性に

つい てで ござい ます 。 当面の 間は 老朽 化によ る不 具合の 発生 箇所

を修 繕し ながら 、最 大 限活用 して いき たいと 思い ます。 今後 につ

きま して は、駅 前周 辺 の一体 的な 整備 方針と も歩 調を合 わせ なが

ら、 文化 振興の 拠点 と して必 要と され る施設 機能 や規模 を検 討し

てまいります。

続 きま して、 中海 の 水質保 全計 画の うち、 浅場 造成の 効果 と水

質改 善に ついて のお 尋 ねでご ざい ます 。効果 の指 標とな る透 明度

につ きま しては 、米 子 湾の透 明度 は長 期的に は改 善傾向 にあ りま

して 、直 近の３ 年間 は 目標値 の２ メー トルを 達成 してい ると ころ

でご ざい ます。 特に 、 令和４ 年度 にお きまし ては 2.２ メ ー ト ル と

な っ て お り ま し て 、 観 測 以来 最も 高い 値を示 しま した。 また 、中

海全 体の 水質に つき ま しても 浅場 造成 と合わ せて 、各種 の水 質改

善施 策の 効果に より ま して、 長期 的に は改善 傾向 にござ いま す。

引き続き、水質の状況などに注視してまいりたいと思います。

続 きま して、 拉致 問 題の解 決に つい てのお 尋ね でござ いま す。

国へ の要 望活動 のほ か 、解決 に向 けた 機運を 高め るため に、 毎年

関係 機関 と連携 をし ま して、 国民 の集 いやパ ネル 展、街 頭啓 発な

どを 行っ ており ます 。 今後も 松本 京子 さんを はじ めとす る拉 致被

害者 の皆 様の全 員の 帰 国のた めに 、国 や県と 連携 を図り なが ら啓

発に 取り 組みま すと と もに、 あら ゆる 機会を 捉え て国へ 働き かけ

をしていく所存でございます。



続 きま して、 本市 に おける 児童 虐待 防止に 関す る施策 につ いて

のお 尋ね でござ いま す 。平成 １８ 年に 米子市 要保 護児童 対策 地域

協議 会を 設置い たし ま して、 学校 や保 育所、 病院 など地 域の 関係

機関 と連 携をし て、 虐 待を受 けて いる と思わ れる 子ども など 支援

の必 要な 子ども の早 期 発見と 迅速 かつ 適切な 支援 に取り 組ん でお

りま す。 本協議 会で は 、個別 のケ ース 支援だ けで なく、 毎年 各組

織の 代表 者によ りま す 情報交 換や 関係 機関の 職員 を対象 に研 修会

を開 催す るなど して 、 虐待の 予防 や早 期発見 、早 期支援 の重 要性

を共有しております。

続 きま して、 人権 教 育の推 進に つい てでご ざい ますが 、ま ず、

その 対応 状況に つい て でござ いま す。 米子市 人権 同和教 育研 究集

会な ど、 様々な 機会 を 捉えま して 、学 校や地 域社 会、Ｐ ＴＡ など

が連 携を し、人 権に 対 する共 通理 解を 深める ため に、人 権教 育や

啓発活動を継続的に行うよう努めております。

差 別の ない社 会に 資 するキ ーワ ード につい てで ござい ます が、

全て の人 々がお 互い の 人権を 尊重 し合 い、共 に生 きる共 生社 会が

キー ワー ドであ ると 考 えてお りま す。 地域社 会の 中で様 々な 立場

の人 たち が幸せ に暮 ら すため に人 権を 尊重し 合う 共生社 会の 実現

が重要であると考えております。

続 きま して、 道の 駅 の整備 につ いて のお尋 ねで ござい ます 。観

光な どで 訪れた 方が 本 市を素 通り しな いよう 、市 内観光 地へ の誘

導や 農産 物の販 売な ど は重要 な取 組と 考えて おり まして 、そ の手

段の 一つ として 道の 駅 も施策 の一 つで ありま すが 、現時 点で 道の

駅の 整備 は考え てお り ません 。今 後、 高規格 道路 が事業 化さ れる

際に は、 観光ル ート の 拡大な ど本 市全 体の振 興に つなが る施 策を



検討していきたいと考えております。

続 きま して、 上下 水 道事業 の統 合に ついて のお 尋ねで ござ いま

す。 この たびの 能登 半 島地震 にお きま しては 、上 水、下 水と もに

大き な被 害が生 じて お りまし て、 本市 におい ても このよ うな 事態

に備 えて 、上下 水道 部 局をよ り効 率的 で持続 可能 性の高 い組 織に

して いか なけれ ばな ら ないと 考え てお ります 。ま た、こ の４ 月か

らは 、国 土交通 省に 厚 生労働 省か ら水 道業務 の大 部分が 移管 され

まし て、 本省内 に上 下 水道審 議官 が置 かれる こと と伺っ てお りま

す。 これ により まし て 、国に おい ても 上下水 道一 体の組 織体 制が

整備 をさ れ、上 下水 道 の老朽 化対 策や 災害対 応な どの円 滑化 が一

層図 られ るもの と思 い ます。 これ らの 状況を 踏ま えまし て、 本市

にお きま しても 令和 ６ 年度中 に上 下水 道部局 の組 織体制 の統 合を

進めてまいりたいと思います。

続 きま して、 弓浜 地 区の生 活排 水対 策につ いて でござ いま す。

まず 、地 元説明 会の 内 容でご ざい ます 。夜見 、富 益、和 田、 大篠

津、 崎津 の弓浜 ５地 区 の住民 を対 象と いたし まし て、令 和５ 年１

１月 から １２月 にか け 、計８ 回説 明会 を行い まし た。主 な内 容と

しま して は、弓 浜地 区 の一部 につ きま して、 公共 下水道 事業 計画

区域 の縮 小に伴 いま し て、合 併処 理浄 化槽を 主体 とした 生活 排水

対策 へ移 行しま すこ と や、合 併処 理浄 化槽が 下水 道終末 処理 施設

と同 様に 水質浄 化能 力 が向上 して いる こと、 また 公共下 水道 使用

者と 合併 処理浄 化槽 使 用者の 費用 負担 の比較 や現 行の合 併処 理浄

化槽 設置 の補助 制度 な どに関 する 説明 を行い まし た。そ こで 出さ

れた 意見 といた しま し ては、 公共 下水 道使用 者と 合併処 理浄 化槽

使用 者と の公平 性に 関 するも ので すと か、新 築家 屋の浄 化槽 設置



費用 や宅 内配管 費用 な どへの 補助 など 合併処 理浄 化槽に 対す る補

助制 度の 拡充を 求め る 意見が 多く ござ いまし た。 引き続 き、 住民

から の意 見や要 望の 把 握に努 めま すと ともに 、合 併処理 浄化 槽を

主体 とし た生活 排水 対 策への 移行 に伴 う課題 など につき まし て、

その 解決 に向け た取 組 の検討 や実 施を 行って いく ことと して おり

ます。

続 きま して、 家庭 ご みの戸 別収 集に ついて のお 尋ねで ござ いま

す。 ごみ 集積場 所の 設 置基準 と現 在の 状況に つい てでご ざい ます

が、 平成 ２１年 に収 集 時間の 短縮 や収 集経費 の削 減、収 集作 業員

の負 担軽 減の観 点か ら 、ごみ 置場 ステ ーショ ン化 実行計 画を 策定

をい たし まして 、ご み 集積場 所の 設置 と維持 管理 は自治 会や 集合

住宅 の管 理者な どに 行 ってい ただ いて おりま す。 ごみ集 積場 所に

つき まし ては、 本市 の 集積場 所の 設置 及び管 理に 関する 取扱 基準

に基 づき まして 、衛 生 環境や 収集 作業 の安全 性確 保など 条件 を満

たす 場合 に設置 を認 め ており ます 。令 和２年 度末 の利用 世帯 数の

状 況 と し ま し て は 、 ご み 集 積 場 所 が 約 ６ 万 7,０ ０ ０ 世 帯 、 ９ 8.

６％で、戸別収集は約 1,０００世帯、 1.４％となっております。

続 き ま し て 、 新 商 都 米子の まち づく り２０ ２３ に掲げ る歩 いて

楽し いま ちづく りの 進 捗状況 につ いて でござ いま す。米 子駅 周辺

地区 にお きまし ては 、 駅南側 の市 道米 子駅目 久美 町線の 工事 を実

施中 であ りまし て、 来 年度完 成す る予 定でご ざい ます。 また 、目

久美 公園 の再整 備に 向 けて設 計中 であ りまし て、 来年度 は工 事を

予定 して おりま す。 角 盤町周 辺地 区に つきま して は、朝 日公 園や

市道 角盤 町通り 西線 、 市道冨 士見 町南 東倉吉 町線 の工事 を実 施し

てお りま す。ま た、 民 間事業 とし て、 える・ もー るのア ーケ ード



のリ ニュ ーアル や本 通 り商店 街の アー ケード の撤 去を実 施し てお

りま して 、来年 度は 道 路の美 装化 、下 水道整 備な どを予 定し てお

りま す。 米子港 周辺 地 区につ きま して は、か わま ち広場 整備 に伴

いま す用 地買収 が完 了 したと ころ でご ざいま して 、引き 続き 、国

や県 など と連携 をし て 、広場 の整 備を 進めて まい ります 。皆 生温

泉周 辺地 区につ きま し ては、 遊歩 道の 明かり の整 備を実 施中 でご

ざい まし て、そ ぞろ 歩 きした くな る風 情ある 夜間 景観の 形成 に取

り組 んで おりま して 、 来年度 は遊 歩道 の居心 地の よい滞 留空 間の

整備工事を開始する予定でございます。

続 きま して、 コン パ クト・ プラ ス・ ネット ワー クのま ちづ くり

の進 捗状 況につ いて で ござい ます が、 これに つき まして は、 公共

交通 ネッ トワー クの 構 築を一 体的 に進 めてい く必 要があ ると 考え

てお りま して、 その た め、米 子市 立地 適正化 計画 と地域 公共 交通

計画 に基 づきま して 、 これら の整 合を 取りな がら 、昨年 ３月 に策

定を し、 それぞ れの 計 画に基 づい て都 市機能 のさ らなる 充実 のた

め、 米子 アリー ナの 整 備やバ ス路 線の 再編な どの 取組を 進め てい

るところでございます。

続 きま して、 公民 館 を拠点 とし た地 域づく りに ついて のお 尋ね

でご ざい ます。 地域 づ くりの 活動 に関 する発 信に ついて でご ざい

ます が、 これま で公 民 館のホ ーム ペー ジや公 民館 報など で進 めて

きた とこ ろでご ざい ま すが、 今後 につ きまし ては 、具体 的な 活動

も含 めて 、既存 の広 報 を充実 いた しま すとと もに 、ＳＮ Ｓに よる

情報発信にも努めてまいりたいと思います。

市 の職 員の地 域活 動 への参 加促 進の 取組に つい てでご ざい ます

が、 地域 貢献活 動に 係 る休暇 制度 や市 の職員 が地 域活動 をサ ポー



トす る制 度を新 設い た します とと もに 、地域 活動 に関す る研 修な

どを 実施 をし、 市職 員 の地域 活動 参加 を促す よう な取組 を進 める

こととしております。

続 きま して、 サイ ク ルツー リズ ムに ついて のお 尋ねで ござ いま

す。 ハー ド面及 びソ フ ト面の 整備 につ いてで ござ います 。観 光誘

客を 図る 上でサ イク ル ツーリ ズム の推 進は必 要な ことで あり まし

て、 本市 では、 弓ヶ 浜 サイク リン グコ ースへ の案 内看板 など を設

置い たし ますと とも に 、鳥取 うみ なみ ロード のナ ショナ ルサ イク

ルル ート の指定 に向 け まして 鳥取 県と 連携を し、 矢羽根 や注 意喚

起の 路面 標識な ど順 次 整備し てお りま す。ま た、 米子日 吉津 商工

会と 連携 をしな がら 、 サイク リス ト聖 地化事 業と して、 ツア ーガ

イド の養 成やイ ンバ ウ ンドの 受入 れ対 応など を進 めてお りま して、

引き 続き 関係団 体と 連 携を図 りな がら 、サイ クリ ストに 楽し んで

いただく環境を整え、観光需要の取り込みを図ってまいります。

続 きま して、 ねん り んピッ クは ばた け鳥取 ２０ ２４に つい てで

ござ いま すが、 まず 、 本市の 取組 と準 備状況 につ いてで ござ いま

す。 本市 で開催 する ７ 種目に つき まし ては、 約 3,５ ０ ０ 名 の 選 手

の 参 加 が 見 込 ま れ て お り まし て、 大会 運営が 円滑 にでき るよ う、

競技団体や民間団体の協力を得ながら準備を進めております。

参 加者 との交 流や お もてな しの 計画 につい てで ござい ます が、

小学 生以 上を対 象と し まして 、ボ ラン ティア 約３ ００名 を募 集し

てお りま して、 会場 の 受付や 名産 品の 振る舞 いコ ーナー など 、選

手と 直接 関わる 業務 を 行う計 画と して おりま す。 また、 市内 の中

学校 や保 育園、 幼稚 園 に歓迎 装飾 の作 品を作 成し てもら うな ど、

多く の市 民の皆 様に 大 会に関 わっ てい ただき 、来 場され る選 手た



ちを歓迎したいと思います。

観 光、 宿泊に どの よ うにつ なげ るか につい ての お尋ね でご ざい

ます が、 宿泊に つき ま しては 、本 市を 含む県 西部 の競技 種目 の選

手や 関係 者の多 くが 米 子市内 に泊 まっ ていた だく ことに なり ます。

それ らの 方々に 圏域 の 温泉や 食事 、ま た名所 を訪 れてい ただ く取

組を 県と も協力 しな が ら行う こと で、 米子市 を含 みます この 圏域

によ い思 い出を つく っ ていた だけ たら と思っ てい るとこ ろで ござ

います。

続 きま して、 本通 り 商店街 の在 り方 につき まし て、ま ずは イン

フラ 整備 につい てで ご ざいま す。 ２月 中にア ーケ ードの 撤去 が完

了い たし まして 、令 和 ６年度 から は本 通りと その 周辺の 下水 道整

備を 順次 実施し てい く ことと なり ます 。下水 道整 備の完 了後 には

速やかに路面の美装化に係る工事を行う予定としております。

ま た、 本通り 商店 街 の位置 づけ や役 割、今 後の 在り方 につ いて

でご ざい ますが 、米 子 駅周辺 と角 盤町 周辺を つな ぐ重要 なエ リア

であ ると 考えて おり ま す。現 在、 整備 後の道 路イ メージ を含 めま

して 、今 後の本 通り 商 店街の 将来 像に ついて 、地 元商店 街関 係者

と話 合い を行っ てい る ところ でご ざい まして 、引 き続き 、商 店街

の新 たな ニーズ を把 握 をしな がら 、市 として でき る支援 を行 って

まいります。

続 きま して、 狭隘 道 路の早 期解 消に ついて でご ざいま す。 これ

は防 災・ 減災の 面だ け でなく 、空 き家 対策に も寄 与する と認 識を

して おり ます。 ただ し 、住宅 密集 地で の狭隘 道路 の拡幅 には 、用

地買 収や 家屋な どの 移 転補償 が伴 いま すため 、沿 線関係 者の 協力

が必 要不 可欠と なり ま す。今 後、 自治 会や地 域住 民に対 しま して、



道路 整備 要望や 狭隘 道 路拡幅 整備 事業 などの 制度 の再周 知を 行う

予定 とし ており まし て 、地域 のニ ーズ や状況 を把 握しつ つ、 狭隘

道路の解消に向け取組を進めてまいります。

続 きま して、 本市 の 働き方 改革 の取 組状況 につ いてで ござ いま

すが 、職 員の申 告に よ ります １日 の勤 務時間 の割 り振り の変 更や

在宅 勤務 の制度 を導 入 いたし まし て、 職員が 仕事 と家庭 の両 立を

図り なが ら、効 率的 に 業務を 行え るよ うな取 組を 行って おり ます

ほか 、人 事評価 を通 じ て人材 育成 を図 りなが ら、 評価を 昇任 や勤

勉手 当へ 活用す るこ と で、職 員が より 意欲的 に働 ける職 場と なる

よう取り組んでいるところでございます。

続 きま して、 米子 市 中小企 業振 興条 例の現 在ま で取組 状況 につ

いて でご ざいま す。 商 工団体 など の関 係機関 と連 携を図 りな がら、

企業 の生 産性向 上や 販 路拡大 につ なが る取組 のほ か、人 材育 成に

係る 取組 などへ 支援 を 行って きた とこ ろでご ざい ます。 引き 続き、

条例 に基 づきま して 、 市内中 小企 業者 等の状 況把 握や受 注機 会の

確保 に努 めるな ど、 中 小企業 者等 の事 業の持 続的 な発展 に向 けた

施策を推進してまいります。

続 きま して、 中心 市 街地で 今後 予定 をして おり ます事 業に つい

てで ござ います が、 ウ ォーカ ブル 推進 事業や 米子 城跡整 備事 業、

都市 機能 誘導区 域支 援 事業な どを 予定 してお りま す。商 店街 エリ

アに おき まして は、 元 町パテ ィオ 広場 の商業 環境 整備を 行い ます

ほか 、引 き続き 、よ な ご住ん で楽 しい まちづ くり ファン ドに より

ます 空き 店舗な どの 利 活用の 取組 を促 進して まい ります 。ま た、

これ らの 事業の 推進 に よりま して 民間 投資を 促し 、中心 市街 地の

活性化を図ってまいります。



続 きま して、 米子 城 跡の整 備と マネ タイズ につ いての お尋 ねで

ござ いま す。観 光客 の 購買意 欲に 応え る取組 及び 広報で ござ いま

すが 、米 子城跡 にお き まして は、 民間 事業者 によ るダイ ヤモ ンド

大山 観望 会のツ アー が 催行さ れま して 、和文 化体 験とい った 新た

な体 験コ ンテン ツも 造 成され たと ころ でござ いま す。宿 泊や 飲食、

体験 とい った観 光消 費 につな がっ てき ている と認 識をし てい ると

ころ でご ざいま す。 引 き続き 、関 係各 所と連 携を しまし て、 米子

城跡 周辺 を楽し める コ ンテン ツを 造成 し、観 光客 の滞在 時間 を延

長さ せ、 観光消 費の 拡 大につ なげ てい きたい と考 えてお りま す。

また 、米 子城跡 の情 報 発信に つき まし ては、 その 魅力や 価値 をＳ

ＮＳ やイ ベント など を 通じて 行っ てお りまし て、 今後も より 多く

の方 に訪 れてい ただ け るよう に、 効果 的な広 報に 取り組 んで まい

ります。

続 きま して、 米子 空 港の増 便化 につ いてで ござ います が、 国際

航空 路線 につい ての お 尋ねで ござ いま す。本 市に おきま して は、

韓国 や香 港、台 湾な ど のイン バウ ンド 観光客 を受 け入れ る環 境整

備や 、現 地に向 けた 情 報発信 に取 り組 んでお りま して、 引き 続き、

鳥取 県や 国際定 期便 利 用促進 協議 会な どと情 報共 有を図 りな がら、

路線の増便などに必要な取組をしてまいります。

続 きま して、 子育 て 環境に つい ての お尋ね でご ざいま す。 アウ

トリ ーチ 型の産 後ケ ア サービ スに つい てでご ざい ますが 、現 在、

子ど もが 生まれ た家 庭 につき まし ては 、乳児 全戸 家庭訪 問、 いわ

ゆる 赤ち ゃん訪 問の と きなど に保 護者 の様々 な不 安や悩 みを 聞い

て、 親子 の心身 の状 況 や養育 環境 など の把握 や助 言を行 い、 必要

に応 じて 、助産 師や 保 健師な どに より ます育 児相 談や助 言な どの



支援 を行 う養育 支援 訪 問事業 や、 家庭 支援を 行う 産後ヘ ルプ サー

ビス の事 業のア ウト リ ーチ型 支援 を行 ってお りま す。引 き続 き、

既存 の事 業を充 実さ せ ながら 、ニ ーズ の把握 に努 め、必 要に 応じ

て見直しを行ってまいります。

続 きま して、 遊休 公 共施設 等の 活用 につい ての お尋ね でご ざい

ます 。行 政目的 の廃 止 などに より まし て用途 を終 えた公 共施 設に

つき まし ては、 原則 と して、 普通 財産 にした 上で 売却処 分を して

いく こと となり ます 。 ただし 、一 律に 売却と いう ことで はな く、

地域 や民 間事業 者の 活 性化、 ある いは 地域コ ミュ ニティ の活 性化

を図 るた めに、 必要 に 応じて サウ ンデ ィング 型調 査の実 施や 地元

から の要 望もお 聞き し ながら 、よ り有 効な利 活用 につい ても 考え

てまいりたいと思います。

続 きま して、 米子 駅 周辺の 開発 につ いての お尋 ねでご ざい ます。

現在 、米 子駅の 北側 で 進めて おり ます 事業と しま しては 、駅 北広

場の 再整 備やだ んだ ん 広場の さら なる 利活用 の促 進、駅 前通 りの

活用 策や 周辺の 市道 や 公園の 再整 備の 検討な どが ござい ます 。米

子駅 の南 側につ きま し ては、 市道 米子 駅目久 美町 線や目 久美 公園

の再 整備 をして いる と ころで ござ いま して、 駅南 広場に 隣接 をし

ます ＪＲ 西日本 の所 有 地につ きま して は、利 活用 に向け 、本 年１

月か ら入 札の手 続を 始 めたと 伺っ てお ります 。駅 周辺の 再開 発に

つき まし ては、 周辺 の 住環境 との 調和 に留意 をし ながら 、ま た民

間事 業者 の開発 計画 な どを見 なが ら、 今後も 様々 な視点 から 検討

をしていきたいと考えております。

続 きま して、 平和 教 育につ いて のお 尋ねで ござ います が、 戦後

８０ 年へ 向けて の国 や 県と連 動し た事 業や考 え方 につい てで ござ



いま す。 令和７ 年に 戦 後８０ 年の 区切 りを迎 えま すが、 現時 点で

国や 県と 連動し た具 体 的な計 画は 立て ており ませ んが、 本市 とい

たし まし ては、 これ ま で実施 をし てき ました 市役 所本庁 舎で の原

爆パ ネル 展です とか 、 原爆が 投下 され た日と 終戦 の日に 行い ます

黙祷 など を実施 する こ とで、 戦争 の記 憶を風 化さ せるこ との ない

よう啓発を行っていきたいと考えております。

続 きま して、 アフ タ ーコロ ナに おけ る経済 観光 戦略に つい てで

ござ いま すが、 令和 ５ 年度の 取組 でご ざいま す。 経済活 性化 策と

いた しま しては 、キ ャ ッシュ レス で応 援！よ なご プレミ アム ポイ

ント 還元 事業を 実施 を いたし まし て、 物価高 騰下 におけ ます 事業

者支 援及 び生活 者支 援 に取り 組ん だと ころで ござ いまし て、 ２月

１５ 日か らは第 二弾 の キャン ペー ンを スター トし たとこ ろで ござ

いま す。 また、 市内 の 宿泊者 数の 回復 に向け まし て、皆 生温 泉や

米子 城跡 の県外 への 情 報発信 やＪ Ｒ西 日本と 連携 をしま した 宿泊

支援 キャ ンペー ンを 実 施いた しま すと ともに 、定 期航空 路が 再開

をし まし た韓国 のイ ン バウン ド対 策や サバし ゃぶ などの 食の 情報

発信 に努 め、誘 客を 図 ったと ころ でご ざいま す。 令和６ 年度 の取

組に つき まして は、 引 き続き 市内 の事 業者の 実態 把握に 努め ます

とと もに 、国・ 県の 施 策を踏 まえ なが ら、必 要な 施策を 迅速 に実

施し てま いりま す。 ま た、市 内の 宿泊 につな がる 情報発 信に 努め

ます とと もに、 国内 外 の観光 客の 受入 れ環境 の整 備や本 市の 観光

コンテンツの磨き上げを行ってまいります。

続 きま して、 障が い 者の福 祉用 具に 係る新 たな 施策の 実施 につ

いて でご ざいま すが 、 福祉用 具の 購入 費助成 につ きまし ては 、障

がい の程 度や状 況な ど に応じ て柔 軟に 対応し てい るとこ ろで ござ



いま すが 、本市 独自 の 負担軽 減策 につ きまし ては 、まず は関 係者

や他の市町村の状況の把握に努めてまいります。

続 きま して、 防災 ・ 減災の 取組 につ いてで ござ います が、 今後

の本 市の 防災・ 減災 に ついて でご ざい ます。 ハー ド面に おき まし

ては 、大 規模な 自然 災 害など も想 定い たしま して 、引き 続き イン

フラ の耐 震化や 長寿 命 化を進 めて いく 必要が ござ います 。ソ フト

面に おき まして は、 昨 年度に 作成 をい たしま した よなご 避難 ノー

トを はじ め、様 々な 資 料など を活 用し ながら 、引 き続き 防災 知識

の普 及や 啓発に 取り 組 み、逃 げ遅 れゼ ロを目 指し て地域 防災 力の

向上 を図 ってま いり ま す。ま た、 民間 企業な どと の災害 時の 協定

の締 結や 各種訓 練の 実 施など を通 じま して、 一層 の防災 ・減 災対

策に努めてまいります。

続 きま して、 浜橋 の 架け替 え工 事に ついて でご ざいま す。 今年

度は 、仮 設道の 整備 に 係りま す建 物補 償を進 めな がら、 工事 の発

注を 行い ました 。地 元 自治会 へは 、令 和５年 １０ 月に事 業説 明会

を行 った ところ でご ざ います 。今 後、 工事工 程な どを適 宜説 明を

いた しま して、 地元 の 皆様と の信 頼関 係を構 築し ながら 、安 全な

工事の施工に努めてまいりたいと考えております。

続 きま して、 災害 時 のペッ ト避 難に ついて 、同 伴専用 避難 所が

必要 では ないか との お 尋ねで ござ いま す。本 市の 避難所 にお きま

して は、 災害の 種類 や 規模に 応じ て限 られた 資源 を有効 に活 用で

きる よう 、開設 する 避 難所を 決定 して おりま して 、現状 にお きま

して は、 ペット 同伴 専 用の避 難所 を固 定的に 設置 するこ とは 困難

であ ると 考えて おり ま す。現 在、 全て の避難 所で ペット の同 行避

難を 可能 として おり ま して、 引き 続き 、避難 所の 状況に 応じ て可



能な限り対応してまいりたいと思います。

続 きま して、 今後 の 本市の スケ ート ボード の環 境につ いて でご

ざい ます 。米子 アリ ー ナ整備 事業 にお きまし て、 優先交 渉権 者か

ら、 駐車 場スペ ース を 活用し たス ケー トボー ドイ ベント の開 催に

つい て提 案を受 けて お ります 。ま た、 運用面 での 工夫に より まし

て、 東山 公園内 でス ケ ートボ ード がで きない か、 今後、 事業 者と

協議をしていきたいと思います。

続 きま して、 米子 ハ イツ体 育館 の有 効活用 につ いての お尋 ねで

ござ いま す。現 在、 普 通財産 とし て管 理して おり ますが 、従 来か

ら指 定避 難所と して お りまし て、 地元 の防災 会と 意見交 換を 行い

なが ら、 避難所 とし て の機能 維持 に努 めてお りま す。今 年度 は、

自主 避難 所とし て開 設 もして おり まし て、引 き続 き、避 難所 とし

て活用をしてまいりたいと思います。

続 きま して、 石州 府 工業団 地の 残地 の状況 につ いてで ござ いま

す。 現在 ２区画 ござ い まして 、１ 筆で 約 1,８ ０ ０ 平 方 メ ー ト ル の

画 地 と ３ 筆 で 約 5,４ ０ ０ 平 方 メ ー ト ル の 画 地 が ご ざ い ま す。 売却

につ いて の取組 でご ざ います が、 企業 側の希 望面 積と合 致し た場

合に は、 漏れな く提 案 をして おり まし て、今 年度 は３社 、現 地で

の案 内を 行った とこ ろ でござ いま す。 また、 市の ホーム ペー ジに

おき まし て、未 利用 市 有地と して 公表 しまし て、 処分ま たは 貸付

けに よる 利活用 を図 っ ており ます 。な お、今 後に つきま して は、

引き続き産業用地として売却を目指していきたいと思います。

続 きま して、 除雪 対 応の在 り方 につ いての お尋 ねでご ざい ます。

限ら れた 除雪体 制と 予 算の中 で、 あら かじめ 優先 度合い など を勘

案し て定 めた除 雪計 画 により まし て、 除雪対 象路 線で一 定の 積雪



深を 超え ると予 測さ れ た場合 には 除雪 出動し 、順 次作業 を行 うよ

うに して おりま す。 ま た、天 気予 報や 警報予 想な どによ りま して、

一定 以上 の積雪 深が 見 込まれ ると きに は、あ らか じめ除 雪事 業者

に出 動準 備の要 請を 行 ってお りま す。 同じ事 業者 であり まし ても、

場所 によ り雪の 積も り 方が異 なり ます ため、 積雪 の多い 地区 では

早め に出 動を指 示す る など、 柔軟 な対 応を強 化し てまい りた いと

思います。

私からの答弁は以上とさせていただきます。

○稲田議長 暫時休憩いたします。

午前１１時５６分 休憩

午後 １時００分 再開

○稲 田議 長 休 憩前 に 引き続 き会 議を 開き、 市政 一般に 対す る質

問を続行いたします。

ここで市長が発言を求められているので許可いたします。

伊木市長。

○伊 木市 長 す みま せ ん、私 の答 弁の 中で、 地域 コミュ ニテ ィに

つい ての 答弁に つい て 不足し た部 分が ござい まし たので 、こ こで

補わさせていただきます。

公 民館 を拠点 とし ま した地 域ま ちづ くりの 推進 につい て、 現在

まで の取 組と成 果に つ いてで ござ いま す。地 域振 興課に 地域 活動

支援 員６ 名を配 置い た しまし て、 公民 館を拠 点と した重 点施 策で

ござ いま すが、 地域 防 災、フ レイ ル予 防、子 育て 支援、 これ を掲

げま して 各種の 取組 を 実施し てい ると ころで ござ います 。ま た、

人的 支援 、ある いは 金 銭的支 援に つい ての考 え方 でござ いま すが、

地域 福祉 や地域 共生 社 会の構 築に 向け た支援 の取 組と連 携を いた



しま して 、公民 館を 拠 点とし た自 治会 や地域 コミ ュニテ ィの 活動

への 支援 をさら に充 実 してい く考 えで ござい まし て、今 後も 各地

域の 実情 に応じ た支 援 に取り 組ん でま いりま す。 以上で ござ いま

す。

○稲田議長 浦林教育長。

○浦 林教 育長（ 登壇 ） 自由 創政 、戸 田議員 の代 表質問 にお 答え

を申し上げます。

ま ず、 不登校 対応 の 成果と 今後 の対 応方針 につ いての お尋 ねで

ござ いま す。不 登校 の 対応に つき まし ては、 新た な不登 校を 生じ

させ ない 体制づ くり と 、不登 校児 童生 徒への 支援 の充実 を図 って

きた とこ ろでご ざい ま す。成 果と しま しては 、ス クール ソー シャ

ルワ ーカ ーの配 置を 拡 充した こと で、 学校に おけ るアセ スメ ント

が充 実し 、こど も相 談 課や関 係機 関と の連携 がス ムーズ にな り、

例え ば、 長期間 、家 で 過ごし てい た子 どもが 教育 支援セ ンタ ーぷ

らっ とホ ームや 学校 に 通うよ うに なる など、 状況 が改善 する ケー

スが ござ いまし た。 ま た、ぷ らっ とホ ームに 加え まして 、校 内サ

ポー ト教 室を拡 充し た ことで 、多 様な 学びの 機会 が充実 し、 前向

きな 変容 が見ら れる 子 どもが 増え てき ており ます 。しか しな がら、

不登 校児 童生徒 数は 増 加傾向 にご ざい まして 、対 応のよ り一 層の

充実は喫緊の課題というふうに認識をしております。

今 後に つきま して は 、スク ール ソー シャル ワー カーへ の相 談数

が増 加し ている こと や 、校内 サポ ート 教室や ぷら っとホ ーム が居

場所 とな り、次 のス テ ップに 進む 子ど もが想 定以 上に見 られ るこ

とか ら、 引き続 き、 現 在の状 況も 検証 しなが ら、 必要な 人員 の配

置や 効果 的な運 用に 努 めてい きた いと いうふ うに 考えて おり ます。



また 、子 どもを 取り 巻 く環境 は多 様化 、複雑 化し てきて おり まし

て、 これ まで以 上に 就 学前や 家庭 支援 との連 携が より重 要で ある

と考 えて おりま す。 こ うした こと から 、今後 も教 育委員 会と こど

も総 本部 が一体 とな っ て迅速 かつ 質の 高い支 援と なるよ う努 めて

いきたいと考えております。

次 に、 学校施 設の 改 修等に つい ての お尋ね でご ざいま す。 学校

トイ レの 洋式化 につ き まして は、 今後 整備を 加速 しまし て年 次的

に改 修を 行いま すと と もに、 バリ アフ リート イレ を設置 する など、

施設 のバ リアフ リー 化 につい ても 推進 してい きた いと考 えて おり

ます 。外 壁の補 修や 屋 上防水 改修 につ きまし ては 、緊急 性の 高い

箇所 を中 心に適 宜適 切 に対応 して いき たいと 考え ており ます 。体

育館 への エアコ ン整 備 につき まし ては 、これ らを 含めた 教育 施設

全体 の中 での優 先度 を 総合的 に勘 案し ながら 事業 化の可 否に つい

て判断してまいりたい、このように考えております。

次 に、 学校に おけ る 人権教 育に つき まして は、 知識だ けに とど

まら ず、 学習の 中で ふ だんの 生活 を振 り返り 、自 他を見 詰め 、主

体的 に判 断して より よ く行動 でき るこ とを目 指し 取組を 進め てい

ると ころ でござ いま す 。議員 御指 摘の とおり 、人 権教育 の推 進に

当た りま しては 、学 校 だけで なく 、家 庭や地 域と 一体と なっ て取

り組む必要があるというふうに考えております。

学 校と 家庭の 連携 で 申し上 げま すと 、例え ば人 権教育 参観 日等

で授 業を 公開し 、学 習 内容に つい て家 庭でも 話題 にして いた だき、

人権 教育 の理解 、啓 発 を図る 取組 を行 ってお りま す。ま た、 中学

校区 単位 で、輪 番制 に しなが ら、 毎年 開催し てお ります 米子 市中

学校 区人 権教育 研究 発 表会で は、 就学 前の部 会、 学校教 育部 会、



ＰＴ Ａ部 会に分 かれ ま して、 人権 教育 推進に 関す る実践 を共 有し

ております。

学 校と 地域の 連携 で 申し上 げま すと 、例え ば人 権標語 など を公

民館 祭に 掲載し てい た だいた り、 ある いは学 校に よって はで すけ

れど も、 人権学 習で 学 んだこ とや 気づ いたこ とを 地域の 方々 に発

表し たり しなが ら人 権 教育の 啓発 を行 ってい ると ころで ござ いま

す。

次 に、 美保中 学校 区 の開校 準備 委員 会の検 討状 況と今 後の スケ

ジュ ール につい てで ご ざいま すが 、今 年度は 、開 校準備 委員 会を

これ まで ５回開 催し て おりま す。 主に 基本構 想に ついて 協議 して

いた だき 、事務 局案 に ついて おお むね 同意を いた だいた とこ ろで

ござ いま す。今 後の ス ケジュ ール につ きまし ては 、来年 度以 降、

校名 や具 体的な 学校 運 営に関 わる こと などに つい て調査 ・検 討し

ていただく予定としております。

通 学路 や通学 方法 の 検討状 況に つき まして は、 施設の 配置 計画

案を 作成 する過 程で 、 学校へ の進 入路 、ある いは 周辺道 路環 境等

につ いて 、地域 や保 護 者の方 々か ら御 意見を いた だいた り、 関係

課と 検討 したり して い るとこ ろで ござ います 。通 学方法 につ きま

して は、 徒歩、 自転 車 、そし てバ スの 活用を 組み 合わせ る方 針で、

こち らに つきま して も 関係課 と検 討を 進めて いる ところ でご ざい

ます。

次 に、 平和教 育に つ いてで すが 、現 在、小 中学 校とも 社会 科の

学習 の時 間にお きま し て日本 国憲 法の 平和主 義の 理念を 学び 、そ

の上 で、 我が国 が国 際 社会と 協力 して 世界平 和の 実現に 向け て力

を尽 くす 必要が ある と いうこ とを 学習 をして おり ます。 市内 の小



学校 ６年 生は修 学旅 行 で広島 を訪 れて おりま して 、原爆 資料 館を

見学 する だけで はな く 、平和 公園 内で のフィ ール ドワー クを 行っ

たり 、語 り部さ んの 話 を聞い たり して いる学 校も ござい ます 。実

際に 現地 を訪れ 、戦 争 に関す る様 々な 資料を 見た り、戦 争を 体験

され た方 の話を 聞い た りする こと で戦 争の悲 惨さ と平和 の尊 さを

肌で 感じ 、二度 と戦 争 を起こ して はい けない とい う平和 への 思い

を強くしているところでございます。

ま た、 地元で 起こ っ た大山 口列 車空 襲につ いて も学び 、実 際に

慰霊 碑を 訪れた り、 地 元の語 り部 さん から戦 争の 体験を 聞い たり

して いる ところ もご ざ います 。そ れぞ れの学 校で 自分事 とし て考

えら れる よう工 夫し な がら平 和学 習を 進めて いる ところ でご ざい

ます。

最 後に 、中学 校の 部 活動の 地域 移行 の今後 の展 望につ いて でご

ざい ます 。令和 ４年 １ ２月の 国の ガイ ドライ ンに おきま して 、当

初の 目標 であり まし た 地域移 行の みな らず、 地域 連携も 含め た部

活動改革案が改めて示されました。

本 市と しまし ては 、 国の変 更点 を踏 まえ、 これ までに 米子 市版

部活 動の 在り方 協議 会 を計６ 回開 催を してお りま す。そ こで は、

保護 者、 生徒を 対象 と したア ンケ ート や各競 技団 体や中 学校 体育

連盟 との 間の意 見交 換 などで 出た 意見 等を題 材に 協議を 行い まし

て、本市の方向性について考えてきたところでございます。

現 行の 学習指 導要 領 におき まし ては 、部活 動は 教育課 程外 では

ある もの の、学 校教 育 の一環 であ ると 示され てお ります 。こ うし

たこ とか ら、次 期改 訂 で今後 の部 活動 につい ての 方針が 明示 され

るま での 間は学 校の 部 活動に 積極 的に 部活動 指導 員を配 置し まし



て、 地域 連携を 図り た いと考 えて おり ます。 また 、競技 団体 の理

解を 得な がら、 実施 可 能な競 技か ら地 域移行 に向 けての 準備 を、

モデル事業も活用しながら、進めていきたいと考えております。

ま た、 令和６ 年度 に つきま して は、 まずは 教員 以外の 人材 の確

保が 重大 な課題 の一 つ という こと から 、本年 ２月 に立ち 上げ まし

た人 材バ ンクを 活用 し ながら 部活 動指 導員を 増員 し、複 数の 学校

が合 同で 練習し たり 、 大会参 加し たり できる 環境 を整え なが ら、

部活 動の 地域移 行に 向 けた体 制づ くり を進め てい きたい とい うふ

うに考えております。以上でございます。

○稲田議長 朝妻水道局長。

○朝 妻水 道局長 （登 壇 ） 自 由創 政、 戸田議 員の 代表質 問に お答

えを申し上げます。

ま ず、 水道事 業の 広 域連携 にお ける 今後の 方向 性につ いて のお

尋ね でご ざいま す。 現 在、鳥 取県 西部 域にお きま しては 、各 市町

相互 にメ リット のあ る 案件か ら順 次連 携に着 手し ており 、現 時点

では 、米 子市水 道局 の 保有す る技 術力 や施設 能力 を生か した 水質

検査 の広 域受託 、水 道 技術に 関す る合 同研修 等に 取り組 んで いる

ところです。

今 後の 広域連 携の 方 向とし まし ては 、災害 時に 備えた 資材 及び

災害 用備 品の保 有情 報 の共有 、共 用化 やさら に高 度な合 同防 災訓

練等 によ る災害 対応 能 力の強 化、 各種 業務シ ステ ム等の 共同 開発

によ る経 費削減 、そ の ほか相 互協 力の 中で経 営基 盤の強 化と 人材

育成 、技 術継承 など 、 課題の 共有 とそ の解決 に向 けた取 組を 行う

こととしております。

次 に、 今後の 水道 施 設更新 の方 向性 につい てで ござい ます 。近



年頻 発す る激甚 災害 に 備え、 水道 施設 の耐震 化や 更新な ど計 画的

に実 施し 、安心 ・安 全 な水道 水を 安定 的に供 給し 続ける こと が水

道事 業者 に課せ られ た 責務で すが 、水 道施設 の更 新等に は多 額の

費用 を要 するた め、 将 来の水 需要 を踏 まえ、 適正 口径を 考慮 した

管路 のダ ウンサ イジ ン グなど 、経 費節 減、経 営安 定化の 視点 から

施設 更新 を推進 する 必 要がご ざい ます 。管路 施設 のダウ ンサ イジ

ング につ きまし ては 、 これま で基 幹管 路の更 新、 車尾水 源地 の調

整池 更新 、戸上 水源 地 消石灰 、炭 酸ガ ス設備 の廃 止等を 実施 して

おり 、現 在進捗 中の 事 業にお きま して も、基 幹管 路更新 事業 にお

ける 口径 変更に より 、 事業全 体で １億 2,０ ０ ０ 万 円 、 石 州 府 水 源

開 発 に 伴 う 水 浜 配水 区 の廃止 、河 岡ポ ンプ場 の廃 止など によ り４

億 2,０００万円の削減効果を見込んでおります。

ま た、 従前の 計画 に おきま して 、供 用開始 後約 １００ 年を 迎え

ます 観音 寺山配 水池 の 更新を 計画 して いたと ころ でござ いま すが、

近年 の水 需要の 動向 や 平成２ ８年 に供 用開始 した 中央配 水池 の配

水能 力、 高水準 の耐 震 性に鑑 み、 観音 寺山配 水池 の廃止 を決 定し

たと ころ でござ いま し て、そ の効 果額 は約６ 億円 と見込 んで いる

ところでございます。

次 に、 石州府 水源 地 及び水 質管 理棟 の整備 経過 につい ての お尋

ねで す。 日野川 以東 に おける 水需 要の 安定化 と工 業用水 道水 源の

有効 活用 を目指 して 令 和４年 度に 事業 着手い たし ました 石州 府水

源開 発事 業につ きま し ては、 令和 ４年 度に水 質試 験、揚 水試 験、

詳細 設計 等を行 い、 令 和５年 度に 送水 管の布 設を 終え、 令和 ６年

度に は電 気機械 設備 の 整備を 行っ た上 で、令 和６ 年度中 の供 用開

始を行う予定としております。



ま た、 現行施 設の 狭 小化、 老朽 化に 伴い、 令和 ５年度 に事 業着

手い たし ました 水質 管 理棟整 備に つき まして は、 現在、 建設 予定

地の 敷地 の整備 を行 っ ており 、今 後、 建設工 事を 実施し 、令 和７

年４月に供用開始する予定としております。

次 に、 水道事 業会 計 の今後 の経 営方 針につ いて のお尋 ねで ござ

いま す。 将来に わた り 安心・ 安全 な水 を安定 的に 供給し てい くた

めに は、 老朽化 した 施 設、管 路の 更新 及び耐 震化 など計 画的 な設

備投 資が 必要で あり 、 人口減 少な どに 伴い給 水収 益が減 少す る中、

経費 にお いても 、電 気 料金、 資材 費等 のさら なる 上昇が 見込 まれ

るこ とか ら、引 き続 き 経費削 減、 収入 確保、 事業 の効率 化等 によ

り経 営基 盤の安 定化 を 図り、 計画 的投 資と収 支の 均衡を 図っ てま

いり ます 。また 、円 滑 な事業 推進 のた めには 技術 力の維 持・ 向上

も重 要で あり、 技術 職 員の確 保、 育成 により 組織 力の強 化に 努め

てまいります。

次 に、 米子市 にお け る基幹 管路 の耐 震適合 率に ついて のお 尋ね

です が、 国から 公表 さ れてお りま す最 新の数 値は 、令和 ３年 度末

で２ 8.７ ％ と な っ て お り ま す 。 耐 震 管 以 外 の 管路 であっ ても 、良

質な 地盤 に布設 され て いれば 耐震 性能 を満た し、 耐震適 合率 に反

映さ れる 管もご ざい ま すが、 本市 の基 幹管路 が布 設され てい るル

ート はこ れに該 当し な いこと から 、耐 震管の み適 合率に 反映 させ

ております。

な お、 基幹管 路に お ける耐 震管 のみ を計上 した 耐震化 率の 全国

平均 は、 令和３ 年度 時 点で２ 7.４ ％ で あ り 、 本 市 は ２ 8.７ ％ で 、

全国平均を上回っているところでございます。

今 後も 安心・ 安全 な 水道水 を安 定的 に供給 して いくた めに 災害



に強 い水 道管路 の早 期 構築を 目指 し、 計画的 な更 新を行 って まい

ります。以上でございます。

○稲田議長 戸田議員。

○戸田議員 代表質問の答弁ありがとうございました。

そ れで は、順 次再 質 問をし てま いり たいと いう ふうに 思い ます。

代表 質問 の答弁 と重 な る部分 があ るか もしれ ませ んが、 その 辺の

ところは御理解いただければなというふうに思います。

ま ず初 めに、 施政 方 針につ いて 伺っ たわけ です けれど も、 施政

方針 の骨 格につ いて ７ つの柱 とし てと いうこ とで 御答弁 いた だき

まし た。 そうし た中 で 、やは り住 民の 目線、 住民 の要望 等に つい

ての いわ ゆる施 策の 対 応方針 があ ると 思いま すの で、そ の辺 のと

ころを伺っておきたいと思います。

○稲田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 住 民か ら 意見や 要望 をい ただい た場 合、こ れに つき

まし ては 、これ は、 ま ずその 意見 や要 望につ きま しては 様々 な機

会を 通じ て把握 に努 め ている とこ ろで ござい ます 。伺っ た内 容に

つき まし ては、 各所 管 におき まし て検 討をい たし ますと とも に、

必要 に応 じて全 庁的 に 課題を 共有 いた しまし て、 施策の 立案 や、

あるいは市政運営に引き続き生かしてまいる所存でございます。

例 えば でござ いま す けれど も、 総合 政策部 にお きまし ては 、地

域活 動支 援員を 中心 と した自 治会 対応 をして まい りまし たし 、ま

た福 祉保 健部に おき ま しては 、え しこ にを中 心と した断 らな い相

談の 徹底 などを して き たとこ ろで ござ います 。ま た、都 市整 備部

にお きま しては 、地 区 要望に おけ ます 道路整 備な ど、部 局ご とに

様々 な場 面で市 民か ら の意見 を把 握し まして 、施 策の方 向性 に反



映しているところでございます。

○稲田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 そ うし ま すと、 施政 方針 につい ては 改めて 伺っ たと

ころ です が、そ こで 、 予算編 成方 針に ついて また 伺って みた いと

思い ます 。予算 編成 方 針の中 では 、取 り捨て 選択 、集中 とし て、

今の しん しゃく をし な がらし てい くん だとい うふ うに伺 って おる

んで すが 、そこ で、 や はり市 民生 活の 安心・ 安全 に寄与 すべ く、

重点 的な いわゆ る予 算 編成が 求め られ ておる んで はない かな と思

いますが、改めてその辺のところを伺っておきたいと思います。

○稲田議長 下関総務部長。

○下 関総 務部長 市 民 生活の 安心 ・安 全に向 けて の重点 的な 予算

編成 につ いての お尋 ね でござ いま すけ れども 、市 民の方 が不 安な

く暮 らす ことの でき る よう安 心・ 安全 の確保 に資 する施 策と いた

しま して 、ハー ド、 ソ フトの 両面 から 対策を 講じ ること とい たし

てお りま す。ハ ード 面 におき まし ては 、近年 の大 規模災 害も 踏ま

えな がら 、通学 路の 安 全対策 、排 水路 の通水 対策 、急傾 斜地 対策

など 、必 要な予 算額 を 増額し 、新 年度 当初か ら順 次対応 する こと

とし てお ります 。ま た 、小中 学校 の機 能保全 を目 的とい たし まし

た改 修な どにつ きま し ても、 スピ ード 感を持 って 年次的 に取 り組

んで いく 方針と して い るとこ ろで ござ います 。ソ フト面 にお きま

して は、 行政の みな ら ず、地 域と 連携 した取 組が 不可欠 だと 考え

てお りま して、 例え ば 子ども が放 課後 に安全 に過 ごすこ とが でき

るよ う、 本市で 初め て の取組 とな る公 民館で の放 課後子 ども 教室

を実 施す るほか 、地 域 での除 雪対 応を 推進す るた めに補 助金 を支

給す るな どして おり ま して、 これ らの 成果を 検証 しなが ら、 さら



にこのような取組を拡充してまいりたいと考えております。

○稲田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 そ こで 、 一部の 公民 館で 放課後 のい わゆる 教室 を、

これ を試 みてい くん だ という こと なん ですが 、こ れはか ねて より

今の 居場 所づく りと い うこと で、 いろ いろと 質問 、論戦 をし てき

たわ けで すけれ ども 、 これは 今後 の方 向性で 、全 市的に 取り 組む

というような考え方がないですか、総合政策部長、どうですか。

○稲田議長 八幡総合政策部長。

○八 幡総 合政策 部長 先ほど 総務 部長 がお答 えし たとお り、 来年

度に おき まして は一 部 の公民 館で とい うこと でご ざいま すけ ども、

現在 でも 公民館 が子 ど もの居 場所 とな ります よう に、例 えば 夏休

みで すと か、冬 休み で すとか は、 それ ぞれの 教室 等を開 催さ せて

いた だき まして 、既 に 居場所 にな って いると ころ もござ いま すけ

ども 、今 後やは りこ う いうこ の新 しい 事例の よう な取組 につ いて

も各 公民 館にお いて ま ずは話 をさ せて いただ きた いと思 いま す。

基本 的に は全市 的な 展 開がで きれ ばい いなと は思 ってお りま すが、

まず はや っぱり 地元 と の協議 とい うの が必要 であ るかな とい うふ

うに考えております。

○稲田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 地 元の 調 整が必 要、 これ は確か にそ うであ ろう と思

いま す。 しかし なが ら ニーズ は高 い。 先般の 議会 でもこ うい う論

戦を させ ていた だい た んです が、 やは り一時 的に 取り組 んで いく、

それ は評 価をい たし ま すが、 やは り全 市的に この 輪を広 げて いた

だく とい うのは 私は 積 極的に 取り 組ん でいた だき たい、 これ は要

望しておきたいというふうに思います。



次 に、 働く女 性の ヘ ルスケ アに つい て質問 して まいり たい と思

いま す。 誰にと って も 働きや すい 職場 の確保 は急 務であ りま す。

答弁 でも そうい うふ う にあっ たん です けれど も、 その対 応策 、そ

れに 資す る具現 策は ど のよう に考 えて おられ ます か、そ の辺 のと

ころを伺っておきたいと思います。

○稲田議長 下関総務部長。

○下 関総 務部長 働 き やすい 職場 の対 応策と いう ことで ござ いま

すけ れど も、働 きや す い職場 づく りに 向けま して 、女性 のヘ ルス

ケア 対策 につき まし て は、ヘ ルス ケア に関す る理 解、認 識の 向上

に向 けた 研修開 催で す とかヘ ルス ケア 通信、 こう いった よう なも

のの 発行 などに より ま して、 意識 啓発 をはじ め保 健師に よる 健康

相談窓口の設置なども行っているところでございます。

ま た、 必要に 応じ ま して、 適切 に休 暇が取 得で きます よう 、改

めて 休暇 制度の 周知 を 行うこ とや 生理 休暇や 不妊 治療の ため の休

暇を より 取得し やす く するた めに 名称 変更の 取組 を進め てい ます

ほか 、中 長期的 な休 暇 が必要 な際 には 、その 職場 に対し て適 宜人

員を 配置 するな ど組 織 として のサ ポー トを行 い、 働きや すい 職場

づくりに努めているところでございます。

○稲田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 そ こで 、 なかな か今 の取 りにく い部 分もあ りま すよ

とい う意 見も伺 いま す 。先ほ どあ りま したい ろん な休暇 の対 応も

ある んで すけど も、 そ れで、 名称 変更 をこれ から してい くん だと

いう ふう に伺っ てお る 、答弁 があ った んです が、 その実 施時 期っ

ていつ頃を想定されておられますか。

○稲田議長 下関総務部長。



○下 関総 務部長 庁 内 向けに 、職 員に 対しま して はもう 既に この

件に 関し まして は周 知 を行っ てい ると ころで ござ いまし て、 新年

度からそのような形で進めたいというふうに考えております。

○稲田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 安 心し ま した。 新年 度か らそう いう 対応を され ると

いう こと ですの で、 安 心した んで すけ れども 、や はり今 の女 性の

職員 の方 々の意 見も お 聞きし ます 。な かなか 取得 しにく い部 分が

あり ます よとい うこ と を伺っ たん です が、新 年度 からし っか り頑

張っていただきたいというふうに思います。

次 に、 今のご み処 理 システ ムに つい て伺っ てみ たいと 思い ます。

今の ごみ 処理シ ステ ム の確立 につ いて は、住 民の 周知・ 啓発 が大

変一 番重 要であ ろう と いうふ うに 答弁 もあっ たん です、 まさ にそ

のと おり だと思 いま す が、そ れの 住民 対応に つい て、ど のよ うに

具現 化を 図って 対応 を してい くの か、 まずそ こを 伺って おき たい

と思います。

○稲田議長 長谷川市民生活部次長。

○長 谷川 市民生 活部 次 長 ご み処 理シ ステム にお ける住 民対 応の

徹底 のこ とにつ いて の 御質問 でご ざい ますけ れど も、午 前中 の市

長の 御答 弁にも ござ い ました とお り、 この４ Ｒの 推進と か分 別の

徹底 化を 図るた めに は 、ごみ の分 別収 集カレ ンダ ーや市 のホ ーム

ペー ジ、 ユーチ ュー ブ 「よな ご環 境チ ャンネ ル」 、ごみ 、資 源物

分別 アプ リの「 さん あ ～る」 、そ れか らふれ あい 説明会 等、 様々

な媒 体、 機会を 活用 い たしま して 、ご みの分 別や 減量化 、リ サイ

クル 等に 関する 情報 発 信を行 って いる ところ でご ざいま す。 この

ほか に、 収集時 に適 切 に分別 され てい ないご みは 、理由 を書 いた



イエ ロー シール を貼 っ て残し たり 、リ サイク ル推 進員に 指導 して

いた だく 等、ご み排 出 の現場 での 周知 ・啓発 を行 ってい ると ころ

でございます。

市 民の 皆様に は御 理 解、御 協力 をい ただい てお り、市 が行 う分

別収 集に 加え、 資源 物 をリサ イク ル事 業者に 直接 持ち込 まれ る等、

ごみ の減 量化、 リサ イ クルが 進ん でお ります 。持 続可能 な循 環共

生型 の地 域社会 の構 築 には市 民の 皆様 の御理 解、 御協力 が重 要で

あり 、さ らなる ４Ｒ の 推進に 向け て引 き続き 丁寧 な啓発 を行 って

まいりたいと考えております。

○稲田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 そ の媒 体 を通じ て住 民啓 発を行 って いくと いう よう

な答 弁の 趣旨で はな か ったか とい うふ うに思 うん ですが 、や はり

私は 、直 接住民 の方 々 に接し て説 明を してい くの も一つ の考 え方

であ ろう という ふう に 思うん です 。考 え方を 鑑み れば、 各自 治連

合会 に出 向いて お話 を したり 、今 の米 子市の 常任 理事会 です かい

ね、 各自 治連合 会長 さ んが今 構成 をし ておる 会が あるわ けで すか

ら、 やは りそう いう と ころに 出向 いて 本市の 実態 を提供 しな がら、

共に 分別 収集に 対し て 、今の 確立 して いくん だと いうよ うな 気概

を私 は持 つべき では な いかな と思 いま すが、 改め てそう いう ふう

な今 の媒 体じゃ なく て 、直接 連合 会等 に出向 いて 説明す るよ うな

考え方はございませんか。

○稲田議長 伊澤副市長。

○伊 澤副 市長 ごみ の 分別収 集の 変更 等の徹 底に ついて 、議 員御

指摘 のと おりだ とい う ふうに 思い ます 。今の ごみ の収集 を取 り巻

く状 況等 も含め て、 よ り分か りや すい 形で機 会を 捉えて 説明 して



いく べき という 議員 さ んの御 指摘 はそ のとお りだ と思い ます ので、

どう いっ た対応 がで き るかも 含め て、 よく検 討し て対応 して まい

りたいと思います。以上です。

○稲田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 そ のよ う な対応 をし てい ただけ れば という ふう に思

います。

次 に移 ります 。次 の 地球温 暖化 防止 対策並 びに 環境意 識の 向上

につ いて に答弁 をい た だいた んで すけ れども 、や はり脱 炭素 対応

につ いて はプロ ジェ ク トチー ムを 発し てとい うふ うな御 意見 もさ

せて いた だいた んで す が、既 に副 市長 を座長 とす るよう な委 員会

が設 置さ れて全 庁的 に 取り組 んで おら れると いう ことで ござ いま

すので、一つそれは了としたいというふうに思います。

し かし ながら 、今 の 公共施 設の 再利 用並び に土 地利用 計画 、荒

廃農 地の 土地利 用計 画 も私は 今後 、今 の想定 、考 えてい かな けれ

ばな らな いとい うふ う に思う わけ です が、そ の具 体策と いう のは

どの よう に取り 組ん で おられ るか 、そ の辺の とこ ろを伺 って おき

たいと思います。

○稲田議長 若林経済部長。

○若 林経 済部長 公 共 施設の 利用 と、 それか ら荒 廃農地 に対 する

計画 でご ざいま す。 公 共施設 のほ うに つきま して は、庁 内の プロ

ジェ クト のほう で調 整 をやり なが ら取 り組ん でい ってる とこ ろで

ございます。

荒 廃農 地の地 区計 画 につい てで ござ います が、 太陽光 発電 の設

置に 当た りまし ては 、 当該地 区に おい て、農 山漁 村再生 可能 エネ

ルギ ー法 に定め る計 画 を策定 する こと で、本 来太 陽光発 電用 地に



転用 でき ない農 地、 い わゆる 第１ 種農 地も含 めて 転用で きる こと

から 、同 法を活 用す る ことも 一つ の手 法とし て検 討はし てい ると

ころ でご ざいま す。 一 方で、 農地 とし ての再 生利 用が困 難な 農地、

いわ ゆる 荒廃農 地Ｂ 類 を候補 地と する 手法も 検討 してお りま して、

この 場合 におい ては 、 非農地 証明 によ り転用 申請 が不要 とな るも

のと考えています。

○稲田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 初 めて 出 てきた んで すが 、農山 漁村 、今の 再生 可能

法、 これ を適用 して い けばあ る程 度地 区計画 の対 応とな って 、そ

の辺 のと ころを うま く いける んで はな いかな と予 測はす るん です

けれ ども 、やは りこ う いうふ うな 法律 がある なら ば、そ れを まず

先に キャ ッチを して 、 今の米 子市 の対 応策に これ を反映 させ てい

くん だと いうの は、 そ ういう 姿勢 が私 は必要 では なかっ たの かな

というふうに思うところでございます。

も う一 つが今 の荒 廃 農地の Ｂ分 類。 これを いけ ば地区 計画 は必

要で はな いとい うふ う な見解 であ りま すけど も、 やはり こう いう

ふう な２ つの手 法を 取 って、 脱炭 素の 大きな 施策 を掲げ てお られ

るわ けで すから 、そ う いうよ うな 内容 をスピ ーデ ィーに 施策 に反

映し てい くべき では な いかな と思 いま すが、 その 辺のと ころ 、経

済部長、どうですか。

○稲田議長 若林経済部長。

○若 林経 済部長 現 在 我々が 取り 組ん でいる 農地 のほう でご ざい

ます が、 基本的 には 、 先ほど 申し 上げ ました 荒廃 農地Ｂ 分類 のほ

うを 中心 に調整 を図 っ ている とこ ろで ござい まし て、今 のと ころ

地区 計画 を活用 する よ うな状 況で はま だない のか なと考 えて いる



ところです。

○稲田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 大 きな 施 策で脱 炭素 を掲 げてお られ ます。 そう いう

ふう な観 点から いけ ば 、そう いう ふう な施策 の実 施も求 めら れて

おる んで しょう し、 市 民も米 子市 がど ういう ふう な取り 組み 方を

する かと いうよ うな お 問合せ も私 もい ただき ます 。そう いう ふう

なこ とで 、一つ 停滞 な 部分が 私は 感じ 取れる 部分 がある んで すけ

れど も、 やはり 大き く そうい うふ うな 施策の 状況 に応じ てい ろん

な手 法が 出てき たわ け ですか ら、 それ を適切 に私 は今後 完遂 して

いた だけ ればな とい う ふうに 、こ れは 強く要 望し ておき たい と思

います。

次 に、 市税と 国民 健 康保険 税の 徴収 率の向 上に ついて 伺っ てお

きた いと 思いま す。 市 税等に つい ては 、滞納 繰越 分が結 構見 受け

られ ます 。約二 十何 ％ でした か、 滞納 繰越分 があ るとい うふ うに

私伺 って おるん です が 、そこ で、 徴収 困難事 案に ついて 、体 制に

つい ても 伺った んで す けれど も、 一つ 人的確 保し 、私は 組織 体制

の見 直し を図っ てこ の 事案に つい ては 対応す べき だとい うふ うに

思い ます が、そ の辺 の ところ 考え 方を 伺って おき たいと 思い ます。

○稲田議長 長谷川市民生活部次長。

○長 谷川 市民生 活部 次 長 お 答え しま す。徴 収困 難案件 にお ける

人的 確保 等の検 討に つ いてで ござ いま すけれ ども 、こち らも 午前

中の 答弁 にもご ざい ま したと おり 、公 金収納 に係 ります 徴収 困難

案件 につ きまし ての 処 理体制 を構 築す る上で 、来 年度は 試行 期間

とし て位 置づけ る中 で 、事務 の流 れや 事務量 を検 証する こと とし

てお りま す。収 納推 進 課に移 管を しま して段 階的 に取扱 件数 を増



やし ます 中で、 先進 自 治体の 処理 体制 などを 参考 にいた しま して、

組織 体制 や人員 配置 な ど、関 係部 局と 協議し てま いりた いと 考え

ております。

○稲田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 先 進地 を 事例と して とい うふう な答 弁です けど 、や

はり 私は 、ただ そう い うふう な徴 収率 の向上 をし ていく 、徴 収困

難事 案も 相当あ ると い うふう な考 え方 からい けば 、それ を踏 まえ

れば 、や はり人 員を 確 保して 、組 織体 制を改 めて 見直し て、 その

徴収 事案 につい ても 立 ち向か って いく んだと いう 私は姿 勢が あっ

ても いい と思う んで す 。改め てそ の辺 のとこ ろを 組織体 制の 見直

しについて考え方を伺っておきたいと思います。

○稲田議長 伊澤副市長。

○伊 澤副 市長 徴収 体 制の充 実に 向け た組織 体制 であり ます が、

議員 御指 摘のと おり 、 何かを やろ うと すれば 当然 それに ふさ わし

い体 制を 取って いく と いうこ とは 当然 のこと であ ります 。少 し重

複し ます が、従 来そ の 収納推 進課 とい うの、 この 体制も 新し い体

制な んで すけど も、 議 会での 御議 論も 踏まえ てこ ういう 体制 を取

らせ てい ただい たと こ ろであ りま すが 、さら にこ の体制 を進 めて、

税等 のも の以外 の公 金 収納に も残 念な がら未 収債 権ござ いま すの

で、 これ を徴収 する よ うな体 制に 一元 的にで きな いかと いう こと

で取 組を 進めて ると こ ろであ りま す。 まずは 今の 体制で 、非 常に

親和 性の 高い、 つま り ほぼ同 じ手 続で できる いわ ゆる強 制徴 収債

権で すね 、強制 徴収 が できる もの から 徐々に 少し ずつや って みよ

うじ ゃな いかと いう こ とであ りま す。 それを やり ながら 、し っか

りと 必要 な体制 は整 え てまい りた いと いうふ うに 思って おり ます。



以上です。

○稲田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 し っか り 頑張っ てい ただ きたい とい うふう に思 いま

す。

次 に、 妊娠期 から 学 齢期ま での 切れ 目のな い支 援体制 につ いて

伺っ てい きたい と思 い ます。 この 内容 につい ては 、市長 のほ うか

ら前 向き な答弁 をい た だいた んで すが 、やは り市 民から はこ の施

策に つい てなか なか 理 解でき にく い、 見えに くい という 声も いた

だき ます 。そう いう ふ うなこ とで 、や はり具 現化 を図っ て市 民に

も分 かり やすい よう な 対応を 私は すべ きじゃ ない かと思 いま すが、

その辺を改めて伺っておきたいと思います。

○稲田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 切れ 目の ない 支援体 制の 周知に つい てで

ござ いま すが、 切れ 目 のない 支援 体制 といた しま しては 、困 った

とき に相 談先に 迷う こ とのな いよ う、 子ども に関 する市 民の 相談

先と して こども 総合 相 談窓口 を設 置し ており ます 。妊娠 届け 時の

面談 や赤 ちゃん 訪問 や 乳幼児 健診 など 、早期 から 子育て サポ ート

ブッ クな どによ り周 知 に努め てお り、 今後も 様々 な機会 を捉 えま

して 、よ り一層 市民 へ の周知 に努 めて いきた いと 考えて おり ます。

○稲田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 や っぱ り いいこ とを しと られる んで すね。 それ で子

育て サポ ートブ ック 、 私も見 てみ まし たけれ ども 、いい もの 作っ

てお られ る。そ うい う ふうな 市民 にも もっと 広く 提供し て、 皆さ

ん方 、こ ういう ふう な 施策を 展開 する んだと いう のが深 度化 をも

っと 図る べきで ない か なと私 は思 いま す。せ っか くいい こと をし



て、 なか なかそ の辺 が 理解し てい ただ けない と、 ちょっ と寂 しい

気が しま すので 、そ の 辺のと ころ を一 生懸命 頑張 ってい ただ けれ

ばなと、これは強く要望しておきたいと思います。

次 に、 こども 計画 の 策定に つい て伺 ってお きた いと思 いま す。

御案 内の とおり 、こ ど も計画 の策 定に ついて は、 国の大 綱が 定ま

って 、そ れに呼 応し て こども 計画 を策 定すべ きで ないか とい うこ

とで 、策 定をし てい き ますと いう 答弁 であっ たん ですが 、そ うし

た中 で、 やはり こど も 計画の 策定 に当 たって は第 三者の 検討 委員

会等 を立 ち上げ て、 そ こで十 分に しん しゃく しな がらこ ども 計画

策定 する という よう な 流れが 私は 必要 ではな いか と思い ます が、

その辺はどうでしょうか。

○稲田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 こど も計 画策 定への 市民 の意見 の反 映に

つい てで ござい ます が 、こど も計 画の 策定に 際し まして は、 特に

子ど も・ 子育て 当事 者 を中心 とい たし ました 市民 の意見 を聞 くと

とも に、 子育て 当事 者 、子ど も・ 子育 て支援 事業 者、学 識経 験者

等で 構成 する既 設の 審 議会で ござ いま す米子 市子 ども・ 子育 て会

議に おき まして 御意 見 を伺い 、計 画に 反映さ せる ことと して おり

ます。

○稲田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 米 子市 子 ども・ 子育 て会 議にて 十分 に意見 を伺 って、

計画 を策 定する とい う 考え方 でご ざい ますの で、 私はこ れは 了と

して、一生懸命頑張っていただきたいというふうに思います。

次 に、 いじめ 、不 登 校につ いて 伺っ ていき たい と思い ます 。答

弁を いた だいた んで す が、や はり 家庭 と学校 との 意思の 疎通 は十



分に 図ら れてい るん で しょう か。 私は 学校の 先生 も負荷 にな って

一生懸命頑張っておられるということはよく理解します。

し かし ながら 、家 庭 との連 携が うま く図ら れて いるの かな と。

保護 者の 方とも いろ い ろ話し ます けれ ども、 なか なかそ こが うま

くい って ないよ うに 思 われる 部分 もあ ります 。保 護者の 方も 先生

に対 して 相談し てい い のかど うな のか って迷 う部 分もあ るよ うで

すの で、 そうい うふ う なとこ ろを 仄聞 するわ けで すけれ ども 、十

分に図られているか。

も う一 つが、 学校 が 家庭に 寄り 添っ た対応 が本 当にな され てい

るのか。その辺のところを一つ伺っておきたいと思います。

○稲田議長 浦林教育長。

○浦 林教 育長 家庭 に 寄り添 った 相談 体制に つい てのお 尋ね でご

ざい ます 。不登 校等 の 相談に つき まし ては、 議員 がおっ しゃ ると

おり 学校 が保護 者に 寄 り添い 、し っか りと意 思疎 通を図 るこ とで

状況の改善につながるものというふうに考えております。

学 校体 制とし まし て は、主 に学 級担 任や学 年主 任、ま た教 育相

談担 当等 が窓口 にな っ ており ます が、 保護者 の方 々には いろ いろ

な心 配が あるこ とを 理 解し、 でき るだ け和ら げる よう努 めて いる

とこ ろで ござい ます 。 また、 状況 によ りまし ては 、管理 職を 含め

た校 内体 制でア セス メ ントを 行っ たり 、必要 に応 じまし てス クー

ルソ ーシ ャルワ ーカ ー 、ある いは スク ールカ ウン セラー を活 用し

たりしながら支援を行っているところでございます。

こ のよ うな中 、県 配 置のス クー ルカ ウンセ ラー につき まし ては

相談 件数 が増加 傾向 に あるこ とか ら、 なかな か予 約が取 れな いと

いう よう なこと もあ る ように は聞 いて おりま す。 一方、 本市 配置



のス クー ルソー シャ ル ワーカ ーを 含め た校内 体制 につき まし ては、

例え ば担 任が自 分で 解 決しよ うと して 、結果 とし て１人 で抱 え込

み、 対応 に遅れ が出 た りする こと がな いよう 、改 めて校 内体 制の

確認 を行 いまし て、 必 要に応 じて 指導 を行っ てま いりた いと 考え

ております。

ま た、 学校と スク ー ルソー シャ ルワ ーカー がこ れまで の経 験で

見え てき た効果 的な 支 援方法 を活 用す るなど しな がら、 より 迅速

で家 庭に 寄り添 った 相 談体制 とな るよ う努め てま いりた い、 この

ように考えております。

○稲田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 そ こで 、 スクー ルソ ーシ ャルワ ーカ ーも今 １０ 人体

制で すか ね、拡 充を 図 ってき たん です けど、 なか なかま だス クー

ルソ ーシ ャルワ ーカ ー に出会 える 部分 が、例 えば ３週間 待ち とか

とい うよ うな意 見も 伺 います 。そ うし た中で 、ス クール ソー シャ

ルワ ーカ ーとい うの も おられ ます よと いうこ とを 御案内 する んで

すけ れど も、ま だそ こ のこと がな かな か認知 度が 薄いの かな とい

うよ うな 部分も ある わ けです けれ ども 、ただ 、学 校に登 校し ない

と不 登校 という よう な 部分も あれ ば、 スクー ルソ ーシャ ルワ ーカ

ーさ んに 相談を した ら どうか って いう ような 御案 内も私 もさ せて

いた だく んです けど 、 ただ一 方、 私も 読み聞 かせ 教室に 行く んで

すけ ども 、学校 の担 任 の先生 は大 変だ なと私 もす ごく思 いま す。

本当 に相 当の負 荷が か かって るん だろ うなと いう ふうに 私も 側面

で見 なが ら思う んで す けども 、不 登校 とか、 いろ んな嫌 がら せと

かい じめ とか、 そう い うふう ない ろん な事例 があ るわけ です けれ

ども 、頼 るとこ ろは 、 スクー ルソ ーシ ャルワ ーカ ーさん です か、



のほ うが 一番ベ スト か なとい うふ うに 思うわ けで ござい ます けど、

これ もま た議論 をし な くちゃ いけ ませ んけど 、１ ０人体 制い いの

かど うな のか、 また 改 めてこ れは 議論 をして まい りたい とい うふ

うに思います。

次 に、 企業誘 致及 び 地域産 業の 振興 につい て伺 ってま いり たい

と思 いま す。企 業誘 致 の体制 、事 業者 との連 携等 の足跡 につ いて

まず 伺っ ておき たい と 思いま す。 それ と、企 業誘 致の実 効性 につ

いて どの ように 検証 さ れてる か、 その 面を伺 って おきた いと 思い

ます。

○稲田議長 若林経済部長。

○若 林経 済部長 企 業 誘致の 実効 性、 検証に つい てでご ざい ます。

企業 誘致 につき まし て は、経 済戦 略課 が中心 とな りまし て、 市で

一丸 とな り取り 組ん で きたと ころ でご ざいま す。 具体的 には 、時

代に 即し た支援 メニ ュ ーの改 定、 米子 市関西 事務 所をは じめ とし

た誘 致の 体制変 更な ど を行い 、鳥 取県 関西本 部だ けでは なく 、東

京や 名古 屋の事 務所 を 直接訪 問し 連携 強化に 取り 組み、 誘致 まで

には 至っ てない もの の 、名古 屋代 表部 からの 仲介 により 東海 地方

の複 数の 企業の 視察 を 受け入 れま した 。視察 をい ただき まし た企

業か らは 、将来 的に 本 市への 進出 を前 向きに 考え てみた い旨 の発

言を いた だきま して 、 一定の 効果 はあ ったも のと 考えて おり ます。

近 年の 実績と いた し まして は、 先ほ ど市長 答弁 にあり まし たニ

ッポ ン高 度紙工 業、 源 吉兆庵 のほ か、 インフ ォメ ーショ ン・ ディ

ベロ プメ ントの 本社 機 能移転 やゴ ール や鶴見 製作 所、カ ンコ ー学

生服 など の事業 拡大 を 実現し てお りま す。ま た、 職員が 実際 に物

件を 当た り、社 会保 険 診療報 酬支 払基 金やス ペー スシフ ト、 イー



グリ ッド など、 ＩＴ や 事務系 の企 業誘 致も実 現し ている とこ ろで

ございます。

こ のほ か、山 陽側 の 企業の 誘致 を推 進する ため 、地元 金融 機関

の山 陽側 の支店 長な ど と意見 交換 を行 うなど 、こ れまで にな かっ

た活 動も 行って きた と ころで ござ いま す。今 後も 県や関 係機 関と

の連携を強化し、誘致活動に取り組みたいと考えております。

○稲田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 企 業誘 致 の活動 につ いて 伺いま した 。一生 懸命 頑張

って おら れるな とい う ことは 理解 する んです けれ ども、 しか し、

それ がな かなか 見え て こない 。私 たち には伝 わっ てこな い部 分が

あり ます 。そう いう ふ うなと ころ も委 員会等 でも そうい うふ うな

活動 状況 の報告 もす る べきじ ゃな いか な、私 は思 います よ。 やは

り一 生懸 命頑張 って お られて も、 それ なかな か果 実は求 めら れま

せん けれ ども、 そう い う足跡 とい うの は披露 があ っても いい んじ

ゃないかなと私は思います。

な ぜか といい ます と 、経済 戦略 課で 何をや って おられ るん でし

ょう かね 、どう いう ふ うなこ とを やっ ておら れる んでし ょう かっ

て私 も疑 問に思 う部 分 もあり ます 。し かしな がら 、こう いう ふう

な状 況を 披瀝さ れま す と、や はり 頑張 ってお られ るんだ なと いう

ふう に思 うんで すけ ど も、そ うい うふ うなと ころ もある 程度 アピ

ール すべ きでは ない か なって いう ふう に思い ます が、そ うい うふ

うな 実効 性とい うか 、 実態と いい ます か、企 業誘 致を一 生懸 命頑

張っ てい ただか ねば 米 子市の 市政 の活 性化に はな らない とい うよ

うに 私は 思うわ けで し て、大 変な 事業 を抱え てお られま すけ ど、

一生 懸命 頑張っ てい た だきた い、 これ は強く 要望 してお きた いと



思います。

次 に、 ふるさ と納 税 につい て伺 って おきた いと 思いま す。 ふる

さと 納税 による がい な よなご 応援 基金 の使途 が私 は不十 分だ と思

いま す。 代表質 問の 中 でしま した よう に、令 和５ 年度は 約１ ９億

円の 寄附 金があ った わ けです けれ ども 、その 辺の ところ で使 途が

なか なか 見えに くい 部 分があ るん じゃ ないか と私 は思う んで すけ

ども 、そ の辺の とこ ろ はどの よう にし んしゃ くさ れてお られ ます

か、その辺のところを伺っておきたいと思います。

○稲田議長 下関総務部長。

○下 関総 務部長 が い なよな ご応 援基 金の活 用に ついて のお 尋ね

でご ざい ますけ れど も 、基金 を財 源と しまし た事 業実施 に当 たり

まし ては 、寄附 の際 に 指定さ れた 使途 に沿っ て有 効に活 用す るこ

とと して おりま すけ れ ども、 当該 基金 が恒久 的な 財源で はな いと

いう こと から、 本市 独 自の施 策の うち 時限的 なも のを中 心に 対象

事業 とし ている とこ ろ でござ いま す。 まずは 、国 ・県の 交付 金な

どが 活用 できる もの に ついて は、 積極 的に財 源確 保に努 める こと

とし 、一 方で、 他の 財 源が活 用で きな い部分 につ きまし ては 、基

金を 活用 した予 算措 置 を検討 して いる ところ でご ざいま す。 いず

れに しま しても 、米 子 市頑張 れと 支援 をいた だい た大切 な基 金で

ござ いま すので 、有 効 な活用 に努 めて まいり たい と考え てお りま

す。

○稲田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 私 はこ う いうふ うな 考え 方しと るん ですよ 。そ の答

弁も よく 理解で きる ん ですけ ど、 国・ 県の補 助金 を有効 活用 しな

がら 、一 般財源 はど う しても 負担 は出 てきま す。 ただ、 一般 財源



の負 担に ついて のふ る さと納 税の がい なよな ご応 援基金 から も拠

出し ても いいん じゃ な いかと 私は 思う んです よ。 逆に言 えば 、体

育館 のエ アコン の整 備 につい て、 いろ んな議 員さ んもこ うい う議

論を しと るんで 、な か なかそ れが 進ま ない。 国・ 県の補 助金 を見

れば ５０ ％ぐら いの 補 助金が ある んで すけれ ども 、そこ で起 債充

当し てい けばあ る程 度 一般財 源の がい なよな ご応 援基金 から も拠

出し ても いいん じゃ な いかと 私は 思う んです 。そ ういう ふう な組

合せってのはなかなかしていかないという考え方なんですか。

○稲田議長 下関総務部長。

○下 関総 務部長 国 で すとか 県の 補助 金と合 わせ 技で活 用し ては

どう かと いうお 尋ね で ござい ます けれ ども、 こう いった 基金 を補

助裏 とい うもの に活 用 させて いた だく と、特 定財 源とみ なさ れて

補助 自体 が圧縮 され る という 可能 性も ござい ます ので、 そこ ら辺

はし っか りと見 極め な がら有 効な 活用 に努め てま いりた いと いう

ふうに考えております。

○稲田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 特 定財 源 の取扱 いで 、そ れはも う理 解する んで すけ

れど も、 私は寄 附の 方 々にが いな よな ご応援 基金 で米子 市に 寄附

して いた だいた 、そ れ を基金 に積 み立 てして おく のも一 つの 考え

方な んで しょう 。こ れ は有効 で図 って いくん でし ょうけ ども 、も

っと 積極 的に施 策に 反 映して いく べき ではな いか なと私 は思 うん

です 。そ ういう 目玉 的 なもの も事 業に 充てて いけ ばいい んじ ゃな

いか と私 は思う んで す 。私は 正直 言っ て、何 でエ アコン 整備 なん

かに それ が財源 充当 で きない のか な、 私はそ こを 思うん です けど

も、 それ をずっ とこ の 議会で も議 論し とるわ けで すから 、そ うい



うふ うな 特定財 源と み なされ る可 能性 がある かも しれま せん 、そ

れは 国・ 県にあ る程 度 照会を かけ て調 査をす ると いう方 法論 は取

られないんですか。

○稲田議長 下関総務部長。

○下 関総 務部長 実 際 の充当 に当 たっ ては、 議員 おっし ゃる とお

り、 そう いった よう な ことも 踏ま えま して照 会等 もかけ なが ら、

財源 に支 障を来 さな い ような 形で 活用 してま いり たいと 思っ てお

ります。

議 員お っしゃ られ ま すよう に、 目玉 となる よう な事業 、非 常に

この 基金 を使っ てや る ことに 意味 があ るよう な事 業、こ うい った

よう なも のにつ いて は 積極的 に充 てて いきた いと いうふ うに 考え

てお りま す。こ の基 金 は、今 米子 市が 持って いる 基金の 中で も一

番大 きな 基金に 育っ て きてお りま す。 これを ぜひ とも有 効に 活用

した いと いうこ とで 予 算編成 のほ うも 進めさ せて いただ きた いと

いうふうに考えております。

○稲田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 先 般も 市 民の方 とこ うい う話を しま した。 戸田 さん、

１９ 億円 も寄附 があ っ たんだ そう です ね、そ れで 米子市 にど んな

目ざ とい ような 施策 さ れるん です かっ て聞か れた んです けど 、な

かな か答 えにく い。 や はりそ うい うふ う観点 から いけば 、も っと

有効 的に 、今回 も８ ０ ０億円 の当 初予 算編成 をす るわけ です けど、

やっ ぱり 目ざと い、 市 民に分 かり やす いよう な予 算編成 を、 この

がい なよ なご応 援基 金 につい ての 充当 するよ うな 予算編 成も 私は

あっ てし かるべ きじ ゃ ないか と思 いま すので 、こ れは強 く私 は要

望しておきたいと思います。



次 に、 米子－ 境港 間 の高規 格道 路の 整備に つい て伺い たい と思

いま す。 この内 容に つ いては 、答 弁に もあり まし たよう に、 私た

ちも 議員 連盟を 設置 し て一生 懸命 頑張 ってお ると ころで ござ いま

すが 、そ の中で 、先 般 も岩﨑 会長 以下 、上京 しま して、 国土 交通

大臣 にも 陳情を 上げ た んです けれ ども 、要望 書を 提出し て、 要望

を受 理し ていた だい た んです けど も、 なかな か本 当に大 変で すけ

ど、 地元 の国会 議員 さ んとも 軌を 一に してこ の問 題につ いて は、

私は 今の 運動を する 必 要があ りま すし 、もう 一つ は、国 への 要望

もも っと もっと 活発 的 にやら なけ れば ならな いと いうふ うに 思う

んですが、その辺のところを伺っておきたいと思います。

○稲田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 米 子－ 境 港間の 高規 格道 路の整 備に ついて でご ざい

ます けれ ども、 例年 、 中国横 断道 岡山 米子線 の整 備促進 期成 同盟

会の 総決 起大会 、こ れ の来賓 とし て地 元選出 の国 会議員 の皆 様に

は参 加を してい ただ い ており ます し、 また上 京す る際に は、 他の

要望 と併 せまし てこ の 米子－ 境港 間の 高規格 道路 につき まし ても

重ね て要 望して いる と ころで ござ いま す。地 元の 選出の 国会 議員

の皆 様に つきま して は 、そこ から 国土 交通省 など に対し まし て尽

力を して いただ いて い るとい うふ うに 認識を して おりま すし 、来

年度 以降 も助言 など を いただ きな がら 要望活 動を 行いま して 、さ

らなる連携強化に努めたいと考えております。

○稲田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 先 ほど も 触れま した けど も、本 当に 斉藤国 土交 通大

臣に は本 当に大 変お 忙 しい中 、時 間を 取って いた だいて 、気 持ち

を酌 んで いただ きま し たけど 、本 当に 感謝を 申し 上げた いと 思い



ます 。こ の場を お借 り しまし て、 心よ り感謝 を申 し上げ たい と思

います。

次 に、 日野橋 の在 り 方につ いて 質問 してま いり たいと 思い ます。

日野 橋の 廃橋に つい て は多角 的な 意見 がある んで すけれ ども 、今

後の 維持 管理費 につ い てどれ ぐら い想 定され てお られま すか 、そ

こを伺っておきたいと思います。

○稲田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 今後の 維持 管理 費につ いて のお尋 ねで ござ

いま す。 現在の 通行 形 態を維 持す るた めの最 低限 の修繕 工事 につ

きま して は、３ 年間 で 約１２ 億円 を要 し、そ の後 も５年 ごと に行

う定 期点 検の結 果に よ り修繕 が必 要に なるこ とを 想定し てお りま

した が、 新たに 低濃 度 ＰＣＢ の含 有が 確認さ れた ことか ら、 今後

の全 体に 係る事 業費 、 工法の 把握 に努 めてい ると ころで ござ いま

して 、分 かり次 第、 委 員会等 を通 じて 議会に も報 告した いと 考え

ておるところでございます。

○稲田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 日 野橋 の 在り方 につ いて は多角 的に 議論が ある んで

すけ ども 、その 辺の と ころで 、い つ頃 そうい うめ どを出 され るの

か、その辺のところを伺っておきたいと思います。

○稲田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 いつ頃 その 結論 を出す のか という とこ ろで

ござ いま すけれ ども 、 今後の 在り 方に つきま して は、検 討委 員会

の結 果を 踏まえ まし て 、低濃 度Ｐ ＣＢ 除去に 伴う 修繕工 事が 完了

する 令和 ８年度 をめ ど に、内 部で 調整 を図り なが ら総合 的に 判断

をしたいと考えておるところでございます。



○稲田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 そ れで 判 断をさ れる わけ ですけ ども 、そこ で並 行し

てＰ ＣＢ の除去 工事 に ついて 入ら れる わけで すけ れども 、Ｐ ＣＢ

の除 去の 工事に つい て はいろ んな 意見 がある んで すけれ ども 、ど

れぐ らい の事業 費を 想 定され てお りま すか、 そこ を伺っ てお きた

いと思います。

○稲田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 ＰＣＢ の除 去に 伴う事 業費 でござ いま すけ

れど も、 事業費 につ い ては、 現在 、工 法及び 仮設 計画を 比較 検討

して おる ところ でご ざ いまし て、 概算 という とこ ろでご ざい ます

が、 １２ 億から ２０ 億 円程度 かか ると 想定を して るとこ ろで ござ

いま す。 令和６ 年度 の 詳細設 計に おい て詳細 な金 額をつ かん でい

きたいと考えておるところでございます。

○稲田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 巨 費を 投 じてい くん だと 。そこ で、 今やる 判断 めど

をい つに する、 令和 ８ 年度で した かい ね、そ の辺 のとこ ろで 工事

も並 行し ながら 今の Ｐ ＣＢの 除去 を令 和８年 度ま でにや ると いう

こと で、 めども 令和 ８ 年度に 出す とい うよう な考 え方で よろ しい

んですか。

○稲田議長 伊達都市整備部長。

○伊達都市整備部長 そのとおりです。

○稲田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 Ｐ ＣＢ も 除去せ ねば なり ません ので 、私た ちが 今、

同僚 の岡 田議員 とも こ ないだ 話し しと ったん です けれど も、 青木

橋は 約８ 億円か かっ た という こと でご ざいま す。 その辺 のと ころ



を考 えれ ば、今 の日 野 橋はト ラス 橋で 相当な 面積 あるで しょ うか

ら、 本当 に２０ 億円 で 終わる のか なと 私は危 惧感 を持っ てお るん

です けれ ども、 これ は あえて 答弁 は要 りませ んけ れども 、そ の辺

のと ころ は十分 に将 来 にわた って しん しゃく して いただ けれ ばと

いうふうに思います。

め どは 、令和 ８年 度 までに めど をつ けてい くん だと、 これ はも

う私も承知しましたんで、分かりました。

す みま せん、 飛ん だ ようで ござ いま して、 米子 アリー ナの 整備

につ いて 伺って おき た いと思 いま す。 米子ア リー ナの整 備に つい

ては、今のスケジュール感を伺いました。

そ こで 、米子 アリ ー ナに隣 接す る道 路につ いて 、これ から どう

する のか なと、 歩行 者 も相当 増え るん でしょ うけ どとい うふ うに

思う んで すが、 私は あ えてあ そこ を都 市計画 道路 にして 整備 をし

てい きた らどう かと い うふう な考 え方 を持っ てお るんで すが 、そ

の辺のところはいかがなもんでしょうか。

○稲田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 米子ア リー ナに 隣接す る市 道につ いて でご

ざい ます けども 、米 子 アリー ナ整 備後 は駅南 側か らの新 たな 人流

が生 まれ ること に対 し まして 、歩 行者 の動線 を確 保する こと が課

題に なっ ておる とい う ところ から 、歩 行者が 安心 ・安全 に通 行で

きる よう 、現在 整備 中 であり ます 駅南 広場へ のア クセス 道路 の市

道米 子駅 目久美 町線 の 道路整 備と とも に、旧 県道 の市道 昭和 町大

谷町 １号 線から 市道 昭 和町東 福原 線を 通って 向か うルー トを 主な

ルー トと いたし まし て 、例え ば加 茂川 放水路 沿い を通る ルー トな

ど、 その 他のル ート も 含めて 、歩 道整 備も視 野に 入れな がら 整備



内容を検討していきたいと考えておるところでございます。

○稲田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 そ れで 、 そうい う計 画路 線図っ てい うのは 、こ れ委

員会でいつ頃出せますか、それを伺っておきたいと……。

○稲田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 その路 線図 はい つ出せ るか という こと でご

ざい ます が、今 その 検 討をさ せて いた だいと ると ころで ござ いま

して 、で きるだ け早 く 、この 議会 に間 に合い ませ んけど も、 次の

議会 以降 、早め に示 し たいと いう こと で考え させ ていた だき ます。

○稲田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 と いい ま すのは 、私 たち も現地 を歩 いてい きな がら、

現地 も何 回も私 も歩 き ました けど も、 言っと られ ること 想定 がな

かな か難 しい部 分が あ ります ので 、路 線図を きち っと整 備さ れて、

委員 会等 でまた 説明 を してい ただ けれ ばとい うふ うに思 いま すの

で、これはよろしくお願いしたいと思います。

次 に、 荒廃農 地対 策 につい て伺 って みたい と思 います 。荒 廃農

地の 抑制 の観点 から 、 芝等農 産物 や地 元特産 物の 生産振 興を 私は

図る べき だ、新 たな 品 種です ね、 そう いうよ うな 生産振 興を 図っ

てい くべ きじゃ ない か と思い ます が、 その辺 はど のよう に計 画さ

れておられますか。

○稲田議長 赤井農林水産振興局長。

○赤 井農 林水産 振興 局 長 新 たな 農産 物及び 地元 特産物 の生 産振

興に つい てでご ざい ま すが、 新た な取 組とい たし まして 、境 港市、

鳥取 県、 バイオ マス 発 電事業 者と とも に早生 ヤナ ギをバ イオ マス

燃料 とし て活用 でき る かを協 議し てい るとこ ろで ござい ます 。ま



た、 来年 度にお きま し て、彦 名地 区の 耕作放 棄地 、特に 湿地 帯で

すが 、そ こを選 定し て 、早生 ヤナ ギの 育成状 況を 見るた めに 幾本

か植栽したいと考えているところでございます。

○稲田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 質 問す る 前に答 弁が あっ たんで すが 、彦名 地区 に試

験植栽をしていくんだというような形でございますね。

そ れは 、土地 条件 が 整って おる とい うよう な状 況下で すか 、そ

の辺を伺っておきたいと思います。

○稲田議長 赤井農林水産振興局長。

○赤 井農 林水産 振興 局 長 特 に湿 地帯 等では 植物 が生育 が難 しい

って いう のがあ りま す んで、 ヤナ ギだ ったら どう なんだ ろう かな

とい うと ころも 含め て 検討し たい と考 えてい ると ころで ござ いま

す。

○稲田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 そ の辺 の 地権者 の方 々と はそう いう 調整は もう 済ん

でおられるんですか。

○稲田議長 赤井農林水産振興局長。

○赤 井農 林水産 振興 局 長 市 が所 有す る土地 を考 えてい ると ころ

でございます。

○稲田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 了 解し ま した。 その 辺の ところ で市 が所有 する 土地

の有 効活 用を図 って い くとい う観 点か らも一 つう かがえ るわ けで

すけ ども 、その 辺の と ころを 実施 して いただ けれ ばなと いう ふう

に思います。

次 に、 中海・ 錦海 か わまち づく り計 画につ いて 質問し てま いり



たい と思 います 。か わ まちづ くり の計 画の具 現化 がなか なか 見え

てこ ない 。代表 質問 の 答弁で あり まし たけど も、 国の事 情に より

１年 間ず れ込ん で、 令 和７年 度に 完成 すると いう ような 内容 でし

たけ れど も、そ の辺 の 何か情 報が 出て こない し、 私たち もな かな

か理 解し ていな い。 何 か置き 去り にさ れてる よう な感が 私は 否め

ない んで すけど も、 や はりそ うい うふ うな状 況下 であれ ば、 もっ

と情 報提 供され て、 議 会にも 報告 すべ きと私 は思 います が、 その

辺はいかがですか。

○稲田議長 深田文化観光局長。

○深 田文 化観光 局長 かわま ちエ リア の整備 につ いてで ござ いま

すが 、今 現在、 現地 の ほう大 きな クレ ーンが 入っ て工事 して おり

まし て、 事情を 知ら れ ない方 から は、 そうい った 具現化 した もの

って いう のはま だ見 え てきて いな い状 況でご ざい ます。 先ほ ども

答弁 させ ていた だき ま したよ うに 、現 在、国 の工 事の延 伸の 影響

を受 けて おりま すが 、 今後、 地域 住民 の方で すと か観光 客の 方に

喜ん でい ただけ るよ う な中海 の豊 かな 自然に 親し むこと ので きる

憩い の場 所です とか 、 たたず める 場所 の整備 をし てまい りた いと

考えております。

ま た、 財源と して お ります 国の 補助 金につ きま しても 繰越 しの

手続 を進 めてお りま し て、今 後も 引き 続き国 及び 県と連 携い たし

まし て、 令和７ 年度 末 の整備 完了 を目 指して しっ かり取 り組 んで

まいります。

ま た、 完成に 向け ま して、 かわ まち エリア を地 域住民 の方 や観

光客 の憩 いの場 とし て 利用し てい ただ けるよ う、 できた 後に 市民

の皆 さん に使っ てい た だくと いう こと が大事 だと 思いま すの で、



しっ かり そうい った Ｐ Ｒもし てま いり たいと 思い ますし 、そ うい

った 情報 につい ても 逐 次議会 のほ うに 報告し てま いりた いと 思い

ますので、よろしくお願いいたします。

○稲田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 １ 年間 ず れ込む って いう ことは 、や っぱり 大き な損

失で すよ ね、市 民に と っても 。そ れは 事情が 国の 事情で 仕方 がな

い、 資材 調達か 何が あ ったか 私は よく 理解し ませ んけれ ども 、局

長、 そう いうと ころ は 小出し であ って も、大 きな 事業で すの で、

遅れ があ るなら 遅れ が あると いう よう な私は 報告 があっ ても しか

るべ きだ と思う し、 市 民に対 して もＰ Ｒをし てい かない と、 もう

シン ボリ ックな たた ず まいの ゾー ンを 描いて いく んだと 、大 きな

フレ ーズ が掲げ られ た わけで すか ら、 それが １年 間遅れ ると いう

こと は、 私は何 か理 解 できな い部 分も あるけ れど も、国 のほ うが

遅れ があ ったか らと い うこと でそ れは 了とし ます けれど 、そ うい

うふ うな 足跡、 経過 は きちっ と市 民に 対して 説明 すべき だと 私は

思い ます ので、 その 辺 の機会 を捉 まえ て、そ うい うふう な対 応を

して いた だけれ ばな と いうふ うに 思い ます。 これ は要望 しと きま

す。

次 に、 農業者 の後 継 不足対 策に つい て伺っ てお きたい と思 いま

す。 後継 者不足 に対 し ては、 市長 の答 弁にあ りま したよ うに 、高

齢化 と言 われる よう な ものが 要因 であ ろうと いう ふうに 伺っ たん

です が、 やはり 農業 に 対する 魅力 が私 は見い だせ ない。 魅力 をも

っと 発信 すべき では な いかと 私は 思う んです が、 農林水 産振 興局

長、その辺はどのようになっていますか。

○稲田議長 赤井農林水産振興局長。



○赤 井農 林水産 振興 局 長 農 業に 対す る魅力 発信 等につ いて でご

ざい ます が、本 市に お ける農 業の 魅力 発信に つき まして は、 本市

ホー ムペ ージに おい て 、白ネ ギ、 ブロ ッコリ ー等 の特産 品の 情報

を紹 介し ている ほか 、 新規就 農希 望者 向けに 先輩 農業者 の就 農体

験談 を掲 載する など し て農業 の魅 力を 発信し てい るとこ ろで ござ

います。

ま た、 今後、 特に 本 市の主 要農 産物 である 白ネ ギにつ いて 、今

年度 策定 しまし た弓 浜 地区白 ねぎ 産地 の生産 振興 プラン に基 づき、

ＪＡ 鳥取 西部や 鳥取 県 などの 関係 機関 と連携 の上 、ＳＮ Ｓ広 告を

はじ めと した様 々な 媒 体を活 用し た魅 力発信 に努 めてい ると ころ

でございます。

○稲田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 そ こで 、 市長の 答弁 であ りまし たけ ども、 地域 計画

を策 定し て今後 進ん で いくん だと いう ふうな 形を 伺った んで すが、

地域 計画 の今の 進捗 状 況、そ れを まず 伺って おき たいと 思い ます。

○稲田議長 赤井農林水産振興局長。

○赤 井農 林水産 振興 局 長 本 年２ 月よ り春日 、巌 地区を 皮切 りに、

今後 の農 地の在 り方 に ついて 計画 を策 定し始 めた ところ でご ざい

ます 。順 次地域 に出 向 いて策 定を 進め てまい るつ もりで ござ いま

す。

○稲田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 こ の地 域 計画の 策定 の意 義って いう のは、 今後 、国

の補 助金 等の要 綱に 資 するよ うな 考え 方でこ れを 地域計 画を 策定

する とい う考え 方で ご ざいま すか 、そ の辺の とこ ろを確 認し てお

きたいと思います。



○稲田議長 赤井農林水産振興局長。

○赤 井農 林水産 振興 局 長 国 が令 和７ 年３月 まで に策定 する こと

を義 務づ けてお りま し て、今 後、 国庫 補助事 業の 採択要 件と して

地区 計画 の策定 が必 要 になる ため 、現 在策定 を急 いでい ると ころ

でございます。

○稲田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 そ の辺 の 地域計 画策 定の 意義と いう のは関 係者 の方

にも 十分 に理解 願っ て 、その 辺の とこ ろを強 く私 は進め てい かな

けれ ばな らない ので は ないか なと いう ふうに 思い ますの で、 これ

はひとつよろしくお願いしたいと思います。

次 に、 飛びま すけ れ ども、 下水 道施 設の再 構築 につい て伺 って

いき たい と思い ます 。 今の下 水道 施設 の更新 につ いては 、こ れは

答弁 であ りまし たけ れ ども、 今の 老朽 化対策 をし ていか なけ れば

なら ない 、施設 の更 新 をして いか なけ ればな らな いとい うふ うに

答弁 があ ったん です け ど、そ こで 、今 の概算 費用 、どれ ぐら いの

費用 を見 込んで おら れ ますか 。そ れと また、 スケ ジュー ル感 、そ

の辺のところを伺っておきたいと思います。

○稲田議長 遠藤下水道部長。

○遠 藤下 水道部 長 下 水道施 設更 新に かかり ます 概算事 業費 につ

いて でご ざいま すが 、 主要施 設の 処理 場と８ か所 の中継 ポン プ場

に要 しま す事業 費と い たしま して 、令 和６年 度か ら１４ 年度 まで

の９年間で約１７３億円を見込んでございます。

続 いて 、今後 のス ケ ジュー ルに つい てのお 尋ね もござ いま した

が、 まず 、内浜 処理 場 につき まし ては 、し尿 処理 施設の 米子 浄化

場の 施設 老朽化 の進 行 に伴い まし て、 令和１ ４年 度に県 の西 部圏



域の し尿 処理施 設の 供 用開始 、こ れを バック キャ スティ ング とし

て設 定を いたし まし て 、全体 の工 程を 調整し てお ります 。ま た、

皆生 処理 場につ きま し ては令 和６ 年度 に耐震 診断 を実施 し、 令和

７年 度か ら水処 理施 設 の耐震 化や より 高性能 な設 備への 更新 を順

次行っていくこととしております。

○稲田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 そ れで 聞 き取り のと きに 話をし たん ですが 、概 算で

１７ ３億 円見込 んど ら れると いう こと で、こ れは 国の補 助金 は５

０％ぐらいですか、その辺のところ分かりますか。

○稲田議長 遠藤下水道部長。

○遠藤下水道部長 ５０％でございます。

○稲田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 ５ ０％ で 、起債 充当 率が ９０％ ぐら いです かね 。そ

うす れば ある程 度、 本 市の負 担も 相当 なもの があ るんで はな いか

なと 思い ますが 、令 和 ６年度 から 令和 １４年 度の ９年間 で約 １７

３億 円を 見込ん でる と いうこ とで ござ います ので 、この 辺の とこ

ろも 十分 に国の 補助 金 等を活 用し なが ら、一 般財 源の負 担を 、一

般財 源じ ゃなく て、 企 業債等 も出 てく んでし ょう けども 、そ の辺

のと ころ で、予 算措 置 を十分 に探 求し ていた だき たいと いう ふう

に思います。

そ こで 心配し ます の は、下 水の 処理 という のは 毎日止 まり ませ

んの で、 今の施 設の 基 幹改良 工事 をす る中で 、処 理工程 に支 障が

ない のか あるの か、 そ の辺の とこ ろを 伺って おき たいと 思い ます。

○稲田議長 遠藤下水道部長。

○遠 藤下 水道部 長 下 水処理 場で は、 各家庭 、事 業所、 店舗 等か



ら絶 えず 流入し てき ま す下水 を適 正に 処理し てい く必要 がご ざい

ます 。し たがい まし て 、下水 道施 設の 更新に 当た りまし ては 、限

られ た処 理場敷 地内 で 水処理 施設 、汚 泥処理 施設 、管理 棟な ど下

水処 理機 能の確 保を 最 優先に 考え 、段 階的に 施設 整備を 行っ てい

く計 画と してお り、 下 水処理 工程 に支 障がな いよ う進め てま いり

たいと考えてございます。

○稲田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 十 分に 検 討され て、 処理 工程に 支障 のない よう な範

囲内 の中 でこの 基幹 改 良工事 に向 かっ ていた だけ ればな とい うふ

うに思います。

次 に、 今の米 子市 の 下水道 事業 会計 につい て伺 ってお きた いと

思い ます 。７９ ４億 円 の負債 総額 があ るわけ です けれど も、 その

うち の４ １４億 円が 企 業債と いう こと で、大 体３ ０年か ら４ ０年

の償 還金 を考え れば 年 に１０ 億円 とい うふう な形 になる んで すけ

ども 、そ のよう な組 立 てをし てお られ るかど うか 分かり ませ んけ

れど も、 そのよ うな 内 容でよ ろし いで しょう か。 どのよ うに 今後

の返 済計 画を立 案し と られる か、 その 辺のと ころ を伺っ てお きた

いと思います。

○稲田議長 遠藤下水道部長。

○遠 藤下 水道部 長 負 債の件 でご ざい ますが 、議 員言わ れま すよ

うに 支払 いを伴 いま す 負債の 大部 分が 企業債 でご ざいま して 、約

４１ ４億 3,６ ０ ０ 万 円 で ご ざ い ま す が 、 企 業 債 は 償還年 数が ３０

年な いし ４０年 と長 期 にわた りま すた め、急 激に 残高が 減る こと

はご ざい ません が、 償 還計画 に基 づき 、順次 償還 してい く予 定と

して おり ます。 また 、 国の制 度を 活用 いたし まし て、償 還額 の平



準化 を図 ること や経 営 合理化 の成 果を 上げる こと で償還 に必 要な

資金 計画 につい ても よ り一層 安定 的な ものに なる よう努 力し てま

いりたいと思っております。

○稲田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 そ こで 、 今、部 長が 答弁 された よう に国の 制度 を活

用し て償 還金を 平準 化 すると いう 内容 ですけ ども 、これ 具体 的に

どういうような内容ですか。

○稲田議長 遠藤下水道部長。

○遠 藤下 水道部 長 今 までで すと 平準 化債と いう ものが ござ いま

して 、そ れを活 用し て おりま した けど 、今ま での 平準化 債は 企業

債の 元金 償還金 につ い て借入 れを する ことが でき たとい うも ので

すけ ど、 新たな 平準 化 債とい たし まし ては、 既に 借り入 れた 資本

費平 準化 債の元 金償 還 額につ いて 資本 費平準 化債 の借入 れが でき

ると 。借 入れを でき る 範囲が 広が った という こと でござ いま すの

で、 そう いった 制度 も しっか りと 活用 してい きた いと思 って おり

ます。

○稲田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 理 解し ま した。 次に 、水 道広域 連携 につい て伺 って

いき たい と思い ます 。 水道広 域連 携の 事務ス ケジ ュール につ いて

まず伺ってみたいと思います。

○稲田議長 朝妻水道局長。

○朝 妻水 道局長 水 道 事業の 広域 連携 のスケ ジュ ールに つい ての

お尋 ねで ござい ます 。 現在、 鳥取 県西 部域に おき まして は、 各市

町相 互に メリッ トの あ る案件 から 順次 連携に 着手 してお りま して、

水道 の水 質検査 につ き まして は、 令和 ５年度 、今 年度か ら近 隣３



町の 一部 検査を 受託 し 、令和 ７年 度か らは西 部域 全６町 を対 象に

全て の項 目での 検査 を 受託す るこ とと してい ると ころで ござ いま

す。

ま た、 これま で近 隣 市町合 同で 技術 研修な どを 行って きて おり

ます が、 本年度 、令 和 ５年度 には 合同 防災訓 練を 実施し てお りま

して 、今 後頻発 する 激 甚災害 に備 え、 さらな る災 害対応 能力 の強

化、 技術 力の向 上を 目 指し、 これ まで 以上に 研修 、訓練 を行 って

いきたいと考えております。

そ のほ か、鳥 取県 西 部域の 水道 技術 等に関 する 連携協 定に 基づ

く推 進協 議会を 定期 的 に開催 し、 市町 相互に 利益 効果の ある 施策

につきまして、引き続き検討していくこととしております。

○稲田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 先 般も １ 月１日 に能 登半 島地震 が起 きまし たよ うに、

やは り水 道の復 旧と い うのは すご く求 められ てい るとこ ろな んで

すが 、そ こで、 いろ ん な市民 から も意 見をい ただ くんで すけ ど、

西部 地域 が一元 化と な って水 道行 政を 担った らど うかと いう よう

な御 意見 も伺う んで す けど、 その 辺の ところ はど のよう にお 考え

ですか。

○稲田議長 朝妻水道局長。

○朝 妻水 道局長 将 来 的に水 道行 政が 西部一 元化 となる 可能 性に

つい ての お尋ね でご ざ います けれ ども 、中山 間地 を多く 抱え る本

地域 にお きまし ては 、 現状で は市 町の 境を越 えた 施設統 合な どは

地形 的に 困難で あり ま す。ま た、 各市 町、料 金体 系や財 政状 況、

施設 更新 水準等 、格 差 がござ いま して 、経営 統合 を実現 する ため

には 多く の課題 を抱 え ている こと から 、西部 域の 一元化 の実 現に



つい ては 長期間 を要 す るんで はな いか という ふう に考え てお りま

す。

○稲田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 水 道局 の 内部で もそ うい うふう なお 話、検 討、 研究

って いい ますか 、そ う いうふ うな 内容 はまだ され ておら れな いで

すか。

○稲田議長 朝妻水道局長。

○朝 妻水 道局長 西 部 域の統 一に つい ての研 究と いうこ とで ござ

いま すが 、現時 点で は 、中で の検 討も 、まず は連 携でき るこ とか

ら詰 めて いきま して 、 将来的 に、 時間 はかか りま すが、 そう いっ

た方 向に 向かう とい う ような とこ ろま では話 をし ており ます が、

具体 的に 経営統 合、 西 部一元 とい うと ころに は至 ってご ざい ませ

ん。

○稲田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 分 かり ま した。 その 辺の ところ も求 められ てく る時

期が ある かもし れま せ んので 、そ の辺 のとこ ろは 、用意 周到 とい

いま すか 、そう いう ふ うな研 究は 十分 になさ れて おくべ きで はな

いか なと 私は思 いま す けれど も、 先ほ ど答弁 があ ったよ うに 、西

部一 元化 、なか なか 難 しい部 分が ある んでし ょう けど、 その 辺は

十分に探求してみてくださいませ。

次 に、 今のダ ウン サ イジン グに つい てはど のよ うに進 捗さ れて

おられますか、その辺を伺っておきたいと思います。

○稲田議長 朝妻水道局長。

○朝 妻水 道局長 広 域 連携に おき ます ダウン サイ ジング につ きま

して は、 令和４ 年度 末 に策定 され まし た鳥取 県水 道広域 化推 進プ



ラン にお きまし て、 西 部圏域 の唯 一の ダウン サイ ジング 施策 とい

たし まし て、令 和３ ７ 年度を 目途 に米 子市と 伯耆 町の一 部の 配水

施設 の統 廃合が プラ ン 化され てお りま すが、 しか しなが ら、 該当

する 水源 地の保 有水 量 に余裕 がな いこ と、ま た配 水管及 び接 続管

の管 路整 備にか なり 多 額の投 資が 必要 である こと から、 なか なか

回収 する 見込み が難 し いとい うこ とで 、現段 階で は実現 の可 能性

は低いのではないかと考えております。

た だ、 本市水 道事 業 におき まし ては 、施設 、管 路のダ ウン サイ

ジン グと いいま すの は 経営安 定化 に向 けた重 要な 施策で ござ いま

す。 本市 水道事 業の 給 水区域 内に おき まして は、 引き続 き施 設、

管路 の更 新に併 せま し て計画 的、 継続 的に実 施し てまい りた いと

いうふうに考えております。

○稲田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 ダ ウン サ イジン グに つい ては、 今答 弁があ りま した

経営 の安 定化に 一番 資 する内 容だ とい うこと でご ざいま すの で、

その 辺の いろん な紆 余 曲折あ るで しょ うけれ ども 、今後 積極 的に

この 内容 を進め てい た だけれ ばな とい うふう に思 います ので 、こ

れは要望しておきたいと思います。

次 に、 道路照 明灯 の 整備に つい て伺 ってみ ます 。答弁 にも あり

まし たけ れど、 箕蚊 屋 ・尚徳 中学 校等 につい ては 、通学 路に 照明

が少 ない ってい うふ う に伺い ます 。殺 伐化し た中 で、ま た変 質者

も出 られ るよう なこ と も仄聞 する わけ ですけ れど も、や はり 早急

に通 学路 の照明 につ い ては私 は整 備す べきで ない かとい うふ うに

思うわけですが、その辺のところはいかがでしょうか。

○稲田議長 八幡総合政策部長。



○八 幡総 合政策 部長 通学路 に係 る照 明灯の 設置 につい ての お尋

ねで ござ います が、 通 学路の 照明 灯に つきま して は、ま ずは 学校

関係 者、 そして 地元 の 自治連 合会 など ととも に、 市長の 答弁 でも

あり まし たけど も、 早 急に点 検調 査を 行いま して 、必要 とさ れる

箇所 につ いて、 具体 的 な対策 につ いて 、これ の検 討を始 める こと

としているところでございます。

○稲田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 私 も通 学 路のす ぐ近 くに 住んで おる わけで すけ れど

も、 女子 学生が 真っ 暗 の５時 半頃 に帰 ってく る、 多々よ く見 ます。

そう いう ふうな こと か ら考え れば 、照 明灯が あれ ばそう いう ふう

な防 犯に もなる わけ で すので 、防 犯灯 ではな くて 、街路 灯で すか、

そう いう ふうな 整備 を 私はす べき でな いかと 思い ます。 一歩 進ん

で、 連合 会との 意見 調 整を図 って みた いとい うよ うな前 向き な答

弁で した ので、 了と し ますけ ども 、こ の問題 につ いても 、私 も５

回も ６回 も議論 しと る んです が、 なか なか進 まな い面が あり ます。

子ど もっ ていう のは 私 たちの 財産 です ので、 私た ちが守 る義 務が

ある と思 うんで す、 責 務が。 その 辺の ところ を十 分に踏 まえ て今

後対応していただければなというふうに思います。

次 に、 内陸型 工業 団 地の整 備に つい て伺っ てみ たいと 思い ます。

安来 市に 出雲村 田製 作 所が進 出さ れる という ふう に伺っ てる んで

すが、その背景、内容についてまず伺っておきたいと思います。

○稲田議長 若林経済部長。

○若 林経 済部長 出 雲 村田製 作所 の安 来市へ の進 出計画 につ いて

でご ざい ます。 我々 も このた びの 報道 で把握 した ところ でご ざい

まし て、 報道に より ま すと、 今回 の進 出計画 に伴 う用地 造成 は、



島根 県に よる初 めて の オーダ ーメ ード 方式の 用地 造成事 業で ござ

いま して 、昨年 ９月 に 都市計 画マ スタ ープラ ンが 修正さ れ、 安来

イン ター チェン ジか ら ２キロ の位 置で 新たな スマ ートイ ンタ ーの

設置調査が行われていると伺っております。

○稲田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 私 もび っ くりし まし た。 オーダ ーメ ード方 式な んで

すね 。オ ーダー メー ド 方式で はな かな かでき ない んです けど も、

本当 にす ばらし い内 容 だった かな と思 うんで すけ ども、 逆に 言え

ば、 米子 市に出 雲村 田 製作所 進出 して いただ けれ ばあり がた かっ

たか なと いうふ うに 思 うんで すけ れど も、そ れは もうで きま せん

けれ ども 、そこ で、 米 子イン ター 西工 業団地 も完 売され まし た。

そう いう ふうな 市長 の 答弁も あっ たん ですが 、本 市には 工業 団地

がほ ぼな い状況 下で す けども 、そ の現 状分析 、ど のよう に分 析さ

れておられますか、それを伺っておきたいと思います。

○稲田議長 若林経済部長。

○若 林経 済部長 本 市 の工業 用地 の状 況、現 状分 析につ いて でご

ざい ます 。議員 がお っ しゃら れま した とおり 、米 子イン ター 西産

業用 地に 関しま して は 、もう 既に 売り 込み先 が決 まって おり ます。

よっ て、 崎津の ほう に 僅か１ 区画 、そ れから 米子 市が、 経済 戦略

課が 現在 所管を して お りませ んが 、先 ほど議 場で 答弁い たし まし

た石 州府 のほう に僅 か な区画 を持 って いると いう ことで 、分 譲可

能な一定規模の産業用地はほぼないという状況でございます。

○稲田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 ほ ぼな い 状況だ とい うこ とは私 は理 解しま すけ れど

も、 そこ で、今 の類 似 施設の 鳥取 市や 倉吉市 、境 港市等 の工 業団



地の保有状況、まずその辺を伺っておきたいと思います。

○稲田議長 若林経済部長。

○若 林経 済部長 近 隣 の他市 の工 業団 地の状 況で ござい ます 。各

市役 所に 確認い たし ま したと ころ 、鳥 取市は ２つ の工業 団地 に５

区画 、 8.７ ヘ ク タ ー ル を 保 有 し て お り ま す 。 境港 市は竹 内工 業団

地に 4.１ ヘ ク タ ー ル を そ れ ぞ れ 分 譲 中 で ご ざ いま す。倉 吉市 と安

来市は分譲可能な事業用地はないということでございました。

さ らに 、今後 につ い て伺っ たと ころ 、鳥取 市は 今年度 適地 を調

査さ れた とのこ とで す が、そ のほ かの ３市は 造成 予定な しと 伺っ

ております。

○稲田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 鳥 取市 で は 8.７ ヘ ク タ ー ル で す か 、 境 港 市 も 4.１ ヘ

ク タ ー ル と い う よ う な 工 業 団 地 を 保有 してい ると いう状 況下 でご

ざいます。

し かし ながら 、本 市 は今、 石州 府工 業団地 と崎 津工業 団地 に少

しだ け残 ってお ると い う状況 下な んで すけれ ども 、やは り私 は幾

度も この 議会で も議 論 します よう に、 都市間 競争 に勝つ ため には

工業 団地 にある 程度 ス トック する べき ではな いか と私は 思う んで

す。 そう いうふ うな 形 で、今 オー ダー メード 方式 ってい うの が一

番い いん でしょ うけ れ ども、 それ もな かなか 難し い面が 側面 的に

ある んで すけれ ども 、 工業団 地を ある 程度整 備を して保 有を して

いく とい うのは 一つ の 考え方 では なか ろうか なっ て私は 推測 する

んですけど、その辺の考え方を伺っておきたいと思います。

○稲田議長 若林経済部長。

○若 林経 済部長 先 ほ ど市長 答弁 をい たしま した とおり 、新 たな



産業 用地 の必要 性は あ ると考 えて おり まして 、部 内の検 討を 経て、

手法 も含 め、全 庁で の 検討に 入っ てい るとこ ろで ござい ます 。御

指摘 のと おり、 企業 の ニーズ は米 子イ ンター チェ ンジを 含む 山陰

道の 沿線 に集中 して い ると考 えて おり ますの で、 米子イ ンタ ーチ

ェン ジ周 辺も有 力な 候 補地と して 考え 、イン フラ の整備 状況 など

を総 合的 に勘案 し、 候 補地を 絞り 込ん でまい りた いと考 えて おり

ます。

○稲田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 先 に答 弁 があっ たん です けど、 そう いうふ うな 状況

で、 本市 もやは り都 市 間競争 に打 ち勝 つため にも 工業団 地を 整備

して 、対 応して いく ん だとい う私 は姿 勢が問 われ ると思 いま す。

全庁 的に 取り組 むと い うこと でご ざい ますの で、 しっか り頑 張っ

ていただきたいというふうに思います。

次 に、 子ども ・子 育 て、子 ども 貧困 対策に つい て伺っ てい きた

いと 思い ます。 子ど も 貧困対 策に つい ていろ いろ と答弁 いた だい

たん です が、詳 細的 な 事務対 応は どの ように して おられ るの か、

その辺のところを伺っておきたいと思います。

○稲田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 子ど もの 貧困 対策に 係る 詳細な 事務 対応

につ いて でござ いま す が、一 部の 例と いたし まし て、困 難を 抱え

た児 童生 徒の発 見や 問 題の解 決を 援助 いたし ます スクー ルソ ーシ

ャル ワー カーの 配置 の 強化、 独り 親家 庭及び 生活 保護受 給世 帯の

子ど もの 学習を 支援 い たしま すこ ども ☆みら い塾 の実施 、子 ども

たち が地 域の大 人と 一 緒に食 事や 学習 等の活 動を 行い、 孤立 防止

等を 推進 するこ とが で きる子 ども 食堂 などの 立ち 上げ支 援、 広報



及び 食材 確保の 支援 の 実施、 こど も総 合相談 窓口 の設置 によ りま

す相 談体 制の強 化、 あ と、ご みの 有料 化に伴 う生 活困窮 者な どの

経済 的負 担の軽 減に 配 慮いた しま した 家庭廃 棄物 処理手 数料 負担

軽減事業の実施など、幅広く実施しているところでございます。

○稲田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 そ こで 、 答えら れな けれ ば仕方 があ りませ んけ ども、

子ど も食 堂の立 ち上 げ 支援と いう こと ですが 、市 内に何 か所 ぐら

いあ るん でしょ うか 、 分かり ませ んか 、分か らな かった らい いで

す。

○稲田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 何か 所あ るか ってい うこ となん です けど、

ちょ っと 今詳細 な数 は 分から ない んで すけど 、十 数か所 とい うこ

とは分かっております。

○稲田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 市 民か ら も子ど も食 堂が 結構あ るん ですね って 聞か

れま す。 どこに 子ど も 食堂が ある か私 もなか なか 分から ない 部分

もあ りま すけど 、ま た よろし かっ たら そうい う場 所なり 、そ うい

う情 報を 提供し てい た だけれ ば。 市民 にもや はり 提供を 、私 はＰ

Ｒし てい くべき だと い うふう に思 いま すんで 、そ の手だ て、 すべ、

その 辺の ところ を十 分 に検討 して いた だきた いと いうふ うに 思い

ます。

次 に、 都市計 画マ ス タープ ラン につ いて伺 って まいり たい と思

いま す。 伯耆大 山駅 並 びに河 崎駅 周辺 につい ては 、規制 緩和 され

て、 大き な今の 都市 構 造が変 革さ れた のかな とい うふう に思 いま

すので私は評価をしております。



し かし ながら 、市 街 化調整 区域 内の 人口減 少は 顕著で あり ます。

私た ちの 隣の校 区に つ いても 相当 なス ピード で人 口減少 が起 きて

るわ けで すが、 そう し た中で 、や っぱ りもっ と市 街化調 整区 域内

にお いて も積極 的な 規 制緩和 を私 はす べきだ と思 います が、 その

辺はどうでしょうか。

○稲田議長 八幡総合政策部長。

○八 幡総 合政策 部長 市街化 調整 区域 の積極 的な 規制緩 和に つい

ての お尋 ねでご ざい ま すが、 先ほ ど議 員がお っし ゃいま した よう

に、 令和 元年１ ２月 か らは鉄 道駅 周辺 地区に おい て規制 緩和 をさ

せて いた だいた とこ ろ でござ いま すし 、これ まで いわゆ る住 居系

とい いま すか、 そう い う人口 減少 対策 といた しま しては 、平 成２

１年 、平 成２９ 年、 令 和２年 、令 和３ 年にそ れぞ れ市街 化区 域に

隣接 をし たとこ ろの 自 己用住 宅の 建築 ですと か、 大規模 連檐 区域

でな い小 規模集 落等 の 住宅の 建築 です とか、 空き 家等を 活用 した

県外 等か らの移 住で す とか、 県外 の移 住とい う人 的要件 をさ らに

廃止 した とか、 そう い うよう な規 制緩 和をし てい るとこ ろで ござ

いま す。 今後に つき ま しても 、そ うい う規制 緩和 の需要 があ ると

いう こと でござ いま す ので、 その 地区 の特性 に合 わせて 、私 ども

とい たし まして は柔 軟 に対応 して まい りたい と、 そうい うふ うに

考えているところでございます。

○稲田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 そ の答 弁 にあっ た内 容に ついて 私は ある程 度理 解し

とる んで すけど 、私 の 隣接す るＡ 地区 につい ては 、今の 伯耆 大山

駅か らの ５００ メー ト ル規制 緩和 にお いてあ る程 度開発 が進 んで

きた と。 しかし なが ら 、隣の Ｂ地 区は 市街化 調整 区域で 、人 口減



少も 顕著 であっ て、 な かなか 開発 が進 まない とい うよう な両 極端

な事 例が あるわ けで す けれど も、 やは りそう いう ふうな こと を考

えれ ば、 市街化 調整 区 域につ いて もあ る程度 規制 緩和の 方策 を検

討す べき でない かな と 私は思 うん です けれど も、 そこで 、地 区の

特性 に合 わせて とい う ような 答弁 があ ったで すけ れども 、そ うい

うふ うな 状況も 十分 に 加味し た内 容の 緩和と いう のは具 体的 に図

られ てい かない のか 、 もう一 つは 、地 区計画 を策 定して 、そ うい

うふ うな 規制緩 和を 促 進して いく とい うよう な手 だても 私は 一つ

ある んで はない かと 思 います が、 その 辺のと ころ はどう でし ょう

か。

○稲田議長 八幡総合政策部長。

○八 幡総 合政策 部長 市街化 調整 区域 におけ る地 区計画 、そ れの

促進 など につい ての お 尋ねだ とい うふ うに思 いま すけど も、 この

地区 計画 の策定 の促 進 につき まし ては 、運用 基準 の策定 及び 改正

後に 本市 のホー ムペ ー ジに掲 載を した ほか、 不動 産関係 の団 体等

につ いて のお知 らせ の 文書な どを 送付 して周 知を 図って いる とこ

ろで ござ います 。ま た 、関係 団体 の研 修会等 にお きまし ては 、郊

外に おけ る土地 利用 の 規制緩 和に つい て説明 をさ せてい ただ いて

いる とこ ろでも ござ い ますし 、そ れぞ れ、南 部の ある地 区で ござ

いま すけ ども、 地区 の まちづ くり を考 える会 には 複数回 出向 いて

制度 の説 明をさ せて い ただい たと ころ でござ いま す。ま た、 この

地区 計画 の策定 等に 関 しての 土地 利用 の規制 につ きまし ては 、私

が直 接都 市創造 課長 と 、例え ば金 融機 関に訪 問す るなど して 、そ

うい うこ との説 明を さ せてき てい ただ いた、 そう いう経 過も ござ

います。



今 後も やはり この 地 区計画 制度 につ いては 、様 々な媒 体、 そし

て研 修会 などに よっ て 周知を 図っ てい きたい とい うふう に考 えて

おり ます し、先 ほど の 繰り返 しに なり ますけ ども 、やっ ぱり その

辺りは柔軟に対応すべきことかなというふうに考えております。

○稲田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 住 民の 方 にして みれ ば、 地区計 画っ て何で すか って

いう 方も おられ ます 。 そうい うふ うな すべ、 手だ てをあ る程 度住

民に も提 供しな がら 、 本市が 誘導 して いくと いう ような スタ ンス

があ って もいい んじ ゃ ないか なと 私は 思うん です 。そう いう こと

でい けば 、情報 をも っ と提供 して 、情 報を過 多に しなが ら、 今の

地域 の方 々とと もに 地 区計画 を策 定し ていく んだ という よう な一

つの 考え 方があ って も いいと 思い ます し、不 動産 関係者 にも そう

いう ふう な情報 提供 も どんど ん出 して おられ ると いうこ とで ござ

いま すの で了と しま す けれど も、 やは りその 辺の 、なぜ 私た ちの

まち だけ が取り 残さ れ ている んで しょ うかね とい うよう な地 権者

の、 地権 者とい うか 、 そうい う区 民の 方にも お話 をいた だき まし

た。 その 辺のと ころ も 十分に 酌み いた だいて 、今 後のこ の規 制緩

和等 につ いてあ る程 度 立ち向 かっ てい ただけ れば という ふう に思

いますので、要望しておきたいと思います。

次 に、 都市計 画道 路 の整備 につ いて 伺って みた いと思 いま す。

都市 計画 道路の 整備 は 、まち の在 り方 を変貌 させ る大き な施 策で

あろ うと いうふ うに 理 解して おり ます けど、 その 現状分 析に つい

て伺っておきたいと思います。

○稲田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 都市計 画道 路整 備の現 状分 析につ いて とい



うこ とで ござい ます 。 都市計 画道 路は 、良好 な都 市環境 を確 保す

る上 で重 要な都 市施 設 でござ いま して 、その 整備 により 交通 の円

滑化 のみ ならず 、市 街 地の形 成等 に寄 与する こと は認識 して おる

とこ ろで ござい ます 。 令和３ 年２ 月に 一部供 用開 始しま した 市道

安倍 三柳 線は、 周辺 道 路の渋 滞緩 和に 非常に 寄与 したと いう こと

で感 じて おると ころ で ござい ます 。現 在は、 引き 続き安 倍三 柳線、

皆生温泉環状線の整備を推進しているところでございます。

こ れま での都 市計 画 道路の 整備 は、 渋滞緩 和等 の視点 から 、郊

外へ と都 市計画 道路 が 整備さ れて きま した。 結果 として 、郊 外が

町な かと 比べて 便利 に なった と考 えら れてお ると ころで ござ いま

す。 今後 は歩行 者と 公 共交通 中心 の歩 いて楽 しい まちづ くり 及び

コン パク ト・プ ラス ・ ネット ワー クの 視点を 持ち 、適切 な時 期に

適切 な見 直しを 行い 、 必要性 、重 要性 を整理 する 必要が ある と考

えておるところでございます。以上です。

○稲田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 適 切な 時 期に適 切な 見直 しを行 い、 必要性 、重 要性

を整理する必要があります。これはよく理解します。

し かし ながら 、市 長 の答弁 であ りま したよ うに 、今の 進捗 率が

８７ ％で したか 、都 市 計画道 路。 あと １３％ とい うふう に思 われ

がち です けれど も、 都 市計画 道路 の整 備って いう のは私 はま だ薄

いと 思い ます。 米子 駅 車尾線 の答 弁で ありま した けど、 これ から

都市 計画 道路に 整備 を してい くん だと いうよ う、 構想で すか 、そ

うい うふ うにあ るん で すけど も、 私は もっと 本市 にとっ て、 ここ

が都 市計 画道路 なの か どうな のか とい うよう な内 部検討 は十 分に

私は され るべき だと 思 うんで す。 ただ 単に今 まで あった もの を、



それ を実 施する のか し ないの かと いう 議論で はな くて、 まち が変

貌し とる わけで すか ら 、その 変貌 する に備え て、 米子市 像も 描い

てい かな ければ なら な い。そ うい うふ うな観 点か らいけ ば、 都市

計画 道路 の整備 って い うのは 私は 重た いもん だと いうふ うに 思っ

ておりますが、その辺はいかがですか。

○稲田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 先ほど も申 し上 げまし たよ うに、 都市 計画

道路 は都 市景観 を形 成 する上 で大 変重 要なも のだ という こと で認

識し てお るとこ ろで ご ざいま す。 議員 がおっ しゃ るとお り、 まち

の在 り方 も変貌 させ る もんだ とい うこ とで認 識し ておる とこ ろで

ござ いま して、 その 重 要性は しっ かり 認識し てお るとこ ろで ござ

います。

○稲田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 都 市計 画 道路に つい ては 、県と 連携 を密に しな けれ

ばな りま せんけ れど も 、その 辺の 県と の連携 調整 ってい うの はど

のよ うに 図られ てお ら れます か、 その 辺の足 跡を 伺って おき たい

と思います。

○稲田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 鳥取県 との 連携 という お尋 ねでご ざい ます。

現在 、鳥 取県は 、米 子 市内の 交通 網を 円滑化 する ための 検討 業務

を発 注さ れて行 って お られる とこ ろで ござい ます 。検討 業務 にお

いて は、 米子駅 車尾 線 を含め た米 子周 辺の道 路ネ ットワ ーク の検

討が 行わ れてお りま し て、米 子市 も協 議に参 加す るなど 、適 宜連

携を図っておるところでございます。

令 和５ 年１０ 月、 都 市整備 部が 糀町 庁舎に 移転 したこ とも あり、



より 連携 しやす い体 制 となっ てお るこ とから 、引 き続き 適宜 協議

しながら進めていきたいと存じます。以上です。

○稲田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 米 子駅 車 尾線が この 議場 でもい ろい ろと議 論さ れて

おり ます 。やは り早 く もっと スピ ーデ ィーに 実現 をして いた だけ

れば あり がたい なと い うよう に思 いま す。こ れは 強く要 望し てお

きたいと思います。

次 に、 中海架 橋に つ いて質 問し てま いりた いと 思いま す。 中海

架橋 を整 備する こと に より、 やは りイ ンバウ ンド 、アウ トバ ウン

ド、 観光 、渋滞 緩和 、 避難道 路の 確保 、本市 にと って大 きな メリ

ット があ ると思 いま す 。その 辺の とこ ろで、 本計 画の進 捗状 況に

ついて伺っておきたいと思います。

○稲田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 中 海架 橋 の計画 の進 捗状 況でご ざい ますけ れど も、

中海 架橋 につき まし て は、議 員御 指摘 のとお り、 これは 本市 、そ

して 安来 市、両 市の 地 域活性 化に 重要 な路線 でご ざいま して 、本

市に とっ てメリ ット が 大きい もの と考 えてお りま して、 引き 続き

鳥取 県に 対しま して 中 海架橋 建設 連絡 協議会 の開 催を要 望し 、計

画推進に両市で取り組んでいくつもりでございます。

○稲田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 こ の問 題 につい ては 、中 海架橋 の連 絡協議 会が いか

に開 かれ てない かと い うこと なん です けれど も、 これで 先般 、先

般っ て、 大分前 です け ども、 島根 県の 知事に 要請 に参り まし たと

きに は、 やはり 島根 県 として は山 陰道 の島根 県以 西のほ うが 最重

要課 題で 、これ をク リ アして いか なき ゃなら ない という よう な内



容でございました。

そ うし た中で 、私 が 仄聞す るの に、 中海架 橋を 実現す るに 当た

って の負 担割合 をど う するか とい うふ うなお 話が あった んで すけ

ども 、こ れは確 実で は ないか もし れま せんけ ども 、鳥取 県が １で

島根 県が ９だと いう よ うな内 容も 仄聞 するわ けで すけれ ども 、そ

の負 担割 合につ いて の 課題が 大き いの ではな いか と、こ れも 一つ

のこ の連 絡協議 会の 進 め方に 妨げ にな ってい るの ではな いか とい

うふ うに 私は理 解す る んです けど 、そ の辺の とこ ろはど のよ うに

検証されておられますか、その辺を伺っておきたいと思います。

○稲田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 確 かに こ の実行 に当 たり まして は負 担割合 とい うの

は大 変重 要なテ ーマ で ござい ます が、 現時点 にお きまし ては 、ま

だそ の議 論とい うの は 十分に なさ れて る状況 では ござい ませ ん。

それ につ きまし ては 、 今後、 連絡 協議 会が開 催を され、 事業 化が

進展 する に伴い まし て 協議も 進む もの という ふう に考え てお りま

す。 そう した意 味で 現 時点に おき まし ては、 本市 としま して 両県

の協 議の 場を設 ける と いうこ と、 これ 本来働 きか けなき ゃい けな

いん です けども 、現 時 点にお いて はそ こまで 至っ ていな いと いう

とこ ろで ござい まし て 、この 事業 につ きまし ては 、鳥取 県、 島根

県の 両県 と、そ して 本 市と安 来市 の両 市に関 係す る事業 とい うこ

とで 、両 市で連 携を し ながら 、両 県知 事に対 して 連絡協 議会 の早

期開催を要望していくつもりでございます。

○稲田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 先 ほど 答 弁あり まし たよ うに、 連絡 協議会 につ いて

は本 当に 開催を して い ただく よう に、 これは 強く 要望し てお きた



いと思います。

次 に、 グルメ プラ ザ につい て質 問し てまい りた いと思 いま す。

米子 グル メプラ ザの 利 活用に つい てで ござい ます けれど も、 プラ

ザについての利用状況についてまず伺っておきたいと思います。

○稲田議長 若林経済部長。

○若 林経 済部長 現 在 の米子 グル メプ ラザの 利用 状況に つい ての

お尋 ねで ござい ます 。 米子グ ルメ プラ ザで貸 し出 されて いる 区画

及び 面積 は、１ 階に つ いては ６区 画で ２３ 4.８ ７ 平 方 メ ー ト ル 、

２ 階 は ４ 区 画 で ２ ０ 0.１ ７ 平 方 メ ー ト ル と な っ て お り ま す 。 現在

の貸 出状 況につ きま し ては、 昨年 １２ 月に退 去さ れまし た２ 階の

１区 画を 除いて 、全 て の区画 が貸 し出 されて いる と伺っ てお りま

す。 具体 的には 、１ 階 は飲食 店が ３区 画に３ 店舗 、鳥取 環境 大学

関係 の事 務所が ２区 画 、一般 事業 者が １区画 使用 されて おり 、２

階は一般事業者２社が３区画使用されている状況でございます。

○稲田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 利 用状 況 につい て伺 いま した。 私も 現地見 まし た。

２階 は少 し空い てる 部 分があ りま すけ れども 、本 当２階 から 見ま

すと 、あ る程度 線路 も 見える し、 駅北 もきれ いに 見えま す。 いい

とこ ろだ なと私 は思 っ たんで すけ ども 、そこ で、 グルメ プラ ザも

耐震構造もあるようですし、活用したらどうかなと。

一 つ考 えれば 、２ 階 部分で も今 の鉄 道資料 館と して使 えれ ば、

１階 部分 の飲食 者と の 相乗効 果も 図れ ていけ るん だろう なと いう

ふう に思 います が、 た だ、市 長が おっ しゃっ たよ うに、 今入 居者

がお られ ますの で、 そ の辺の とこ ろも 危惧さ れる 部分が ある んで

すけ れど も、将 来的 に この辺 の利 活用 という よう な考え 方は どの



ようにお持ちですか。

○稲田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 先 ほど 答 弁のほ うで 申し 上げた とお りでは ある んで

すけ れど も、実 はこ の 国際観 光案 内所 が南北 自由 通路の 工事 中に

一時 的に グルメ プラ ザ の１階 に入 居し ており まし て、そ こで 仕事

をし てお られま した 。 ただ、 新駅 ビル ができ まし たと同 時に 新た

な場 所に 戻って 仕事 を されて いた とい うこと で、 一時的 にち ょっ

と空 床が 出たん です よ ね。そ こで 、も し後釜 に入 るよう な入 居者

がい らっ しゃら なけ れ ば、や はり 米子 市が保 有し ており ます 様々

な鉄 道の 、例え ば記 念 プレー トと か、 ああし たも のを常 設的 に展

示で きる ような 場所 っ ていう のは 欲し いなと いう ふうに 思っ てお

りま した ので、 あの 場 所はど うか なと いうふ うに 思った とこ ろは

あっ たん ですけ れど も 、ただ 、あ りが たいこ とに グルメ プラ ザに

その 後、 入居者 がい ら っしゃ ると いう ことで 決ま りまし たも んで

すか ら、 この話 につ い ては一 旦な しに しよう とい うとこ ろで 今に

至っているところでございます。

そ こで 、質問 のと お りでご ざい ます けれど も、 今は入 居者 がい

らっ しゃ います ので 、 ２階の とこ ろで はちょ っと 狭いか なと いう

よう なと ころが ござ い ますし 、ま たそ の鉄道 を利 用され る方 など

の利 便性 といい まし ょ うか、 アイ キャ ッチと いい ますか 、よ く見

える とい うとこ ろで い くと、 場所 の問 題もや っぱ り考え なけ れば

いけ ませ ん。そ うい う 意味で いき ます と、今 時点 ではで すね 、入

居者 がい らっし ゃる 今 の時点 でこ れを 検討す ると いうこ とは ござ

いま せん けれど も、 将 来的に ある 程度 空床が 増え た場合 だと か、

ある いは 老朽化 に伴 っ て全体 を何 とか しなけ れば いけな いな とい



うよ うな ことを 検討 し なけれ ばい けな い時期 には 、この 鉄道 資料

館の こと も俎上 に上 げ て、そ のと きの 市政が 誰が やって るか 分か

りま せん けれど も、 俎 上に上 げて いた だいて 、そ ういっ た考 え方

もあ るん じゃな いか と いうと ころ は我 々とし て気 に留め てお きた

いというふうに思っております。

○稲田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 将 来的 展 望の中 で、 見地 の中で やは り十分 に検 討さ

れて いた だきた いと い うふう に思 いま すし、 ある 程度私 も市 長と

の考 え方 が一で ござ い ますの で、 その 辺のと ころ を十分 に今 後、

将来 的展 望の中 で検 討 してい ただ けれ ばあり がた いなと いう ふう

に思います。

次 に、 米子市 文化 ホ ールに つい て質 問して まい りたい と思 いま

す。 今の 米子市 文化 ホ ールに つい ての 修繕計 画に ついて まず 伺っ

ておきたいと思います。

○稲田議長 深田文化観光局長。

○深 田文 化観光 局長 文化ホ ール につ きまし ては 、施設 、設 備の

老朽 化が 進んで る箇 所 もござ いま すの で、安 全性 と利便 性を 考慮

いた しま して、 利用 者 に不便 が生 じな いよう に、 不具合 が生 じて

いる 箇所 を修繕 しな が ら施設 機能 を維 持する こと により まし て使

用を図ってまいりたいと考えております。

具 体的 な箇所 を申 し 上げま すと 、今 年度は オー プンス ペー スの

ガラ ス屋 根の修 繕で す 。ちょ うど 管理 棟とホ ール との間 の部 分で

ござ いま すが、 それ で あった り、 落下 防止の ネッ トなど を年 度末

まで に終 了させ るこ と として おり ます 。令和 ６年 度につ きま して

は、 メイ ンホー ルの 舞 台照明 の修 繕で すとか 、利 便性の 向上 を図



るた めの 改修と いた し まして 、メ イン ホール の舞 台のＷ ｉ－ Ｆｉ

環境 を整 備いた しま し て、音 楽の ライ ブ配信 やシ ンポジ ウム 等の

リモ ート 利用に 対応 さ せてい く計 画で ござい ます 。７年 度以 降に

つき まし ても、 運営 上 改修の 必要 のあ る箇所 につ いて、 例え ば全

館の 窓の 部分の 防水 で すとか 、あ るい は火災 報知 機設備 の更 新で

すと か、 あるい はメ イ ンホー ルの トイ レの洋 式化 などを 改修 して

まいるよう計画してるところでございます。

○稲田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 不 具合 が 生じて いる 箇所 を修繕 しな がら施 設機 能を

維持 して いくん だと い うふう な答 弁で なかっ たか なとい うふ うに

私は 思い ますが 、そ こ で、音 響設 備な ど等の ホー ルの基 本的 な機

能は 今後 どうし てい く のかと いう こと をまず 伺っ ておき たい と思

いま すし 、その 辺の と ころ、 今後 の文 化ホー ルの 方向性 を伺 って

いきたいと思います。

○稲田議長 深田文化観光局長。

○深 田文 化観光 局長 文化ホ ール の基 本的な 機能 という こと で、

先ほ どお 答えし たよ う にＷｉ －Ｆ ｉに よる利 便性 の向上 等も あり

ます が、 音響施 設に つ きまし ては 、現 在プロ の方 が有料 で公 演さ

れる 場合 に、自 らが 高 性能の 音響 機器 などを 持ち 込んで 利用 され

てい るケ ースも ござ い ますが 、一 般的 な生演 奏の 音楽公 演で すと

か、 演劇 ですと か、 ダ ンスな どの 利用 に関し まし ては、 現状 対応

は可能であると考えているところでございます。

ま た、 今後の 方向 性 につい てで ござ います が、 駅前周 辺の 一体

的な 整備 方針と 歩調 を 合わせ なが ら、 文化ホ ール として の使 命で

あり ます 芸術文 化の 振 興、そ して 市民 文化創 造の 拠点施 設と して



の役 割を 果たし てい く ために 必要 とな る整備 内容 につき まし て、

その 具体 的な内 容を 探 ってま いり たい と、そ のよ うに考 えて おり

ます。

○稲田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 音 響整 備 する必 要が なく て、プ ロの 方はそ うい うふ

うな 対応 で演奏 され て いると いう よう な内容 でな かった のか なと

伺い ます けれど も、 当 初そう いう ふう なお話 では なかっ たん です

が、 それ で駅前 の周 辺 の一体 的な 整備 方針と 歩調 を合わ せて いく

とい うよ うな内 容だ っ たのか なと 思い ますが 、そ こで、 方向 性に

つい て伺 ったん です け れども 、今 後米 子市文 化ホ ールが 私は ちょ

っと 置き 去りに され て るよう な感 も否 めない 部分 がある わけ です

けれ ども 、民間 の活 力 を導入 する とい うサウ ンデ ィング 調査 とい

うのを実施するというようなお考えはありませんか。

○稲田議長 深田文化観光局長。

○深 田文 化観光 局長 サウン ディ ング 調査に つい てでご ざい ます

が、 例え ば一つ ちょ っ と例を 挙げ ます と、今 回の 米子ア リー ナに

つい てな んです けど も 、整備 の基 本計 画が定 まっ た段階 で民 間事

業者 の方 にどう いっ た 事業内 容が 考え られる か、 そもそ も参 加の

意向 があ るかど うか 、 あるい はＶ ＦＭ がどの 程度 見込め るか 、そ

うい った ような 民間 事 業者の 方へ のサ ウンデ ィン グ調査 を行 いま

した 。こ の文化 ホー ル のサウ ンデ ィン グ調査 につ きまし ては 、や

はり 文化 ホール 単独 と いいま すよ りも 、文化 ホー ルを含 めま した

駅周 辺施 設の整 備の 方 向性な ど、 そう いった 諸条 件があ る程 度定

まり まし た段階 で民 間 活力導 入の 可能 性、施 設の 整備手 法で すと

か施 設の 形態、 必要 な 施設機 能で すと か管理 運営 方法を 検討 して



いき ます 上で、 その 必 要に応 じま して 実施を 検討 してま いり たい

と、そのように考えております。

○稲田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 伺 いま し たです 。私 思う のに、 文化 ホール を運 営し

てい くと いうよ うな 力 強さが 私に は感 じられ ない 。何か そこ にあ

るか ら、 言葉は 適切 じ ゃない です けど 、小修 繕を 繰り返 しな がら

施設 の存 続を図 って い くんだ とい うよ うな流 れな のかな と私 、答

弁書 をず っと頂 いて 見 させて いた だい たんで すが 、やは り市 民が

求め とる のはも っと 活 気のあ る文 化ホ ールで あっ てほし いな とい

う面 と、 何か置 き去 り にされ とる よう な面が ある なとい う意 見も

伺う んで す。両 極端 な 話があ るん です けれど も、 私はそ うい うふ

うな 意見 も踏ま えな が ら、サ ウン ディ ング調 査等 もされ て、 今後

の行 く末 を図っ てい く のも一 つの 考え 方だろ うと いうふ うに 思い

ます ので 、その 辺の と ころで ひと つ十 分に文 化ホ ールの 今後 の在

り方について御検討いただければというふうに思います。

次 に、 道の駅 につ い て質問 して まい りたい と思 います 。道 の駅

につ いて は、こ れは 私 も何回 も質 問し とるん です けれど も、 県内

で１ ７か 所を整 備さ れ ている とい うと ころで ござ います が、 米子

－境 港間 高規格 道路 が 整備さ れた 場合 は、素 通り 感が否 めな いじ

ゃな いか という こと で 代表質 問で もし たんで すけ れども 、や っぱ

り道 の駅 に下り てい た だき、 そこ から 市内観 光、 米子城 跡と か白

壁の まち とか、 そう い うよう なと ころ を歩い てい ただき なが ら、

今の 観光 施策と いう 仕 掛けが 必要 でな かろう か。 それに は道 の駅

が大 きな 役割を 果た す のでは ない かと 思いま すが 、その 辺の 見解

はどうでしょうか。



○稲田議長 深田文化観光局長。

○深 田文 化観光 局長 先ほど も市 長の ほうか らお 答えさ せて いた

だき まし たよう に、 現 時点で は道 の駅 の整備 は考 えてい ない とこ

ろで はご ざいま すが 、 米子－ 境港 間の 高規格 道路 が事業 化に 進展

した 際に つきま して は 、本市 を素 通り されな いよ うに観 光客 の誘

導に取り組んでまいりたいと考えております。

そ のた めには 、観 光 客が本 市に 立ち 寄りた くな るよう な魅 力が

必要 であ りまし て、 現 在、認 知度 が高 まりつ つあ ります ダイ ヤモ

ンド 大山 ですと かオ レ ンジロ ード に代 表され ます 米子城 跡か らの

絶景 、あ るいは 牛骨 ラ ーメン やさ ばし ゃぶ、 ４７ ５パフ ェと いっ

た食 のコ ンテン ツや 、 皆生温 泉の 温泉 情緒あ ふれ る歩い て楽 しい

まち づく りに向 けた 景 観整備 です とか 海、砂 浜の 活用な どを 進め

まし て、 引き続 き新 た な観光 資源 の掘 り起こ し、 魅力の 向上 を図

ってまいりたいと考えております。

ま た同 時に、 本市 へ の誘客 に向 けま して、 観光 コンテ ンツ など

資源 のＰ Ｒが必 要で ご ざいま して 、車 を利用 され る方を ター ゲッ

トと する 場合、 自家 用 車で来 られ る方 が多い 山陽 方面で すと か関

西方 面に 対しま すプ ロ モーシ ョン を行 いまし て、 高規格 道路 を利

用さ れる 方の市 内の 観 光につ なげ てま いりた いと 、その よう に考

えております。

○稲田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 最 後の ほ うに答 弁が あり ました よう に、自 家用 車で

ある 方に 今の山 陽方 面 や関西 方面 に対 するプ ロモ ーショ ン、 これ

は私 は必 要だろ うと 思 います 。大 切な ことで あろ うとい うふ うに

思い ます ので、 この 辺 のとこ ろを しっ かりし てい ただき なが ら、



道の 駅は 今のと ころ 考 えてお らな いと いうこ とで ござい ます ので、

今後 もま たそう いう よ うな質 疑等 をし ていき たい なとい うふ うに

思います。

次 に、 米子ハ イツ の 体育館 につ いて 伺いま す。 米子ハ イツ の体

育館 は、 今の無 用の 長 物とい うよ うな 流れに なっ ておる ので はな

いか なと 危惧を して お るとこ ろで ござ います 。先 般もス ポー ツ少

年団 が、 サッカ ーで し たか、 米子 ハイ ツの体 育館 を利用 して みた

いと いう ような 要望 が あった んで すけ ど、雨 漏り がすご くて 、そ

うい うよ うな状 況に は 供され ない とい うよう な答 弁があ りま した。

やは りそ ういう ふう な 形から いけ ば、 本当に 置き 去りに され てい

るような状況下でございます。

そ うし た中で 、地 元 要望が 今あ りま すよう に避 難所と 指定 し、

避難 所と 指定を して 避 難をし た経 緯が あるん です けれど も、 やは

り救 援物 資の備 蓄倉 庫 等にし て利 活用 を図る べき じゃな いか とい

うよ うな 御意見 があ る んです けど 、そ の辺の とこ ろはど うい う見

解をお持ちですか。

○稲田議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 米 子ハイ ツ体 育館 の利活 用に ついて でご ざい

ます 。米 子ハイ ツの 体 育館、 こち ら元 米子勤 労者 体育セ ンタ ーで

ござ いま すけれ ども 、 こちら は以 前か ら指定 避難 所とし てお りま

して 、現 在も洪 水や 土 砂災害 発生 時の 避難所 とし て指定 を継 続し

てお ると ころで ござ い ます。 また 、地 元の意 見等 を踏ま えな がら、

避難 所と しての 環境 整 備と維 持を 行っ ており まし て、昨 年８ 月１

５日 の台 風７号 の接 近 時には 自主 避難 所とし て人 員を配 置し て開

設も 行っ たとこ ろで ご ざいま す。 こち らの施 設、 大型の 建物 であ



る特 性を 生かし まし て 、避難 所と して の機能 に支 障を来 さぬ 範囲

内で 備蓄 品の保 管等 に ついて 利活 用を 図って いき たいと 考え てお

ります。

○稲田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 備 蓄品 の 倉庫と して 利活 用を図 って いきた いと いう

前向 きな 答弁い ただ い たんで すが 、防 災安全 監、 先ほど 言い まし

たよ うに 、雨漏 りが し て使え ない よう な状況 のよ うです 。総 務管

財課 から そうい うよ う な報告 を受 けた んです が、 現地を 見た こと

がありますか、まずそこを伺っておきたい。

○稲田議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 私 、現地 は見 させ ていた だく ことは ござ いま

すけ れど も、雨 が降 っ てると きと か雨 漏りの 状況 という のは 、申

し訳ございません、確認はできておりません。

○稲田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 そ うい う ことで 備蓄 倉庫 として 前向 きな答 弁い ただ

いて 、私 、大高 地区 の 防災安 全に つい ての協 議会 が設立 され て、

その 避難 所に避 難し て 、私も その とき 避難で 出向 きまし たけ れど

も、 結構 な方が 避難 し ておら れま した 。そう いう ふうな 観点 でい

けば 、防 災意識 って い うのは すご く高 いです 。佐 陀川、 精進 川を

抱え てま すので 、決 壊 が一時 、１ 回あ ったわ けで すけれ ども 、そ

うい うふ うな観 点か ら いけば 、本 当に 防災に つい ての意 識が 高揚

しと られ る方が 多数 お られる こと は理 解して おる んです けれ ども、

備蓄 倉庫 として 利活 用 してい きた いと いう観 点で ござい ます 。そ

の辺 は了 としま すけ れ ども、 雨漏 りが するよ うな ところ で備 蓄倉

庫と して の活用 はで き ません ので 、そ の辺の とこ ろを十 分に 庁内



の中 で御 検討し てい た だけれ ばと いう ふうに 思い ます。 これ も要

望しておきたいと思います。

最 後に なりま すけ れ ども、 除雪 対応 につい て質 問して まい りた

いと 思い ます。 先般 の １月の 大雪 のと きに警 報が 出て、 今の 私の

とこ ろに も四、 五人 の 方が何 で雪 かき 、除雪 に来 ないん です かと

いう 電話 なりが あり ま した。 そう いう ふうな 観点 でいけ ば、 除雪

区分 につ いては 、公 民 館なり 今の 自治 会は除 雪路 線を理 解し てい

るん だろ うなと いう ふ うに思 って おっ たとこ ろな んです が、 どこ

まで その 除雪路 線を 理 解しと るか 、そ の辺を 伺っ ておき たい と思

います。

○稲田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 除雪道 路区 分に ついて の地 元の認 識と いう

お尋 ねで ござい ます 。 市道の 除雪 につ きまし ては 、国・ 県道 から

総合 病院 などに 通じ る 緊急路 線、 バス 路線な どを 対象と いた しま

した 重要 路線、 主要 路 線、地 域の 幹線 道路と いっ た優先 順位 をつ

けて 除雪 を行っ てお り まして 、そ れら の除雪 路線 及び優 先区 分が

示さ れて いる路 線図 を 毎年１ １月 頃に 市内の 各公 民館に 配付 して

いるところでございます。

た だし 、各自 治会 長 宛ての 配付 は行 ってお りま せんの で、 各自

治会 長が 全員認 識し て いるか まで は把 握をし てい ないと ころ でご

ざいます。

○稲田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 公 民館 に そうい う除 雪路 線の図 があ るよう です けど、

私は 、直 接住民 に密 着 してる のは 自治 会長さ んだ と思う んで す。

自治 会長 さんに はそ う いうふ うな 情報 提供を 私は してい くべ きじ



ゃないかと思いますが、いかがでしょうか。

○稲田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 情報提 供に つい てのお 尋ね でござ いま す。

現在 行っ ており ます 市 のホー ムペ ージ での公 表や 各公民 館へ の配

付だ けで なく、 来年 度 以降は 公民 館を 通じて 除雪 路線図 を各 自治

会長 に配 付した いと 考 えてお りま して 、その 他の 周知方 法に つい

ても 引き 続き考 えて ま いりた いと 思っ ておる とこ ろでご ざい ます。

○稲田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 長 い時 間 答弁を いた だき まして あり がとう ござ いま

した 。市 民の身 体、 生 命、財 産を 守る 責務が 私た ちには あり ます。

当局 と議 会と２ 輪と な って、 しっ かり その生 活を 守って いく べき

に頑 張り たいと 思い ま すので 、本 日は どうも あり がとう ござ いま

した。

○稲田議長 暫時休憩いたします。

午後２時５６分 休憩


